本装置の八ードウエアについて説明します。 


各部のを称と機能(->82ページ） . 

設置と接続(->104ページ） . 

基本的な操作(^122ぺージ） . 

オプシヨンの取リイ寸け(^145ぺージ） . 

BIOS のセットアップ(一207ぺージ） . 

ディスクアレイコンフィグレーシヨン （^239 ぺージ) 
〜 MegaRAID® Configuration Utility 〜 

リモートマネージメント機能(^263ぺージ） . 

リセットとクリア（一305ぺージ） . 


，..本装置のを部の名称と機能についてパーツ単位に 
説明しています。 

，..本装置の設置にふさわしい場所や背面のコネクタ 
への接続について説 S 月しています。 

，..電源の ON や OFF のちまおよびフ□、ソピーディス 
クや CD - ROM のセツトち法などについて説明し 
ていまず。 

，..本装置にオプションを取りがけるときにご覧くだ 
さい。 

，..専用のユーティリティを使った B の S の設定ち法 
について説明していまず。 

，..標準装備のディスクアレイ機能(オンボード RAID 
機能）を使用して、内蔵の八ードディスクドライ 
ブをディスクアレイ構築するためのちまについて 
説明しています。 

，..本装置内に標準で搭載されているシステム管理用 
LSI ( BMC ( Baseboa「d Management 
Controller )） による監視や、管理用ネツトワーク 
によるリモート制御など、遠隔地か6本装置を制 
御する方法について説 S 月していまず。 

，..本装置をリセ、ソトするちまと内部メモリ CMOS ) 
のクリアちまについて説明します。 


割り込みラインと I / O ポートアドレスト308ぺージ） ..... 本装置内部のアドレスや割り込みの設走じついて 

説 B 月していまず。 


0NL-4 1 32eN- 1 40Rd4-000-02-05 り 
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各部のち祿と機能 

本装置の各部の名称を次に示しまず。 


装置か観 


① 



① U アアクセスカバー 

PCI ボードサファンの®りがけ/取りかしの際に開ける。 



.ランプ 

(々ページ ji (度を参照） 




① 


-② 


© キース□ツト 

フ□ントべゼルを□ック/解除するセキュリティキーの差し□(一 122ページ)。 

( D フ□ントべゼル 

POWER スイ、ソチ、 3.5 インチデバイス（オプション）、 CD - R 日 M ドライブを取り撒うときやオプションの US 巨フ□、ソピーディス 
ク、八ードディスクドライブ.プ□セ、ソサ、メモリボード. DIMM を取りがける（または取り外す）ときに開ける。添がのセ 
キュリテイ丰一で□ツクすることができる（一122ページ)。 
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装置前面(フロントべゼルを取りかしたが態) 



-④- 


•④ 


① CD-ROM ドライブ ® 

〔□韦日(\/1のデー女の読み化しを巧う142ぺージ)。 

®-1 アクセスランプ(アクセス中はオレンジをに点灯） © 

(D-2 CD トレーイジェクトボタン 
(D-3 強制イジェクトホール 

⑤3.已インチディスクベイ/3.已インチデバイスベイ 

八ードディスクドライブ増設用ス□、ソト。約 25.4 mm (1 
インチ)厚の八ードディスクドライプが取 y 付け6れる 
(^147ぺージ)。丸数字の後の数字は SCSI ID を示す。 ® 

N 8154-07 増設用 HDD ケージ (3 .日ペイがき）（巨 TO (工場 
組み込み出荷)専用オプション）を搭載している場合は、 

③-3、霞-4は3.日インチデバイスペイとなる。 

感 D 旧 K ランプ(一100ぺージ） 


プ□セツサボード(一168ベージ） 

@-1プ□セツサボードイジエクク 

メモリボード（ス□ツト#1 )( 一1己日ぺージ） 

(5)-1 メモリボードイジエクタ 
©-2 メモリボード P 日 WER ランプ 
(5)-3 メモリボード Attention ランプ 
(5)-4 メモリボード Redundancy ランプ 
(5)-5 メモリボード Attention スイツチ 
増設メモリボードス□ツト 
丸数字の後の数字はス□、ソト番号を示す。 

メモリボードはス□、ソト#2^#3^#4の順唐で増設しま 
す。 


八—ドウエア編 
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メモリボードエラーランプ(一 94 ぺージ） 

I/O ポードエラーランプ(一日己べージ） 

電源 ユニッ トエラーランプ(一日日ぺージ） 

フアンエラーランプ(一97ぺージ） 

温度異常ランプ(一98ページ） 

DUMP スイッチ 

本装置に起きたイベント□グを探取する（一398ペー 
ジ)。 

CLEAR スイッチ 
USB 3 コネクタ 

USB 1.1 インクフェースに対応している磯器と接続す 
る 。 USB S . O ( Hi - speed ) インタフェースに対応してい 
る機器は本装置背面の US 巨1または USB 2〕 ネク女に接 
統してください。 

シリアルポート B コネクタ 

シリアルインクフェースを持つ本装置と接渝ずる。 

UPS の接続はシリアルポート A コネク每（本装置背面） 
のみ。本装置前面のシリアルポート巨と本装置背面の 
シリアルポート臣は排他使用。 

「シリアルポート巨コネクク(本装置前面)」は本装置 
背面の LAN コネク每およびに M 巨コネク女と同じお 
状 ( RJ -45) をしていまず。ケーブルを差し間違えな 
いようミ主意してください。 


POWER スイッチ 

電源を日 N / OFF するスイッチ。一度押すと POWER ランプ 
がな灯し、01\1のが態になる（^123ぺージ)。もう一度押 
すと電源を OFF にする（一139ページ)。4秒]:>(上押し続け 
ると強制的に シャッ トダウンする（^30日ぺージ)。 

RESET スイッチ 

本装置をリセ、ソトするスイ、ソチ（^30日ぺージ)。 

SLEEP スイッチ 

一度押すと、本装置がスリープが態(省電カモード）とな 
り、もう一度、押すと復帰する （Windows Server 2003/ 
Windows 2000でサポー トー 139ぺージ）。 

UID(Unit ID ) スイッチ 

本装置前面/背面にある ID ランプを ON / OFF するスイ、ソ 
チ。スイ、ソチを一度押ずと、 ID ランプが点灯し、もう一 
度巧すと消なする（一91ページ)。 

POWER/SLEEP ランプ(一90ぺージ） 

STATUS ランプ(一91ぺージ） 

□旧 K アクセスランプ(一90ぺージ） 

LAN 1アクセスランプ(一91ベージ） 

LAN 吕アクセスランプ(一日1ぺージ） 

UIDCUnit ID ) ランプ(一91ぺージ） 

A け ention ランプ(一目3ベージ） 

プ□セッサボードエラーランプ(一日3ページ） 


装置前面(スイツチ- LED ) 


上から順に⑩〜⑩ 上から順に⑥〜⑩ 



⑩⑩⑩ ® ® © 


①③ ⑤ ④ ⑥⑥③⑥⑨⑩⑩⑩ 
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( g ) ( g ) (§) ( g ) @ ® @-2 


電源ュニット 

本装置に〇〇電源を供給する装置 152 ページ)。丸数字 
の禮の数字はス□ット番号を示す。①-3、① -4 はオプ 

シヨンス□、ソト。 

電源ユニットランプ 
AC インレット 

電源コードを接備するソケット（^1日3ぺージ)。電源ュ 
二、ソトじ各1ソケット装備。ネ装置に標準添付されてい 
る電源コードを接続する。 

PCI ス□ット（左か6ス□ット#1、 #2) 

32-bit 33IVIHZ 5V PCI ホ、 ソ トプラグホ対応。 

PCI Express ス □ツ ト（左か 5 ス □ツ ト #3〜# 已） 

ス□、ソ ト3 : PCI Express x4 ホ、 ソ トプラグホ対応 (x8 
ボードも搭載可能）（^184ぺージ)。 

ス□ット4,日： PCI Express x8 ホ、ソトプラグ対応(一184 
ページ)。 

PCI-X ス □ッ ト(左か 5 ス □ッ ト#色〜#日） 

64-bit 100MHz 3.3V PCI-X ホ、ソ トプラグ対応卜184 
ページ)。 

PCU □ット POWER ランプ(一 10 吕ぺージ） 
PCU □ット Fault ランプ（一 10 吕ぺージ） 

PCI ス□ットエラーランプ(一日日べージ） 

I/O ボードエラーランプ(一日己べージ） 

プ□セッサボードエラーランプ(一93ページ） 
BMC エラーランプ 

1000/100/10ランプ(一101ぺージ） 


® LAN コネクタ 

ネットワークに接続する。丸数字の後の番号はポート番号 
を示す。 

⑩ LINK/ACT ランプ(一101ぺージ） 

® に MB コネクタ 

に1\/1巨インクフェースを持つ磯器と接備する（^119ぺ一 
ジ)。丸数字の禮の数字はポート番号を示す。 

⑩管理用 LAN ボート 

コネクタのち上の LED : LINK/ACT ランプ(一1日1ぺージ)。 
コネクタの左上の LED :100/10ランプト1日1ぺージ)。 

⑩ USB 1 (上） US 巨吕（下）コネクタ 

USB 2.0(Hi-speecl) インタフェースに対応している磯器と 
接続する。 

® モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接渝する（^119ぺージ)。 

® シリアルポート目コネクタ 

本装置前面のシリアルポート巨と排他的に使用巧能(^ 

119ぺージ)。 

@ シリアルポート A コネクタ 

シリアルインクフェースを持つ装置と接締する （^1 19ぺ一 
ジ)。なお、専用回線に直接接続することはできません。 

@キーボードコネクタ 

オプシヨンのキーポードを接続する（一119ページ)。 

{§) マウスコネクタ 

オプシヨンのマウスを接続する（一119ページ)。 

@プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインクフェースを持つプリンタと接渝す 
る。（^119ぺージ)。 
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を③ 


④⑤ 


⑥ 


® ® ③⑩⑩ ® ⑩ 
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装置内部 



① フアンベイ ⑤ PCI ス□ット（ホットプラグ未対応) 

② PCI ス□ット(ホットプラグ対応）④電源ケージ 
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CMOS / パスワードクリア用ジャンパスイッチ（一 
30色ぺージ） 

管理用 LAN カード接続コネクタ 
フアンコネクタ 

丸数字の禮の数字はポート番号を示す。 

SCSI コネクタ 

左から ( SCSI - の、（ SCSI -1)、 （ SCSI - HDD )。 

フアン エラー ランプ 

丸数字の禮の数字はファン番号を示す。 

PowerBP コネクタ 
リチウムパッテリ 

オンボード RAID 巧 DIMM コネクタ 
NiMH パッテリモジュール 
パツテリモジュールコネクタ 


* ここでは本装置のアップグレードサ保守(部品焚披など) 
の隙に使用するコネクタのみあげていまず。ぞの他のコ 
ネククや部品については出荷時のままお使いください。 


① 列部接続コネクタ（一8日ページ） 

② PCI ス□ットエラーランプ(上か 5 PCI ス□ット 
1~9) 

③ PCI ス□ット POWER ランプ(上)/ PCU □ット 
Fault ランプ(下)/ PCI ホットプラグスイッチ(上 
か 5 PCI ス□ット#4〜 #9) 

④ PCI ボードス□ット(上か5ド(：1#1~#9) 

@-1: PCI #1' #2 (33 MHz . 5 V P 幻）ホットプラグホ巧 
応 

(4)-2: PCI #3 (PCI Exp 「 essx 4) x 8 のボードも実装巧 
能。ホ、 ソ トプラグホ対応 

(4)-3: PCI #4、 把 （PCI ExpressxS ) ホットプラグ対応 
④ -4: PCI # 目、#7、#8、 #9(1 日日 MHz 、3.3 V PCI - X ) 

ホ、ソ トプラグ 対応 

(D IPM 日コネクタ 

⑥ 日 MC コン フィグレーシヨ ンジヤンパ (一 3 S 2 ペー 
ジ） 


③④ ⑥⑥を⑨疫 -4 ⑨ -1 ⑩ 


⑦⑥③ ⑩ ⑩ ⑩⑩⑩ 
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VRM ソケツト(丸数字の後の数字はソケツト番号を示ず） 

プ□セツヴソケツト(丸数字の後の数字はソケツト番号を示ず） 

プ□セツサ/ VRM エラーランプ(丸数字の後の数字はス□ツト番号を示ず) 


プ□セツ サボー ド 
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DIMM ス□ットエラーランプ(上か 5 DIMM スロット1~4) 

メモリポード挿巧スイッチ 

メモリポード Power ランプ 

メモリポード Attention ランプ 

メモ U ポード Redundancy ランプ 

メモリポード Attention スイッチ 

DIMM ス□ット(丸数字のをの数宇はス□ットま号を示ず） 


に MB #1 コネクタ 
に MB # 吕コネクタ 
管理用 LAN コネクタ 
I / O ポード接続コネクタ 


標準倍載されているメモリボードにはス□ット #1. #2に 16 B DIMM を標準装植。 

⑧ DIMM ス□ットエラーランプ点ロスイッチ 


管理用 LAIN ! 力ード 



メモ U ボー 



①⑤を g 逸⑥ ® 


12 3 4 

⑦⑦⑦®⑦ 



①③⑤④ 


八—ドウエア編 
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D に K アクセスランプ 


D 旧 K アクセスランプ 

aSK アクセスランプは 3.5 インチディスクベイに取り付けられている八ードディスクドライ 
ブの状態を示します。 

八ードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑をに点灯します。 
asK アクセスランプがアンバーをに点なしている場合は、八ードディスクドライブに障害 
が起きたことを示しまず。巧障した八ードディスクドライブの状態はそれぞれの八ードディ 
スクドライプじあるランプで磕認できまず。 


: SoO 


• POWER/SLEEP ランプ 


ランプ表巧 


本装置のランプの表示とその意巧は次の通りです。 

POWER/SLEEP ランプ 

本装置の電源が ON の圍、ランプが緑色に点なしています。電源が本装置に供給されていな 
いと POWER / SLEEP ランプが消なします。 

省電カモードをサポートしている 0 S で、 SLEEP スイ、ソチを押すか、 0 S 上のコマンドから省 
電カモードに切り替えるとランプが緑色に点滅します。 SLEEP スイッチをもう一度押すと、 
通常の状態に戻りまず。 

省電カモードは Windows Server 2003 /Windows 2000の場合に機能しまず。また、 0 S に 
よっては一を時圍 W 上、本装置を操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設を 
したり、 0 S のコマンドじよって省電カモードに切り替えたりすることもできます。 
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LAN アクセスランプ 


本装置が LAN に接続されているときに緑色に点なし、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 



• LAN 1 アクセスランプ 


■ LAN 2 アクセスランプ 


UID ランプ 

このランプは本装置前面にある UID スイ、ソチを押すと，青色に点なし，保ずをしようとして 
いる 本装置を特定す る ことができます。1台のラックに複数台の本装置を設置しているとき 
に利用して < ださい。 

UID ランプを消なさせるには再度、 UID スイ、ソチを押してください。 

また、 ESMPRO / ServerManager 、 DianaScope や W 祀サーバ機能のリモートマネージメ 
ントにより、 U のランプを点滅させることもできます。 

作業が終わりました6、 UID ランプを消なさせてください。 



STATUS ランプ 

本装置が正常に動作している圍は STATUS ランプは緑をに点なします。 STATUS ランプが 
消なしているときや、緑色に点滅しているとき、あるいはアンバー色に点灯/点滅している 
ときは本装置に なんらかの 異常が起きた ことを 示します。 

次ページに STATUS ランプの表示の状態とその意巧、対処ち法を示します。 



STATUS ランプ 


八—ドウエア編 
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g ; • ESMPRO またはオフライン保守ユーティリティをインストールしておくとシステムイ 
IJvpi ベントログ ( SEL ) を参照することで故障の原因を確認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャツトダウン処理ができる場 
合はシャツトダウン処理をして再起動してください。シャツトダウン処理ができない場 
合はリセット、強制シャツトダウンをするか (305 ぺージ参照）、一度電源コードを抜き 
差しして再起動させてください。 


STATUS ランプのが態 

意味 

対処方法 

緑をに点灯 

正常に動作しています。 

- 

緑色に点ミ廊 

プ□セッサが縮退した状態で動作して 
いる。 

保守サービス会社に連絡してください。 

巨 I 0 S セットアップを起動し 、 FMainJ - 
「 Process 併 Setting 」 にて縮退しているプ□セ 
、ソサを確認傻、早急に交披することをお勧めしま 
す。巨 I 0 S セットアップを起動し、 「 Main 」- 
「Processor Se は ing 」- 广 Processor Retest 」 

を Yes に選がし、 「 Exit」-[Exit Saving 

Changes 」 を実行することにより、解ミ夫するこ 
ともできます。 

メモリが縮退しているが態で動作して 
いる。 

保守サービス会社に連絡してください。 

巨10 S セットアップを起動し、 「 Advanced 」- 
「 MemoryConfiguration 」 にて縮退している^ 
モリ ( DIMM ) を確認禮.早急に交鹽することをお 
劫めします。聞 0 S セットアップを起動し、 
「 Advanced」-「Memory Configuration 」- 
「Memory Retest 」 を Yes に選択し、 「 Exit 」- 
[Exit Saving Changes 」 を実行することによ 
y 、 解ますることもできます。 

メモリあるいはバスなどの訂正可能な 
エラーがを発している。 

連続運巧が可能ですが、保守サービス会社に連絡 
してください。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

- 

POST が動作中である。 

しば6くお待ちください。 P 日 ST を完了禮、しば 
らくすると緑色に点灯します。 

プ□セ、ソサでエラーが発生した。 

( IERR ) 

いったん電源を日 FF にして、電源を ON じし直し 
てください。 POST の画面で何6かのエラーメッ 
セージが表 7 F された場合は、メッセージを記録 
し、保守サービス会社に連絡してください。 

プ□セ、ソサ温度の異常を檢化した。 
( Thermal - Trip ) 

ウォ、ソチドッグ女イマタイムアウトが 
発生した。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが発生し 
た。 

バスで訂正不可能なエラーが発生し 
た。 

P 日 ST のエラーが発生した状態で POST 
が終了した。 

メモリダンプリクエスト中である。 

ダンプを探取し終わるまでお待ちください。 

アンバー色に点灯 

湿度異常を横化した。 

内部のファンにホコリやチリがが着していないか 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを確認してくださ 
い。問題が解ミ夫されない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 

電圧異常を横化した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

すべての電源ュニットが故障した。 

アンバー色に点減 

電源ュニットの個別故障を横化した。 

盛 f 障した電源ユニットのス□ットを確認し、保守 
サービス会なじ連絡してください。 

ファンアラームを横化した。 

ファンユニットが確実に接続されていることを磕 
詔して<ださい。問題が解みされない場合は、保 
守サービス会社に連絡してください。 

湿度警告をお化した。 

内部のファンにホコリやチリがが着していないか 
どうか確認してください。また、ファンユニット 
が確実に接続されていることを確認してくださ 
い。問題が解ミ夫されない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 

電圧警告を横出した。 

保守サービス会社に連絡してください。 
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Attention ランプ 


エラー発生場所を自動で特定できない場合または > 複数の場所でエラーが発生した場合にァ 
ンバー色に点なします。 

このランプが点なした場合は、□グを確認して異常発生箇所を特定して<ださい。 



プ□セツサボードエラーランプ 


本装置の前後じを1つずつあるこのランプはプ□セ、ソサボードに異常が発生した場合にアン 
バー色に点好します。 

このランプが点归した時には，プ□セツサボードの手前じあるプ□セ、ソサ/ VRM エラーラン 
プの点な状態を確認してください。4つのランプのいずれかがアンバー色に点灯している場 
合は、そのス□、ソトのプ□セ、ソサまたは VRM に異常が発生したことを示します。 

プ□セ、ソサボード 
エラーランプ 


本装置前面 


本装置背面 
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メモリボードエラーランプ 


メモリボードやメモリボードに実装されている DIMM に異常が発生した場合にアンバー色に 
点なします。 

メモリボードの Attention ランプがアンバー色に点灯しているかを磕認し、異常なメモリボー 
ドを特をしてください。 

さらに、 異常がお化されたメモリボード上の DIMM ス□、ソトエラーランプ点灯スイッチを押 
すことにより、 DIMM ス□、ソトエラーランプがアンバー色に点灯し、巧障した DIMM のス 
□、ソトを特をすることができます。 



エラーランプ 



DIMM ス〇ット 
エラー ランプ 
点灯スイッチ 



メモリボード Attention ランプ 
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I / O ボードエラーランプ 

I/O ボードや取り付けている PCI ボードに異常が発生した場合にアンバー色に点灯しまず。 
本装置背面のランプの点なが態を殖認してください。 

背面の I / O ボードエラーランプがアンバーをに点灯している場合はン〇ボードの故障，を PCI 
ス □、ソトの下にある PCI ス □、ソトエラーランプがアンバーをに点なしている場合は取り付け 
ている PCI ボードか I / O ボードのス□、ソト自身の故障が考え6れます。 



エラーランプ エラーランプ 
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電源ユニットエラー ランプ 

電源ユニットに異常が発生した場合にアンバーをに点灯しまず。 

電源ユニットランプの状態を殖認してください。ランプがアンバー色に点なしている場合 
は，その電源ユニットの故障を示します。 



本装置背面 


電源 ユニッ トランプ 
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フアン エラー ランプ 


ファンに異常が発生した場合にアンバー色に点のします。 

本装置内部のファン FAULT ランプが赤色に点なしているかを殖認し，異常なファンを特定 
してください （ 103ページ参照)。 


麵;~ 


ファンの異常や、本裝置内の温度異常を検出した場合は、 STATUS ランプもアンパー色に点 
灯/点減します。 


フアン エラー ランプ 



STATUS ランプ 


フアン FAULT ランブ 
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STATUS ランプ 


湿度異常ランプ 


アクセスランプ 

CD - ROM ドライブのアクセスランプは、セツトされている CD - ROM にアクセスしていると 
きじ点なします。 



温度異常ランプ 

本装置の温度に異常が発生した場合にアンバーをに点灯しまず。 

本装置設置場所の室温を殖認して<ださい。 

ファンの異常や、本装置内の温を異常をお出した場合は、 STATUS ランプもアン バー 色に点 
I ヒン p | 灯/点ミ咸します。 



〇 〇 
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メモ u ボードのランプ 



①②③ 


① メモ U ボード POWER ランプ 

メモリボードの電源ランプ。電源が人っているときに緑色に点灯。 

メモリボードを H 饥 Add した時など Rebu 帕中は点滅(緑色）します。 

② メモ U ボード A け ention ランプ 

メモリボードやメモリボードに実装されている DIMM に異常があった場合に，アンバーに点なします。 

③ メモ IJ ボード Redundancy ランプ 

メモリ5ラーリング機能.メモリ RAID 機能の構ぶをした場合.緑色に点灯します。 
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J \- ドディスクドライブのランプ ( D に K ランプ） 

3.5 インチディスクベイに搭載している D に K ランプは表示状態によって意巧が異なります。 


D に K ランプ 


本装置前面 



• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブにアクセスしていることを示します。 

• アンバーちに点な 

ディスクアレイを構成しているときに取り付けている八ードディスクドライブが故障し 
ていることを示します。 

■i ディスクアレイを構成している場合 、 RAID レベルによっては1台のドディスクドラ 

1-^ イブが故障しても運用を続けることができますが早急にディスクをであして、再構築 

(リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行えます）。 

• 緑ちとアンパ'-色に交互に点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示しますなな障ではありませ 
ん)。ディスクアレイ構成で、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動的に 
データのリビルドを行いまず（オートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色とアン 
バー色に交互に点なします。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点なしまず。 

H -0 リビルド中に本装置の電源を OFF にずると、 U ビルドは中断されまず。再起動してか6 
A - ドディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してくだ 
さい。ただし、才ートリビルド機能を使用ずるとをは巧のを意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください(いったん電源を OFF にずると才ートリピルドは起 
動しません)。 

• A — ドディスクドライブの取り列し/取り付けの間隔は90秒 ly 上あけてください。 

• 他に U ビルド中の八ードディスクドライブび巧在ずる場合は、八ードディスクドラ 
イブの交換は行わないでください。 





































































LAN コネクタ 1 



1000 /100/10 ランプ 


LAN コネクタ2 



LAN コネクタのランプ 

背面にある3つ LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれじ(下のランプがあります。 


UNK/ACT ランプ 

それぞれのネットワークポートの状態を表示します。本製品と HUB に電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている闇、緑をに点なします ( LINK )。 ネットワークポートが送受信 
を巧っているときに緑色に点滅しまず ( ACT ) 。 

LINK 状態なのじランプが点なしない場合は、ネットワークケープルの状態やケーブルの接続 
状態をお認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント 
□ーラが故障している場合がありまず。お買い求めの販売店、または保ずサポートまで連絡 
してください。 


1000/100/10ランプ 

このランプは、 ネッ トワークポートの通信 モー ドがどの ネッ トワークインタフエースで動作 
されているかを示します。アンバー色に点灯しているときは、 IGbps で動作されていること 
を示します。緑色に点灯しているときは、100 Mbps で動作されていることを示します。消 
なしているときは、 10 Mbps で動作されていることを示します。 


100/10ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで動作 
されているかを示しまず。アンバー色に点灯しているときは、100 Mbps で動作されている 
ことを示します。消なしているときは、 10 Mbps で動作されていることを示します。 
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PCI ス□ットのランプ 


PCI ス□ツト 
Power ランプ 


回、 

□ PCI ス□ット 

Fault ランプ 


背面の PCI ス□、ソト #4 〜 #9 には、 PCI ホ、ソトプラグのためのランプが 2 個ずつあります。 





PCI ス □ ット Power ランプ 

PCI ボードが取り付け 6 れている ス □ットは，本装置の電源を ON ずると ス □、ソトへ電源がイ共 
給され、緑色に点なします。 


PCI ス □ ット Fault ランプ 

0 S が Windows Server 2003 /Windows 2000 の場合のみに使用ずるランプでず。 OS 上で' 
PCI ス□、ソトに接続されている PCI ホ、ソトプラグ対応の PCI ボードのドライバを停止し、 PCI 
ボードがシステムから論理的に切り離されるとアンバー色に点滅します。 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□、ソトに異常が起きるとアンバー色に点なしまず。 


~ ~ I ||~| 团团 n 


\ 


~ ~ I ||~| 团团 n 


~ ~ I ||~| 团团 r~i 


~ ~ I ||~| 国国 r~i 


~ ~ I ||~| 团团 r~i 


~ ~ I ||~| 团团 r~i 











































































































































フアン FAULT ランプ 


本装置のぶ却ファンが故障すると、故障したファンのとなりじあるランプが赤色に点灯しま 
す。故障したファンはホ、ソトスワップで交換ずることができまず。 

—"〇 • 故障していないフアンは取りがさないでください。フアンが故障した場含は、そのまま 
運用を続けず、ずみやかに保守サービス会社に連絡して交換を依頼してください。 

• ファンの交換は自分で行わないでください。 


フアン FAULT ランプ 
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設置と接続 


本装置の設置と接続について説 B 月します。 



本装置は曰 A 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 


ラックの設置 

ラックの設置じついては、ラックに添付の説明書(添付の rEXPRESSBUILDER 」 CD - ROM の 
中にもオンラインドキュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお 
間し''合わせくたさし''。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



，ホよ巧 


の ^^^ W J 


本装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示 
を守6ないと、人が死こずるまたは重傷を負ラおそれびありまず。詳しくは 、 iii 
ページ W 降の説明をご覧ください。 

• 指定 W がの場所で使用しない 


A ミち意 


本装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示 
を守5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありま 
ず。詳しくは、 Hi ページむ降の説明をご覧ください。 


A A 

Q 


• 一人で搬送•設置をしない 
• 荷重が集中してしまラよラな設置はしない 
• 一人で部品の取り付けをしない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 


• 複数台の本装置をラックか5引き出したげ態にしない 


• 定格電源を超える配線をしない 
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本装置の設置にふさわしい場巧は次の通りでず。 


前後 ImlU 上、左ち日 0 cm 
1 U 上、高さ 40 cm 切上の 
スペースびとれる場所 


装置の動作時に室内 



E 

温度10で〜3曰で、 



三 

湿度20%〜800/〇の 



三 

範囲をなてる場所* 


i 

1:. 


電源コードが届く範囲に 
おるコンセントまたは 
UPS 


AC 100 V アース付き1 

の壁付をコンセント 
または UPS 



水平でじよラぶな巧の上 




室內温度]已 ° C 〜2 己むの範囲が 
保てる場所での使用をお勧めします。 


ラック內部の温度上昇とエアフ□一について 

複数台の本装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりずると、ラック内部の 
温度が备装置か5発ずる熱によって上昇し、本装置の動作保証温度 （1 0で〜3已で)を超え、 
誤動作をしてしまうおそれがありまず。運用中にラック内部の温度が保註節囲を超えないよ 
ララック内部、および室内のエアフローについて十分な検討と対策をしてください。 


: :1 ドウ H ア編 


10已 


































































次に示ずを件に当てはまるような場所には > 設置しないでください。これ6の場所にラック 
を設置したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 


• 本装置をラックか6完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する本装置の総重量に耐え6れない場所。 

♦スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床じおうとつや傾為がある場所。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、エアコン、を蔵庫などのお<)。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所(大気中に硫黄の蒸気が発生する環境下など）、薬品類の近< 
や薬品類がかかるおそれのある場戸斤。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考え6れる場所。 

• 強い磁巧を発生させるもの（テレビ、ラジオ，放送/通信用アンテナ、送電綜、電磁ク 
レーンなど)のおく（やむを得ない場合は，保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを巧ってください）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線(特に大電力を消費ずる装置など)と共用しているコン 
セントに接続しなければな6ない場所。 

• 電源ノイズ(商用電源をリレーなどで ON/OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のお< (電源ノイズを発生する装置のお<じ設置するときは電源配線の分離やノイズ 
フイルタの取り付けなどを1呆守サービス会社に連絡して行つてください）。 


ラックへの取り付け/ラックか5①取り外し 

本装置をラックに取り付けまず用3り外し手順についても説 S 月しています）。 

別売の内蔵型オプションを購人している場合は、ラックに取り付ける前に取り付けてくださ 
い。 



A ミち意 



本装置をを全にお使いいただくために次の ミ 主意事項を必ずお守りください。指示 
を守 5 ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありま 
ず。詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• 二人む下で持ち上ばない 

• 指定 W がの場所に設置しない 

• カパーを列したまま取り付けない 

• 指を挟まない 












取り付け部品の確認 

ラックへ取り付けるために次の部品があることを殖認してください。 


項蚕 

名称 

数量 

備考 

① 

フ□ントべゼル 

1 


② 

スライドレールアセンブリ （ L ) 

1 

部品に 「 U の刻印あり。 

③ 

スライドレールアセンブリ （ R ) 

1 

部品に 「 R 」 の刻印あり。 

④ 

ケープルアーム 

1 


⑥ 

アダプタプラケット 

1 


⑥ 

アームブラケット 

1 


⑦ 

アームストッパ 

1 


⑧ 

テンプレート 

1 


⑨ 

ケープルタイ 

6 

長さ2日 cm 

⑩ 

ネジ目 

14 

CBIMSx 5 x 10 x 3 GF 

⑩ 

ネジ C 

8 

PL - CPIMSx 4 x 8 x 3 GF 

⑩ 

ワッシャ A 

12 

M 5-14( ネジ己用のワッシャ） 

⑩ 

ワッシャ己 

4 

PIWAx 5 x 3 GF 
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必要な工具 

ラックへ取り付けるために'必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 


1. テンプレートを使って本装置を取り付け 
る位置(高さ）をミ夫める。 

テンプレートの高さは本装置と同じで 
ず。テンプレートをラックの前後にあて 
て取り付ける位置まめてください。ま 
た、テンプレートには、コアナットやス 
ライドレールアセンブリの取り付け位置 
が書かれていまず。 


コアナツトを取リがける 
位置を示すアイコン 



取り付け手順 

次の手順で本装置をラックへ取り付けまず。 

I — -〇 NEC のオプションラック （ NS 已 40-28/ 吕 9/38) へ取り付けることはできません。 


口 □ 口〇 〇 □□ 〇 □□ □ □□ 〇 □□□□□□口 



























































巧り曲げ部分 
を本装置の側 
面に合わせ 
る。 


刻な)（スライドレールア 



下に位置している） 


2. テンプレートで確認した位置にラックに 
添付のコアナットを取り付ける。 

ラックの前面内側から4個庙ちじ各2備 
取り付けまず。このコアナットとネジ巨 
(4 本）、ワッシャ A (4 個）でラックに固を 
されまず。 

ラックの背面内側からは、2個（ラック背 
面に向かってち側に2個)取り付けまず。 

コアナットは一方のクリ、ソプをラックの 
匹!角巧に引っかけてか6マイナスドライ 
パなどでもう一方のクリ、ソプを巧(こ差し 
込みまず。 

3. 本装置背面ち側のネジ1本を外した後、 
取り外したネジでアダプタブラケットを 
取り付ける。 


本装置か6取 
り外したネジ 


4.ラツク正面から見てち側のフレームのテ 
ンプレートで確認した位置にスライド 
レールアセンブリを位置決めする。 


IチェックI 

• スライドレールアセンブリの取り 
がけ方向を確認してください。 

-ブラケット面をラック外側へ 
—スライドブラケットのある方を 
ラック背面へ 

• ラック前後の支柱にはネジ止め巧 
の角巧があります。 NEC 製のラッ 
クでは、 1 U 単位に丸い刻印があり 
まず。國のように刻巧がスライド 
レールアセンブリの先端（上側）の 
ち上に位置ずるようじ位置決めし 
てください。 
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日.スライドレールアセンブリをネジ己に 
本、前後で4本)とワッシャ A に個，前後 
で4個）で固定する。 


• スライドレールアセンブリじある 
フレーム先端がラックのち巧のフ 
レームに突き当たっている状態 
で，レールのネジ巧 (4 個)がを巧か 
6巧実に見えていることを巧認し 
てください。 

• スライドレールアセンブリがか平 
じ位置決めされていることをな認 
してください。 




己.ラックの正面か6見て左側に，スライドレールアセンブリを手順7〜9と同様の手順で取り付け 

る 0 


IチェックI 



ずでに取り付けているスライドレールアセンブリと同じ高さに取り付けていることを確認して 
ください。 































3 人 W 上で本装置をしっかりと持ってラックへ取りがける。 



A ま意 


0 

本装置をををにお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。指示 
を守5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありま 
ず。詳しくは、 Ni ページむ降の説明をご覧ください。 

• 二人む下で持ち上げない 

• 指を巧まない 

• U リースレバーは指で巧さない 


本装置側面のレールをラックに取り付け 
たスライドレールアセンブリに磕実に差 
し込んでからゆっくりと静かに押し込み 
まず。遠中で本装置が□ックされたら、 
側面にあるリリースレバー(左ちにありま 
す）を押しなが6ゆっくりと押し込みま 
す。 


リリースレバーはドライバなどを使つ 
て f 甲してください。指で f 甲ずと指を挟 
んでけがをずるおそれびありまず。 


ペアリング 
レール 


スライドレール 
アセンブリ 


•L 画 



ラックに取り付けたレール内には「ベア 
リングレール」と呼ばれるスライドレー 
ルがあります。ベアリングレールは 
レール内を自由にスライドできるレー 
ルですが、本装置を取り付けるとき 
は、ベアリングレールをラック前方に 
スライドさせてレール先端のプラス 
チ‘ ソ ク部分と同時にインナーレールを 
差し込んでおくと確実に取りかけるこ 
とができます。 


初めての取り付けでは各機構部おがなじんでいないため押し込むときに強い摩擦を感じることが 
ありまず。強めにゆっくりと巧し込んでください。 
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I チ]:ツク I 


本装置をラックへ押し込んでいるとき 
に□ックされて押し込めなくなること 
があ y ます。これは，レールじある 
□、ソ クレバーじよってこれ W 上押し込 
めなくなっている状態になっているた 
めです。□ックレバーを水平じして 
□ックを解除しながらゆっ< りとラ、ソ 
ク内部へ巧し込んでください。 




9. アームブラケットをラック背面のマウン 
卜面に取り付ける。 

•L 画 

ァームブラケットはラックの前後マウ 
ント面の間隔によって取り付ける方ま 
が異なります。 


7ウント面 
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• ラック前後のマウント面の間隔が700 mm 〜 760mm の場合 


• ラック前後のマウント面の間隔が日00 mm の場合 

アームブラケットを手順2でラック背 
面のマウント面へ取りがけたコアナツ 
卜にネジ目に本）で國の向きのように 
固をする。 



コアナット 
取りがけ位置 


アーム ブラケット 



コアナット 
取り付け位置 


10 . ケーブルアームのもう一方の端を手順12で取り付けたアームブラケットに取り付ける。 



アームブラケットを手順2でラック背 
面のマウント面へ取り付けたコアナッ 
卜にネジ目に本）で図の向きのように 
固をする。 



ご 

一^ 

'で 


コアナット 
取り付け位置 
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• ラック前後のマウント面の間隔が743〜 760 mm の場合 


アームストツパ / 

アームストッパの巧り巧げ位置 
が突き当たるよラにアームス 
トツパを矢印方向に押しながら 
ネジ止めずる。 


I チェック I 

NEC 社製のラツクへ搭載ずる場合は、 
スライドレールアセンブリにネジじで 
アームストッパを取りがけます。 




図の位置にネジ C (4 本)とワッシャ巨 (4 
個）で固をずる。 



ラック前後のマウント面の間隔が7巨 0 mm または日 00 mm の場含 

図の位置にネジ C (4 本)とワッシャ巨 (4 
個）で固定する（國はラ、ソクの前後マウ 
ント面が900 mm の場合の例）。 



巧 

巧 




















































11. 本装置をいったんラックへ押し込んで取り付け位置を確認ずる。 


IチェックI 


本装置前面の左ち上部の4力巧のネジ巧の位置が、手順2で取り付けたコアナットの位置と一致 
することを磕認してください。4力巧の位置がすべて一致しない場合は、スライドレールアセン 
プリ、またはコアナットの取り付け位置が間違っていることが考えられまず。取り付け位置を 
間違えると化の装置を隙間なく取り付けることができません。取り付け位置を確認してはじめ 
から ザ)り直してください。 


12. 本装置を何度かラックか6引き化したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題がないことを 
磕認ずる。 


13. 電源コードやすべてのインタフエースケーブルを取り付ける。 


，:一四 

ケーブルを取りかける際は、この後の「接続」で説明している注意事項を'必ずお読みになってか 
ら取りがけてください。 


14. ネジ巨 （4 本）とワッシャ A (4 個）で本装置 
をラックに固定する。 



ネジ巨とワ ッシャ A 


1己.フ□ントべゼルを取りかけるり2之ぺージ 
参照)。 

以上で完了でず。 
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取りタル手順 

ラックからの取り化し作業はかず複数をで巧つて < ださい。 



A ミち意 


A \ 

A A 

0 

本装置をををにお使いいただくために次の ミ 主意事項を必ずお守りください。指示 
を守5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありま 
ず。詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• 二人む下で持ち上ばない 

• 指を挟まない 

• 局温 ミ 主意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台の本装置をラックか6引き出した状態にしない 


1. 本装置の電ミ原が OFF になっていることを巧認してから，本装置に接続している電源コードやイン 
タフ エース ケーブルをすべて取り外す。 


己.本装置背面にケーブルアームを固をして 
いるネジ2本を取り外し，ケープルアー 
ムを本装置か6取り外す。 

•L 回 

アームストッパを取り付けている場合 
は、ネジをゆるめてロックを解除しま 
す。 



3. セキュリティ□ックを解除してフ□ントべゼルを取りかす。 



解除 □ック 










































4. 本装置を固定している前面両側のネジ B(4 本)を外す。 


己.八ンドルを持ってゆっくりと静かにラ、ソ 
クから引き化す。 

「カチ、ソ」と音がしてラッチされまず。 

6. 左ちのリリースレバーを押してラッチを 
解除しながらゆっくりとラックから引き 
化す。 

w-oira 

• リリースレパーはドライバなどを 
使って巧してください。指で押ず 
と指を挟んでけがをずるおそれが 
ありまず。 

• 複数をで本装置の底面をまえなが 
5ゆっくりと持ち上げてくださ 
い。 

ラックの機構部おち取り外ず場合は、「取 
り付け手順」を参照して取り外してくださ 
い。 



リリースレバー 
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本装置と周辺装置を接続しまず。 

本装置の前面および背面じは、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されていま 
す。次の國は本装置が標準の状態で接続できる周辺装置とそのコネクタの位置を示します。 
周辺装置を接続してから添付の電源コードを本装置 I こ接続し、電源プラグをコンセントにつ 
なげまず。 





AG 

本装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示 
を守6ないと、人が死こずるまたは重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 m 
ページ降の説明をご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 


A ミち意 

A A 

本装置をを全にお使いいただくために次のミ主意事項を必ずお守りください。指示 
を守6ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありま 
ず。詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• 指定 LU がのコンセントに差し込まない 

• たこを配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定むがの電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り巧けや取り列しをしない 

• 指定 W がのインタフェースケーブルを使用しない 



<前面> 


US 巨インタフェース 
(US 臣 1.1) を持つ装置 
(キーボードな ど） 
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< 背面 > I_I 

コンセントは ACIOOV 平巧二極 
アース付きのものを使用すること 

八ブ(マルチポートリピー女) 



^ 接続しようとしているケーブルを確認してください。 ncM 目コネクタ」および本装置前面の 
立巧]「シリアルポート巳コネク女」は、 LAN コネクなと同じ形状をしていまず。 LAN ケーブルを接 
続しないようま意してください。 
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p-O • 本装置および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか 5 接続してくだをい。 ON のげ態 
のまま接続ずると誤動作や故障の原因となりまず ( USB デバイスを除く）。 

• NECiy 外(サードパーティ）の周辺装置およびインタフェースケープルを接続ずる場合 
は、お買い求めの販売店でそれ6の装置が本装置で使用でをることをあ6かじめ確認し 
てください。ヴードパーティの装置の中には本装置で使用でをないものびありまず。 

• キーボード、マウスはコネクタ部分の 「 A 」 マークを上に向けて差し込んでください。 

• SCSI 装置の SCSI ID は IDO 〜 ID 6 の間で設定してください。 （3 .日インチデパイスベイ 
を搭載しているモデルのみ） 

• 本装置に標準装備のシリアルポートか6専用回線に直接接続ずることはできません。専 
用回線へ接続ずる場含には、必ず回線電気通信事業法で定め6れた認定を受けた端末機 
器か5接続してください。（専用回線とは、特定の利用者に設置される専用の伝送路設 
備およびその付属設備を指しまず。 NTT 等の公衆回線も含まれまず。） 

• 接続した電源コードは電源 ユニッ トに付いている □ッ クスプリングでしっかりと固定し 
てぐださい。 

• ケープルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当た6ないようフォーミングして 
ぐださい。 

• 電源コードは本装置の AC インレッ ト 部分で少したるませる程度に フォー ミングしてく 
ださい。本装置を引き出したときに電源コードが巧けるのを防ぐためでず。 

• 電源コードのプラグ部分び圧迫されないよラにしてください。 


シリアルポートへの接続について 

本装置の前面にある RJ -4 日シリアルポートは、さまざまなシリアルデバイスを接続ずること 
ができまずが、デバイスによってはオプションのシリアルポート変換ケーブルを介して接続 
したりずる必要がありまず。 

オプションの K 410-1 10シリアルポート変換ケーブルには、 「 F 」 のラベルが貼り付けられて 
いるものと、 「 R 」 のラベルが貼り付けられているものの2種類のケーブルがセツトで添付さ 
れていますが 「 F 」 のラベルが貼り付けられているケーブルのみを使用し、 「 R 」 のラベルが貼 
り付けられているケーブルは使用しません。 

本装置のシリアルポート目は本装置の前面と背面それぞれじあり、それぞれ排他的に使用し 
ます。通常、本装置背面のポートが有効になっておりまずが、前面のポートに切り替える場 
合は、オプションの K 410-1 10シリアルケーブル ( F ) を本装置前面のシリアルポート巨コネク 
夕に接続ずれば自動で切り替わりまず。 


機器間の電位差で本装置が故障ずるおそれがありまず。シリアルポートへ接続したケープル 
を巧を差しずるとをは、本装置と接続巧の装置の電源を OFF にし、電源コードを巧いてか 
6巧ってください。 






電源 コードの 接続に ついて 


電源 コー ドを電源ユニツトの AC インレツトじ挿入します。 

接続後、電源ユニットに付いている□、ソクスプリングで電源 コー ドを固をしてください。 


H -0 電源コードを接続したを、 POWER スイッチを巧ずまで30お化 Lb の時間をあけてくださ 
后重貴 い。 




無停電電源装置 ( UPS ) への 接続に ついて 

本装置の電源コードをお停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にあるサービス 
コンセントじ接続します。 

UPS のサービス〕ンセントじは 、 rSWITCH OUT 」 と rUN-SWITCH OUT 」 という2種類の〕 
ンセントがあります （「 OUTPUT 1」、 rOUTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 

<例> 



UN-SWITCH OUT 
(OUTPUT の 


SWITCH OUT 
(OUTPUT 1) 


UPS を制御するアプリケーション汇 SMPRO / UPSController など)か 6 電源の制御をしたい 
場合は 、 SWITCH OUT に電源コードを接続します。 

常時給電させたい場合は、 UN-SWITCH OUT に電源〕ードを接続します (24 時圍稼働させる 
モデムなどはこのコンセントに接続します）。 


本装置の電源〕ードを UPS に接続している場合は、 UPS か6の電源 i 共給と連動（リンク）させ 
るために本装置の团 0 S の設定を変更してください。 

己の S のに erver 」 一 「 AC - LINK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設を 
することができます。詳しくは232ぺージを参照してください。 
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基本的な操作 

本装置の基本的な操作のちまについて説明します。 


フ□ントべゼルの取り付け/取りかし 


本装置の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ(オプション）、 CD - ROM ドライブ、 
3.5 インチデバイス（オプション）を取り扱うとき、八ードディスクドライブやプ□セツサボー 
ド、メモリボードの取り付け/取りかしを斤うときはフ□ントべゼルを取り外します。 

I M -0 フ□ントべゼルは、添付のセキュ U ティキーで□ツクを解除しないと開けることびできませ 
ん。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み，キーを軽く押しなげ6左に回して□ックを 
お陈ずる。 

2. フ□ントぺゼルのち端を軽く持って手前に引<。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライドさせてタブをフレームからかして本装置か6取りかず。 



フ□ントべゼルを取り付けるときは、フ□ントべゼルの左端のタブを本装置のフレームに 
引っかけるようにしながら取り付けまず。取り付けた後はセキュリティのためじもキーで 
□ックしてください。 





































電源の日 N 


本装置の電源は前面じある POWER スイ、ソチを押すと ON の状態になります。 
次の順序で電源を ON にしまず。 

P 日 WER/SLEEP ランプ 



POWER スイ、ソチ 


ディスプレイ装置および本装置に接続している周辺装置の電源を ON にずる。 


■チェック」 


無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置 
の電源が ON になっていることを確認してください。 


吕.本装置前面にある P 0 邮 ER スイッチを押す。 

P 0 机 ER / SLEEP ランプが緑色に点财し、しばらくずるとディスプレイ装置の画面口ま 「 NEC 」 □ゴ 
または POST 画面が表示されまず。 


' AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを f 甲ずまで30お; 1 U 上の時間 
をあけてぐださい。 

• 画面に 「 NEC 」 □ゴもしくは POST 画面が表示されるまでは電源を OFF にしないでくださ 
し、。本装置の構成によって異なりまずが表示まで1一日分程度かかる場合がありまず。 

「 NECjQZf を表示している間、本装置は自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して本装置自身の診 
断しています。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 POST を完了ずると 0 S が 
起動しまず。 


POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示しまず。128ページを参 
照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、本装置の I / O ボード内に記録されている自己診断機能で 
す。 

POST は本装置の電源を ON にすると自動的に実行され、 I / O ボード、メモリボード、プ〇 
セ、ソサ、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の B の S 
セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

本装置の出荷時の設定では POST を実行している聞，ディスプレイ装置には 「 NEC 」 □ゴが表 
示されます。 < Esc > キーを押すと、 POST の実行内容が表示されます。 

jl ; BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を表示させる 

ことができます。 「 BIOS のセットアップ」の rAdvanced (218 ぺージ）」にある 「 Boot-time 
Diagnostic Screen 」 の設をを 「 Enabled 」 に切り替えてください。 

POST の実行内容は常に確認するみ要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 本装置の導入時 
• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON か 60 S の起動の園に何度もビープ音がしたとき 
• ディスプレイ装置になん6かのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次 I こ POST で実行される内容を順を追って説明しまず。 


— "〇 システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any KeyJ とキー入力を要求 
置重弓 ずるメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取り付けた PCI ボードの BIOS が要求し 
ているためのものでず。 PCI ボードに添付されている説明書の巧客を確認してか5何かキー 
を押してぐださい。 

1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始める。 

ディスプレイ装置の画面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージ 
が表示されまず。また、画面下に W 下のメッセージが表示されまず。 


Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 


•L 励 

BIOS セットアップの 「 Advanced」-「Extended RAM Step 」 を出荷時の設定から変更しメモリテス 
卜を実行している場合は、ここで < Space > キーを巧すと、メモリテストをスキップすることが 
できます。 

なお、本装置に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了ずるまでに数分か 
かる塌合もありまず。同様に再起動（リブート）した塌をなど、画面に表示をずるのに約1分程の 
時間がかかる場含がありまず。 
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2. 続いて本装置に内蔵の RAID コント□-ラを横化し 、 MegaRAID Configuration Utility の起動を促 
ずメッセージが表示されるので(そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動的に続け 
る）、表示にあわせてキーを押してください。 


LSI MegaRAID BIOS Version XXX (Build XXX XX XXXX) 
Copyright(c) 2005 LSI Logic Corp. 

HA-X (Bus XX Dev XX) MegaRAID SC 別 320-2E 
Standard FW XXXX DRAM = 256MB (SDRAM) 

Battery module is present on adapter 
Channel-0 ID-14 - - XXX XXXXX 

Channel-1 ID-14 - - XXX XXXXX 

X Logical Drive(s) found on the host adapter. 

X Logical Drive(s) handled by BIOS 

Press <Ctrl> <M> or く Enter> to Run Config Utility 

Or Press <Ctrl> <H> for WebBIOS 


ここでく Ente「> キーを 押すと ユーティリティ が起動し まず。く Ct「l>+ く M> キーでのユーティリティ 
起動は巧わないでください。 

< Ctrl >+< H > キーは押さないで<ださい。万一，誤って押した場合は Web 己 IOS が起動します。 
附 eb 团 0 S 起動後，画面ち上の rCont 「 ol - M 」 をクリックしてください。 

本装置搭載の SCSI 磯器(八ードディスクドライブや 3.5 インチテープデバイス）の接続を変更した 
時などはユーティリティを使用して<ださい。 

ユーティリティを終了すると，本装置は自動的じもう一をはじめか 6 P 0 ST を実行しまず。 

本装置の PCI バスに複数の SCSI コント□-ラボードを搭載しているときは、 PCI ス□、ソト番号の 
PCI #3一 PCI #4一 PCI #5一 PCI 悦一 PCI #9一 PCI #6一 PCI #7一標準 RAID コント□-ラー PCI 
#1 一 PCI #2の順で搭載している ボー ドの SCSI 己の S セッ ト アップユー ティリティの起動 メ、ソセー 
ジを表示します。（詳細やお動の順をは，「搭載巧能ス□ッり （187 ぺージ参照)のヒントを参照し 
て < ださい。） 

3. あ続している SCSI 装置が使用している SCSI ID 番号などを画面に表示ずる。 

4. ディスクアレイコント□-ラなど，一部のオプションボードを搭載すると，当該ボードの团 0 S 
セットアップユーティリティの起動をイ足すメッセージが表示されます。 

超動の仕方じついては，当該オプションボードに添付の説巧書を参照して<ださい。 

オプション ボードの セットアップユー ティリティを起動ずるためじ < Ctrl > キーと化のいずれかの 
キーとを同時に押す場合> 稀にその後キー操作が不正(キーを押しても巧かない，または押した 
キーと異なる動作をする）となります。その場合.もういちど < Ctrl > キーを押すと復旧します。 

已.みにプ□セ’ソサやあ続しているキーボード，マウスなどをお化したことをがらせるメッセージを 
表71^ずる。 
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6. その後、下のメッセージ*を表示ずる。 


パターン1: 


Press <F2> to enter SETUP or <F12> to Network 


パターン 2: 


Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 
または 
パターン 3: 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F12> to Network 


パターン 4: 


Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 


* 本装置のが態によってメッセージの内容は異なります。 

•L 画 

それぞれのキーを入力した場含の動作や起動するユーティリティは政下のようになっています。 
通常では、特に起動する也、要はありません。 

• < Esc > キー 

< Esc > キーを押すと、 POST の終わりで Boot メニ ューを表示します。この メニ ューから起動 
するデバイスを選巧することができます。 


Boot Menu 


1. CD-ROM Drive 

2. +Removable Devices 

3. +Hard Drive 

4. IBAGESIot 0 B 20 V 1222 
日 . IBAGESIot 0 B 21 v 1222 


< Enter Setup > 


• < F 2> キ- 

< F 2> キーを押すと、 B に S セットアップユーティリティを起動します。本装置を使用する環 
境にあった設定に変更するときに起動してくださし、。エラーメッセージを伴った上記のメッ 
セージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを変更する也、要はありません。 
設を方法やパラメータの機能については、207ぺージを参照してください。 

• < F 4> キー 

< F 4> キーを巧すと、保守用パーティシヨンから起動します。保巧用パーティシヨンについ 
ては、317ぺージの「保ず用パーティシヨンの設定」を参照してください。 

• < F 12> キー 

< F 12> キーを押すと、ネットワークブートを実行します。 

• < F 1>キー 

「 Press < F 1 >to resume 」 のメッセージが表示される場合は、 POST 中に何らかの異常を検 
出しています。メッセージの内容やが処方まについては 「 POST 中のエラーメ 'ソセージ」を参 
照してください。エラーメッセージが表示されている場合でも、 < F 1> キーを押下すると起 
動します。 













7. 巨 lOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をずると、 POST が正常に終了 
した褚じ、パスワードを入力ずる画面が表示される。 

パスワードの人力は、3回まで巧えます。3回とも人力を誤ると本装置を起動できなくなりまず。 
この場合は、本装置の電源を OFF (こしてから、約10砂ほど時間をあけて ON (こして本装置を起動 
し直してください。 

In-Oira 

I os をインストールずるまではパスワードを設定しないでください。 

8. POST を終了ずると OS を起動ずる。 


ハ—ドウエア編 
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POST 中のエラー 


POST 中にエラーを核化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示したり、 
ビープ音が鳴ったりします。 


ディスプレイに表示されるエラーメッセージ 

次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処ちまを示します。 

I n-O 保巧ヴービス会社に連結ずるとさはディスプレイの表示をメモしておいてください。エラー 
メッセージの内容はな守を行うときに有用な情報となりまず。 

エラーメッセージー覧のプ□セ、ソサやメモリ、ファンなどのデバイスに関ずるエラーメッ 
セージとデバイスの搭載位置は136ページの図のように対応しています。 

■i 故障しているプロセッサまたはメモリは SETUP ユーティリティからでも巧認できます （216 

ぺージ、219ぺージ参照）。 


ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意巧 

对処方法 

0200 Failure Fixed Disk 

八ードディスクドライブエラー。 

保守サービス会社に連絡して < だ 
さい。 

0210 Stuck Key 

キーボード接続エラー。 

キーボードを臟し直してください。 

0211 Keyboard error 

キーボードエラー。 

• キーボードを接輪し直してく 
ださい。 

• 再起動してください。それで 
も直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

0212 Keyboard Controller 

Failed 

キーボードコント□ーラエラー。 

0213 Keyboard locked - 
Unlock key switch. 

キーボードが□ックされている。 

キースイ、ソチの□ックを爵陈して 
ください。□ックを解除しても直 
らない場合は、保守サービス会社 
じ連絡してください。 

0220 Monitor type does not 

match CMOS - Run 
SETUP 

モニ女のタイプが CMOS と一致しな 
い。 

SETUP を起動してください。 

S 口 UP で直らない場合は保守サ 
ービス会社に連絡して<ださい。 

0230 System RAM Failed at 
offset: 

システム RAM エラー。 

保守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0231 Shadow Ram Failed at 

offset: 

シャドウ RAMIS-。 

0232 Extended RAM Failed at 
address line: 

拡張 RAM エラー。 

0250 System battery is dead - 
Replace and run SETUP 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会社に連絡してバッ 
テリを交換してください。（本装 
置を再起動後、 SETUP を起動し 
て設定し直してください。 

0251 System CMOS checksum 

bad - Default 
configuration used 

システム CMOS のチェックサムか’正し 
<ない。 

デフォルト値が設定されまし 
た。 S 口 UP を起動して、設定し 
直してください。それでも直らな 
い場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

0252 Password checksum bad 

- Passwords cleared 

パスワードのチェックサムが正しくな 
い。 

パスワードがクリアされまし 
た。 SETUP を起動して設定し直 
してください。 






















ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意巧 

対処ち法 

0260 

System timer error 

システムタイマーエラー。 

SETUP を起動して、時刻や日付 
を設定し直してください。設定し 
直しても同じエラーが続けて起き 
るときは保守サービス会せに連絡 
してください。 

0270 

Real time clock error 

リアル女イムク□ックエラー。 

0271 

Check date and time 
setting 

リアルなイムク□ックの時刻設定に誤 
りがある。 

0280 

Previous boot 
incomplete-Default 
configuration used 

前回の起動が正常終了せず、デフォル 
卜值が設定された。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

02B0 

Diskette drive A error 

フ□、ソピーディスクドライブ A の 
ェラー。 

SETUP を起動して、 「Main」 方 
ニューの 「Legacy Floppy A」 、 
「Legacy Floppy 己」を設定し直 
してください。設定し直しても同 
じエラーが続けておきるときは保 
守サービス会社に連祕してくださ 
い。 

02B1 

Diskette drive B error 

フ□ッピーディスクドライブ B の 
ェラー。 

02巨2 

Incorrect Drive A type - 
run SETUP 

フ□、ソピーディスクドライブ A の女イ 
プが正しくない。 

SETUP を起動して、設定し直し 
てください。それでも直らない場 
合は保守サービス会社じ速絡して 

02巨3 

Incorrect Drive B type - 
run SETUP 

フ□ッピーディスクドライブ B のタイ 
プが正しくない。 

ください。 

02D0 

System cache error - 
Cache disabled 

システムキャ、ソシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保 
巧サービス会社に連絡してくださ 
い。 

02D1 

System Memory exceeds 
the CPU's caching limit 

メモリがプ□セッサのキャッシュの限 
巧を超えた。 

な守サービス会な【こ連絡してくだ 
さい。 

02F5 

DMA Test Failed 

DMA テストエラー。 


02F6 

Software NMI Failed 

ソフトウェア NMI エラー。 


02F7 

Fail-safe Timer NMI 

Failed 

フェイル女イマの NMI エラー。 


0己00 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 01 

対応ずる PCI ス□、ントに実装されてい 
るデバイス（ボード）に措載されてい 
る巨10 S の初期化が実巧されなかった。 


0501 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 02 


0己02 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 03 



0己03 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 04 



0504 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 05 



0己05 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 06 



0506 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 07 



0507 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 08 



0己08 

Expansion ROM not 
initialized - PCI Slot 09 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意巧 

对処方法 

0615 

COM 丘 configuration 
changed 

COM 目の構成エラー。 

保守サービス会社に連絡して < だ 
さい。 

0616 

COM B confi 白. error - 
device disabled. 

COM 巨の構成デパイスエラー。 


0617 

Flopppy configuration 
changed 

フ□ツピーディスクドライブの構成エ 
ラー。 


0618 

Floppy config. error - 
device disabled 

フ □、ソ ピーディスクドライブの構成デ 
バイスエラー。 


0619 

Parallel port 
configuration changed 

パラレルポートの構成エラー。 


061 A 

Parallel port config. error 
- device disabled 

パラレルポートの構成デバイス 
ェラー。 


0B00 

Rebooted during BIOS 
boot at Post Code 

巨 I0S ブート中に巧起動した。 


0巨 1B 

PCI System Error on 

Bus/Device/Function 

バス/デパイス/磯能で PCI システムエ 
ラーが発生した。 


0巨 1C 

PCI Parity Error on 
Bus/Device/Function 

パス/デパイス/機能で PCI パリティエ 
ラーが発生した。 


0B28 

Unsupported Processor 
detected on Processor 1 

プ□セツサ#1ソケツトにサポートし 
ていないプ□セツサが括載されてい 

本装置がサポートしているプ〇 
セ、ソサであることを確認してくだ 
さい。確認できない場合は保守サ 
-ビス会せじ連絡して保守をホ頼 
してください。 

0B29 

Unsupported Processor 
detected on Processor 2 

プ□セツサ 冉艺ソケツ トにサポートし 
ていないプ□セツサが提載されてい 

0巨 2A 

Unsupported Processor 
detected on Processor 3 

プ□セツサ#3ソケツトにサポートし 
ていないプ□セツサが搭載されてい 


0B2B 

Unsupported Processor 
detected on Processor 4 

プ□セツサ#4ソケツトにサポートし 
ていないプ□セツサが捂載されてい 


0B30 

Fan 1 Alarm occurred. 

ファンの異常。 

ファンの故障、またはファンの目 
詰まりが考えられます。保守サー 
ビス会なに連絡して保守を巧頼し 
てください。 

0B31 

Fan 2 Alarm occurred. 


0B32 

Fan 3 Alarm occurred. 


0巨33 

Fan 4 Alarm occurred. 



0巨34 

Fan 5 Alarm occurred. 



0B35 

Fan 6 Alarm occurred. 



0B50 

Processor # 1 with error 
taken off ine. 

プ□セツサ#1でエラーを横化したた 
め、プ□セ、ソサ#1を縮退した。 

プ□セツサが縮退しています。保 
守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

0巨日1 

Processor #2 with error 
taken offline. 

プ□セツサ#2でエラーを横化したた 
め、プ□セ、ソサ#2を縮退した。 

0巨52 

Processor #3 with error 
taken offline. 

プ□セツサ#3でエラーを棱化したた 
め、プ□セ、ソサ#3を縮退した。 


0B53 

Processor #4 with error 
taken offline. 

プ□セツサ#4でエラーを棱化したた 
め、プ□セ、ソサ#4を縮退した。 


0巨 5F 

Forced to use Processor 
with error 

プ□セツサエラーを横化した。 

すべてのプ□セ、ソサでエラーを検 
化したため、強制的に起動してい 
ます。保守サービス会せに連絡し 
てくた‘さい。 






























ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意巧 

対処ち法 

0 丘 60 

DIMM だ ro 叩# 1 has 
been disabled. 

メモリエラーを検化した 。 DIMM 

G の up #1 が縮退している。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0 巨 61 

DIMM 白 roup #2 has 
been disabled. 

メモリエラーを横化した 。 DIMM 

Group #2が縮退している。 


0 巨 62 

DIMM group #3 has 
been disabled. 

メモリエラーを檢化した 。 DIMM 

Group #3が縮退している。 


0 巨 63 

DIMM group #4 has 
been disabled. 

メモリエラーを檢化した 。 DIMM 

Group #4が縮退している。 


0B64 

DIMM group #5 has 
been disabled. 

メモリエラーを横化した 。 DIMM 

Group # 己が縮退している。 


0 巨 6 己 

DIMM group #6 has 
been disabled. 

メモリエラーを横化した 。 DIMM 

Group # 目が縮退している。 


0 巨 66 

DIMM group #7 has 
been disabled. 

メモリエラーを檢化した 。 DIMM 

Group #7が縮退している。 


0B67 

DIMM group #8 has 
been disabled. 

メモリエラーを横化した 。 DIMM 

Group #8が縮退している。 


0 巨 70 

The error occurred 
during temperature 
sensor reading. 

温度異常を検出する違中にエラーを横 
化した。 

保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

0 巨 71 

System Temperature out 
of the range. 

温度異常を検出した。 

ファンの故障，またはファンの目 
詰まリが考えられます。保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼し 
て < ださい。 

0 巨 74 

The error occurred 
during voltage sensor 
reading. 

電圧を横化中にエラーがおきた。 

な守サービス会社に連絡して<だ 
さい。 

0B7 己 

System voltage out of the 
range. 

システムの電圧に異常を檢化した。 


0 巨 78 

The error occurred 
during fan sensor 
reading. 

FAN センサの検出中にエラーが起き 
た。 


0 巨 7C 

The error occurred 
during fredundant power 
module confirmation. 

冗長電源を構成している遠中でエラー 
を模化した。 

な守サービス会社に連絡して電源 
ユニ 、ソ トを交換してください。 

0B7D 

The normal operation 
can't be guaranteed with 
use of only one PSU. 

本装置に必要な基本電源構成を满たし 
ていなし、。 

保守サービス会社に連絡して電源 
ユニッ トを増設または交換してく 
ださい。 

0 巨 80 

BMC Memory Test 

Failed. 

巨 MC デバイス(チップ)のエラー。 

一度電源を 0 FR こして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会なに連絡し 

0 巨 81 

BMC Firmware Code 

Area CRC check failed. 


て < ださい。 

0B82 

BMC core hardware 
failure. 



0 丘 83 

BMC IBF or OBF check 
failed. 

目 MC のアドレスへのアクセスじ失敗 
した。 


0B8A 

BMC SEL area full. 

システムイペント□グを書き込める容 
量がない。 


0B8B 

BMC progress check 
timeout. 

目 MC チェックを一時中断した。 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意巧 

対処方法 

0B8C 

BMC command access 
failed. 

己 MC コマンドアクセスに失敗した。 

一度電源を日 FF じして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会なに連絡し 

0 巨 8D 

Could not redirect the 
console - BMC Busy - 

コンソールリダイレクトびできない 
(巨 MC ビジー）。 

てください。 

0 巨 8E 

Could not redirect the 
console - BMC Error - 

コンソールリダイレクトができない 
(巨 MC エラー)。 


0 巨 8F 

Could not redirect the 
console - BMC 

Parameter Error - 

コンソールリダイレクトびできない 
(巨 MC パラメータエラー)。 


0 巨 90 

BMC Platform 

Information Area 
corrupted. 

不正な Platform Information Area を樣 
化した。 


0B91 

BMC update firmware 
corrupted. 

巨 MC デパイス(チップにラー。 


0 巨 92 

Internal Use Area of 

BMC FRU corrupted. 

Chassis 情報を格納した SR0M の故 
障。 

FRU コマンド、およひ H/IP 磯能 W 外 
は使用できます。致命的な障害では 
ありませんが、一度電源を OFF じ 
して、起動し直してください。それ 
でも直らない場合は1呆守サービス会 
社に連絡してくださし、。 

0 巨 93 

BMC SDR Repository 
empty. 

巨 MC デバイス(チップ:)エラー。 

一度電源を OFF にして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会せに連絡し 
てください。 

0B94 

IPMB signal lines do not 
respond. 

SMC (Sattelite Management 
Controller) の故障。 

IPM 目經由での SMC へのアクセス 
機能と>(がは使用できます。致命的 
な障害ではありませんが、一度雲 
源を OFF にして、起動し直してく 
ださい。それでち直らない場合は 
保守サービス会社に連絡して < だ 
さぃ。 

0B95 

BMC FRU device failure. 

Chassis 情報を格納した SR0M の故 
障。 

FRU コマンド、およ沉 MP 機目以外 
は使巧できます。致命的な障害では 
ありませんが、一度電源を OFF に 
して、起動し直してください。それ 
でも直らない場合は保守サービス会 
社に連絡してください。 

0B96 

BMC SDR Repository 
failure. 

センサデータレコード情報を格納し 
た SR0M の故障。 

一度電源を OFF じして、起動し直 
してください。それでも直らない 
場合は保守サービス会なに連絡し 

0B97 

BMC SEL device failure. 

巨 MC デパイス(チップ)の故障。 

てください。 

0B98 

BMC RAM test error. 

BMC RAM のエラー。 


0B99 

BMC Fatal hardware 

error. 

目 MC のエラー。 


0B9A 

BMC not responding. 

目 MC のエラー。 


0B9 巨 

Private I2C bus not 
responding. 

プライペートに C パスより無応答。 


0B9C 

BMC internal exception. 

巨 MC のエラー。 


0B9D 

BMC A/D timeout error. 

目 MC のエラー。 


0B9E 

SDR repository corrupt. 

己 MC のエラーまたは SDR のデー女の 
破損。 


0B9F 

SEL corrupt. 

目 MC のエラーまたはシステムイベン 
卜□グのデー女の破損。 



























ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意巧 

対処ち法 

OBBO 

SMBIOS - SROM data 
read error. 

SROM のデー女リードエラー。 

保守サービス会社に連絡して<ださ 
い。 

腿巨1 

SMBIOS - SROM data 
checksum bad. 

SROM のデータェツクサムエラー。 


OBCO 

POST detected startup 
failure of 1st Processor. 

プ□セ、ソサ#1のエラー。 

保守サービス会社に連絡して該当す 
るプ□セツサをを換ください。 

0BC1 

POST detected startup 
failure of 2nd Processor. 

プ□セ、ソサ#2のエラー。 


0BC2 

POST detected startup 
failure of 3nd Processor. 

プ□セツサ#3のエラー。 


0BC3 

POST detected startup 
failure of 4th Processor. 

プ□セツサ#4のエラー。 


8120 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#1. 

本装置でサポートしていない DIMM を棱 
化した。 

保守サービス会社に連絡して詰当す 
るグループの DIMM に枫を交換し 
てください。 

8121 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#2. 



8122 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#3. 



8123 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#4. 



8124 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#5. 



8125 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#6. 



8126 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#7. 



8127 

Unsupported DIMM 
detected in DIMM group 
#8. 
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意巧 

対処方法 

8130 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#1. 

DIMM の種類が一致していない。 

DIMM に貼りがけられているラペル 
を見て、グループごとに同じ種類 
の DIMM が取り付けられていること 
を確認してください。異なっている 

8131 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#2. 


塌合は、保守サービス会なに連絡し 
て DIMM をを換してください。 

8132 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#3. 



8133 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#4. 



8134 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
# 己. 



8135 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#6. 



8136 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#7. 



8137 

Mismatch DIMM Type 
detected in DIMM group 
#8. 



8140 

DIMM group # 1 with error 
is enabled. 

メッセージにあるグループでエラーを 
起こした DIMM を横化した。 

保守サービス会なじ連絡して該当す 
るグループの DIMM(2 粉を交換し 
てください。 

8141 

DIMM group #2 with error 
is enabled. 


8142 

DIMM group #3 with error 
is enabled. 



8143 

DIMM group #4 with error 
is enabled. 



8144 

DIMM group #5 with error 
is enabled. 



8145 

DIMM group #6 with error 
is enabled. 



8146 

DIMM group #7 with error 
is enabled. 



8147 

DIMM group #8 with error 
is enabled. 



8150 

NVRAM Cleared By 
Jumper. 

ジャンパ設定によリ NVRAM をクリアし 
た。 

電源 OFF 媛、ジャンパの設定を元に 
戻してください。 

8151 

Password Cleared By 
Jumper 

ジャンパ設定によりパスワードをクリ 
アした。 

























ディスプレイ上のエラーメッセージ 

意 巧 

巧処ち法 

8160 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 1. 

プ□セ、ソサ# 1 の周波数が合っていな 
い。 

プ□セ、ソサの周波数を確認してくだ 
さい。確認できない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

8161 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 2. 

プ□セ、ソサ#2の周波数が合っていな 
い。 


8162 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 3. 

プ□セ、ソサ#3の周波数が合っていな 
い。 


8163 

Mismatch Processor 

Speed detected on 
Processor 4. 

プ□セ、ソサ#4の周波数が合っていな 
い。 


8170 

Processor 1 not operating 
at intended frequency 

プ□セ、ソサ#1が期待する周波数で動作 
しない。 

プ□セ、ソサの周波数を確認してくだ 
さい。確認できない場合は保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

8171 

Processor 2 not operating 
at intended frequency 

プ□セ、ソサ#2が期待する周波数で動作 
しない。 

8172 

Processor 3 not operating 
at intended frequency 

プ□セ、ソサ#3が期待する周波数で動作 
しない。 


8173 

Processor 4 not operating 
at intended frequency 

プ□セッサ#4が期待する周波数で動作 
しない。 


817F 

All Processor not 
operating at intended 
frequency 

ずべてのプ□セ、ソサが期待する周波数 
で動作しない。 


8200 

Online Spare Memory was 
not ready. 

オンラインスペア^モリ微能が Enable 
のときに、搭載された DIMM の Type が 
同じではない。 

保守サービス会社に連絡してくた’さ 
い。 

8201 

Mirroring Memory was not 
ready. 

メモリミラーリング微能が有劾になっ 
ているときじ DIMM group #1と#3に搭 
載された DIMM のタイプが合っていな 
い。または DIMM group 松に搭載され 
ている。 

保守サービス会社に連絡して < ださ 
い。 

8202 

Memory RAID was not 
ready 

目に S SETUP でこの磯能が 、 Enabled 
になっていた場合 、 Memory RAID を構 
築ずるためのメモリの実装条件を满た 
していない場合に表示される。 

また、目 10 S S 口 UP の memory error 
Policy に連携ずる。 

全 P (モリの容量と Type 、 またメモ 
リの実装構成が適切であるかを確認 
する。 

8300 

Secondaiy BIOS is 
corrupted 

システム運用中に障害が発生し、プラ 
イマリ BIOS とセカンダリ己に S が切り替 
わった。または、 BIOS アップデート時 
に障害が発生した。 （ 「システム目10 S の 
二重化」巧ぺージ)参照） 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 



その他の POST エラー 

次のエラーはディスプレイに表示されませんが、システムイベント□グに登録されます。 


エラーコード 

意味 

対処ち法 

8301 

システム目 I 0 S 起動の初期段階旧 00 tbiock Task ) にて、 

目 I 0 S チェックサムエラーを横化した。このエラーにより 
システム巨 I 0 S はセカンダリ BIOS に切り替わった。 

C r システム BIOS の二重化」 （7 ぺージ）参照） 

保守サービス会社に連絡してください。 


13已 
























フアンのエラーメッセージに巧応ずるフアンの取り付け位置 



プ□セツサのエラーメッセージに巧応ずるプ□セツヴの取り付け位置 



プロセッサ#1 プ□セ、ソサ#2 プ□セ、ソサ#4 プ□セ、ソサ#3 

























































































































• メモリのエラーメツセージに巧応ずるメモリの取り付け位置 




メモ U ボードス□ツト #1 

メモリポードス□ツト #2 

メモ U ボードス□ツト #3 

メモ U ポードス□ツト冉 4 

① 

DIMM ス□ット #1 

DIMM 白 ROUP #1 

DIMM ス □'ソ h#1 

DIMM GROUP #3 

DIMM ス □'ソ h#1 

DIMM 白 ROUP #日 

DIMM ス □'ソ h#1 

DIMM GROUP #7 

③ 

DIMM ス □ ット #2 

DIMM ス □'ソ h#2 

DIMM ス □ッ h#2 

DIMM ス □ ット #2 

渾 

DIMM ス □ ット #3 

DIMM GROUP #2 

DIMM ス□ッ h#3 

DIMM GROUP #4 

DIMM ス □'ソ h#3 

DIMM 白 ROUP 牠 

DIMM ス □'ソ h#3 

DIMM GROUP #8 

渾 

DIMM ス □ ット #4 

DIMM ス□ッ h#4 

DIMM ス□ッ h#4 

DIMM ス □'ソ h#4 
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ビープ音によるエラー通知 

POST 中にエラーをお化しても，ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できな 
い場合がありまず。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通がします。エ 
ラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通巧します。たとえば、ビープ音 
が1回、連続して3回、1回、3回の組み合わせで鳴った（ビープコード：1-3-1-3)ときはキー 
ボードコント□ーラエラーが起きたことを示しまず。 

次にビープコードとその意巧、対処ちまを示しまず。 


ビープコード 

意 味 

対処ち法 

1-2 

Video 巨 IOS 初期化エラー 

ディスプレイ装置になにも表示されな 
い場合は、ディスプレイのコネクタの 
取りがけ状態を確認してください。間 
題が辭決されない場合は、保守サーピ 
ス会せに連絡して、 I/O ボードを交撰し 
てくた’さい。 

増設した PCI ボードのオプション ROM 
の展開が表示されない場合は、 PCI ボ 
-ドの取り付け状態を磕認してくださ 
し、間題が解まされない場合は、保守 
サービス会社に連絡して、 I/O ボード、 
増設した PCI ボードをを鹽して<ださ 
い。 

1-2 

ォプション ROM 初期化エラー 

1-3-1-3 

キーボードコント□-ラエラー 

キーボードを接続し直して<ださい。 

間題が爵まされない場合は、保守サー 
ビス会社に連祕して、1/日ボードを交 
撰して < ださい。 

1-3-3-1 

メモリを横化できない。あるい 
は、 DIMM ボードの女イプが異なる 

DIMM および;^モリボードの取り付け 
状態を確認してください。間題び解ず 
されない場合は、保守サービス会社に 
連絡して、 DIMM またはメモリボードを 
刻輿してくた’さい。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1-3-4-3 

DRAM テスト Low 巨 yte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High 巨 yte エラー 

1- 日- 1-1 

プ□セ、ソサが起動できなかった 

プ□セ、ソサの取り付け状態を確認して 
ください。間題が解ずされない場合 
は、保守サービス会社に連總して、プ 
□セ、ソサまたはプ□セ、ソサボードを交 
撰して < ださい。 

1-5-2-2 

プ□セ、ソサが搭載されていない 

1- 日- 2-3 

種類、電圧が異なるプ□セ、ソサの混 
在エラー 

増設したプ□セ、ソサがサポート対象□ち 
であることを確認してください。問題 
がなければ、プ□セ、ソサが正しく取り 
巧け5れていることを確認してくださ 
し、それでも間題が解ミ夫されない場台 
は、保守サービス尝社に連絡して、プ 
□セ、ソサまたはプ□セ、ソサボードを交 
撰して < ださい。 

1- 日- 4-4 

電圧異常 

内部のボードの故障が考え6れます。 
保守サービス尝社に連絡して故障した 
ボードの特定と交撰を依賴してくださ 
い。 

2-2-3-1 

不正割り込みテストエラー 

保守サービス会社に連絡して I/O ボード 
を交撰してください。 


ピープコード「1-5-4-2」は停電や瞬断などにより AC 電源の供を合が遮断され、システムの再 
起動が斤われたことを通巧するものです。異常ではありません。 






















電源の日 FF 


次の順唐で電源を OFFl こします。本装置の電源〕ードを UPS に接続している場合は、 UPS 1 こ 
添がのマニュアルを参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションのマニュアルを参照 
してください。 

1 . 0 S のシャットダウンをずる。 

2. 本装置前面(こある POWER スイッチを押ず。 

P 0 附 ER / SLEEP ランプが消なします。 

3. 周辺装置の電源を OFF (こずる。 


省電カモードの起動 


本装置は ACPI モードに対応していまず。 SLEEP スイッチで本装置の電力をほとんど使用し 
ない状態（スタンバイ状態） I こずることができます。 

SLEEP スイッチは 、 Windows Server 2003 /Windows 2000を使用しているときに ACPI モー 
ドにが応したオペレーティングシステムで機能します。 


前面にある SLEEP スイ、ソチを押すとスクンバイ状態になります ( POWER / SLEEP ランプが点 
滅します)。スタンバイ状態になってもメモリの内容节それまでの作業の状態は保持されて 
います。 SLEEP スイッチを押すとスタンパイ状態は解除されまず。 


POWER/SLEEP ランプ 



省電カモードへの移巧または省電カモードからの復帰方まについては 、 Windows Server 
1 ^ 3 ^ 2003 /Windows 2000の設をによって異なります。また、省電カモード中の動作レベルは、 

Windows Server 2003 /Windows 2000の設をに化をします。 

I P-0 省電カモードへの移行または省電カモード中にシステム構成を変更しないでください。省電 

カモードか5復帰ずる際に元の状態に復帰でをない場合がありまず。 
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フ□ッピーディスクドライブ(オプション) 


本装置にてフ□，ソピーディスクドライブを使用ずる場合には、オプションの N 8460 -002 
USB FDD UNIT を本装置の USB コネクタに接続してください。 

本装置では 3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （ 1 .44 M バイト）と 2 DD フ□、ソピーディスク 
(720 K バイト）を使用することができます。 

フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本装置の電源が ON 
(POWER ランプ点な）になつていることを痛認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□ッピーディスクドライブのイジェクトボタンがかし飛び化します。 

^ •1.2 M バイトフォーマットのディスクは使用できません。 

\ h 22 i • フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると，ディスクの内容を読め 

ないことを巧6せるメッセージやフォーマットを要求ずるメッセージが表示されまず。 
OS に添がのマニュアルを参照してフ□、ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□ッピーディスクをセットした後に本装置の電源を ON にしたり，再起動したりずる 
とフ□'ソピーディスクから起動しまず。フ□、ソピーディスク巧にシステムがないと起動 
できません。 

イジェクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
6取り化せます。 

フ□ッピーディスクアクセスランプがミ肖なしていることを巧話してか6フ□ッピーディスク 
を取り化して<ださい。アクセスランプが点灯中に取り化すとデータが巧壊されるおそれが 
あ y まず。 
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フ□ッピーディスクの取り扱い 

フ□、ソピーディスクは、データを保をずる大切なものでず。またその構造は非常にデリケー 

卜にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿人してください。 

• ラベルは正しい位置に目占り付けてください。 

• 銘筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりのをいところでは使用しないでください。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体のお< や薬品のお< には置かないで< ださい。 

• 磁石など磁気を帯びたわのをおづけないでください。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないで<ださい。 

• 磁気やほこりから保畫できる専用の収納ケースに保管してください。 

• フ□、ソピーディスクは、保をしている内容を誤って消 
すことのないようにライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようになっています。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは，読み化しはできまず 
が、ディスクのフォー マッ トやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの人っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時じ(外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勧めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは，ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで巧います。 

• フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体でず。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがありまず。また、オペレータの操作ミスや本装置自身の巧障な 
どによってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大 
切なデータはを期的にバックアップをとっておくことをお勃めします。（本装置に添付さ 
れているフ□、ソピーディスクはあずバックアップをとってください。） 
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CD - ROM ドライブ 


本装置前励こ CD - ROM ドライブがありまず。 CD - ROM ドライブは CD - ROM (読み化し専用の 
コンパクトディスク）のデータを読むための装置でず。 CD - ROM はフ□、ソピーディスクと比 
較して、大量のデータを高速 I こ読み化ずことができまず。 



A ま意 



1本装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示 
を守!5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありま 
ず。詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

1 • CD-ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD - ROM のセツト/取り出し 

CD - ROM は次の手順でセツトしまず。 


1. CD - ROM を CD - ROM ドライブにセツトずる前に本装置の電源が ON ( PO 机 ER / SLEEP ランプが緑 
色に点な）じなっていることを磕認ずる。 


2. CD - ROM ドライブ前面の CD トレーイ 
ジェクトボクンを押ず。 

トレーが化てきまず。 

3. CD - ROM の信号面をトレーじ向けて持 

つ。 


4. ち図のようじトレーの中ムじある驅動軸 
部分(こ CD - ROM の巧がはまるように指で 
押して、トレーじセットずる。 



馳動軸部分 



己. 


トレーの前面を軽く押して元に戻す。 



CD-ROM のセット後、 CD-ROM ドラ 
イプの駆動音び大きく聞こえるときは 
CD-ROM をセツトし直してください。 
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CD - ROM の取り化しは， CD - ROM をセツトするときと同 
じように CD トレーイジエクトボタンを押してトレーを化 
しまず。 

アクセスランプがオレンジ色に点灯しているときは CD - 
ROM にアクセスしていることを示します。 CD トレーイ 
ジェクトボタンを押す前にアクセスランプがオレンジ色じ 
点なしていないことを植認してください。 



トレーの中怎 、にある 駆動軸部分を押さえながら CD-ROM 
の端を整くつまみ上げるようにしてトレーか6取り化しま 
す。 CD - ROM を取り化したらトレーを元に戻してくださ 
い。 


取り出せな<なつたとさの方法 

CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM が本装置から取り化せない場合は、次の手 
順に従つて CD - ROM を取り化しまず。 

1. P 0 机 ER スイッチを押して本装置の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消财）にする。 


2 . 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリ、ソプを引き伸ばし 
て代用できる）を CD - ROM 前面下側にあ 
る強制イジェクトホールに差し込んで、 
トレーが化てくるまでゆっくりと押す。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れ 
やずいものを使巧しないでくださ 
い。 

• 上記の手順を巧っても CD-ROM が 
取り出せない場合は、保守サービ 
ス会社に連絡してください。 


3. トレーを持って引き化ず。 

4. CD - ROM を取り化ず。 

已.トレーを押して元に戻す。 


イジェクトホール 



八—ドウエア編 
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CD-ROM ①取り扱いについて 

本装置にセットする CD - ROM は次の点にを意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しないロピーガード付き CD 」 などのディスクじつきましては、 CD 再生機 
器における再生の保証はいたしかねます。 

• CD - ROM を落とさないでください。 

• CD - ROM の上にものを置いたり、巧げたりしないでください。 

• CD - ROM にラベルなどを目占らないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）じ手を触れないでください。 

• で字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、範筆やボールペンで文字などを直接 CD - ROM に書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

•直助曰化の当たる場所や暖房器具のお< など温度の高< なる場所には置かないで< ださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔6かい巧で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 



オプションの取り付け 


オプションデバイスの取り付け方法および注意事項じついて記載していまず。 


M -0 • ここで示ず取り付け/取りがしはお客様ご自身でも行えまずが、この場合の本装置およ 

胃穿 び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねまずのでご了承 

ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守ヴービス会社の保守員に 
取り付け/取りがしを行わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指定ずる部品を使用してください。指定 1 U がの部 
品を取り付けた結果起きた本装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料とな 
りまず。 j \ 

• 八ードウエア構成を変更した場合も、必ずシステムをアップデートしてください (49 I 

ページまたは74ページを参照)。 

X 

ア 


安を上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け-取り外しをするために次のを意事項ををず守ってくだ 
さい。 





AA 

本装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。指示 
を守5ないと、人が死こずる、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 
iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - ROM ドライプの巧部をのぞかない 

• リチウムパッテリやニッケル水素バッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



/M ま意 


AA 

版& 

を 

本装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。指示 
を守6ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありま 
ず。詳しくは、 Ni ページ W 降の説明をご覧ください。 

• 二人 ly 下で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を巧まない 

• 局温ま意 
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静電気対策について 


本装置内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されていまず。取り付け'取り外しの際は 
静電気による製品の巧障に十分を意して<ださい。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接巧ストラップを手首に巻き付けて<ださい。手に入6ない場合は部品を触る前 
に本装置の塗装されていない金属フレームに触れて身体に蓄積された静電気を放電しま 
す。 

また> 作業中はを期的に金属フレームに触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を巧う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を巧ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着を 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を巧わないでください。 

一静電気防止都を履いて作業を巧ってください。 

一取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)をかして<ださい。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいて<ださい。 
一を部品の端子や実装部品に触れないよう取り扱って<ださい。 

一部品を保管'運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 


取り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をしまず。 

1. 0 S のシャットダウン処理を行う。 

2. P 0 机 ER スイッチを押して本装置の電源を OFF ( POVVER/SLEEP ランプ消な）にずる。 

3. 本装置の電源コードをコンセントか6抜く。 

本装置背面の電源ユニットにある AC スタンバイランプが消财します。 

4. 本装置背面に接続しているケーブルをすべて取り外ず。 

己.本装置の前後左右および上部(こ1〜 2 m のスペースを確保する。 

^ オプションの取り付け/取り外しは必ず電源コードをコンセントか6抜いてから巧ってくだ 

[71；^ さい。電源コードを接続したまま内部のケーブルを外すと、電源 ON 時に STATUS ランプが 
アンバー色に点财します。一度電源コードを抜き差しして再起動させてください。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

3.已インチ八ードディスクドライブ 

本装置の前面にある 3.5 インチディスクベイには、已つのス□ットが用意されています 。ハー 
ドディスクドライブは取り付けられていません旧 TO 江場組み込み化徹を除く）。別途購入 
してください。 

H-O • NE 巳で指定していない A - ドディスクドライブを使用しないでください。ヴードパー 
ティの A - ドディスクドライブなどを取り付けると、八ードディスクドライブだけでな 
く本装置び故障ずるおそれびありまず。巧に示ずモデルをお買いホめください。 

- N 8150-162(36.3 GB 、 10,000 rpm . Ultra 3 吕 0) 

- N 8150-163(73.2 GB 、 1 O . OOOrpm 、 Ultra 32 0) 

- N 8150-165(36.3 GB 、1 已 ,000 rpm 、 Ultra 3 吕 0) 

- N 8150-171 (14已'已6己、10,000 rpm 、 Ultra 320) 

- N 8150-172(73.2 GB 、1 已 . OOOrpm 、 Ultra 32 0) 

- N 8150-192(300 GB 、 10,000 rpm 、 Ultra 320) 

- N 8150-193(146'5 GB 、1 已 . OOOrpm 、 Ultra 3 吕 0) 

• ディスクアレイコント□-ラびサボートずる RAID レベルは、使用ずるディスクアレイ 
コント□-ラによって異なりまず。 

-オンポード RAID を使用ずる場合 

RAIDO . l ぶの各レベルおよび、 RAID 1 のスバンをサボートしまず （ r ディスクアレ 
イコンフィグレーション」に39ぺージ参照））。 

-オプションのディスクアレイコント□-ラを使巧ずる場合 

ディスクアレイコント□-ラに添付の説明書を参照してください ( BT 0 (工場組み込 
み出荷)で購入した場合は、本装置に添付されていまず)。 

己つのス□、ソトには約 25.4 mm (1 インチ)厚の八ードディスクドライブを取り付けることがで 
きまず 。 SCSI ID はじ(下の図の値に固をで設定されています。 



八—ドウエア編 
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化荷時の構成では、 3. 5インチディスクベイのケーブルが I / O ボード上の SCSI コネクタ 
rscsi -1」 と rscsi - HDD 」 の圍じ接続されていまず。 

増設する八ードディスクドライブは同一の NEC 型番のちのを使用して<ださい。 

3.5 インチディスクベイの空きス□、ソトにはダミーブ□ックが取り付けられています。これ 
は本装置巧部のち巧効果を高めるためのものです。八ードディスクドライブを搭載していな 
いス□、ソトにはダミーブ□ックを取り付けてください。 

I M -0 ダミーブ□ックは、本装置の専巧品を使用してください。 


取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。その他のス□、ソトへの取り付けも 
同様の手順で行えまず。 


ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取りかしを行うこ 
1-^ とができます。本装置をラックから引き出す必、要はありません。 

また RAID 1 または RAID 5 のディスクアレイ構成では本装置の電源が ON のままでも行えま 
す。 

I 謂" 〇 ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成ずる八ードディスクドライブは同 
—の NEC 型番のものを使用してくだをい。 

1. 146ページを参照して準備をずる（ディスクアレイ構成時を除く）。 

吕. セキュリティキーでフ□ントぺゼルの□ックを解隙して、フ□ントべゼルを取り外ず。 

3. 八ードディスクドライブを取り付けるス□、ソトを確認ずる。 

ス□ットは5つありまず。また、 SCSI ID はス□ットの位置で決まっています。 

4. ダミープ□ックを取り外ず。 

w-oira 

ダミーブ□ックは大切に保管しておい 
て < ださい。 
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目.増設ずる八ードディスクドライブと八ン 
ドルをしっかりと持ってス□、ソトへ挿入 
ずる。 



• 八ンドルのフックがフレームに当 
たるまで巧し込んでください。 

• 八ードディスクドライブは落とし 
たり、振動や衝撃をちえたりしな 
いよラにしっかりとていねいに 
持ってください。 

7. 八ンドルをゆっくりと開じる。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされまず。 



八ンドルとトレーに指を巧まないよう 
にを意してください。 


II 

八ンドルのフックがフレームに引っ掛 
II かっていることをお認してください。 


狂手順2で取りかしたフ□ントべゼルを取りがける。 














取り外し 


次に示す手順で八ードディスクドライプを取り外します。八ードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合は、空いているス□、ソトにダミーブ□ックを取り付けてくだ 
さい。 


1. システムを終了し， POWER スイ、ソチを押して電源を OFF じする。 




^ ハー ドディスクドライブが故障したためじディスクを取りかず場合は，八ードディスクドラ 
イプの D に K ランプがアンバー色に点灯しているス□、ソトをあらかじめお認してください。 


































































ディスクアレイ構成の場合，巧障した八ードディスクドライブの交換後，交をしたおしい 
ディスクに交換前までの情報を記録することじより、故障を起こずじ(前の状態に戻すことの 
できるオートリビルド機能を使用することができます。オートリビルド機能は、 RAID レべ 
ルによって有効/お効となる場合があります。 

オートリビルドは、故障した八ードディスクドライブをホ、ソトスワップ履源 ON の状態での 
ディスクの巧あ）するだけで自動的に行われます。オートリビルドを巧っている園、八ード 
ディスクドライブにある DISK ランプが緑をとアンバー色に巧互に点巧して才ートリビルド 
を巧っていることを示しまず。 

M-O 才ートリビルドに失敗ずると、八ードディスクドライプにある D 旧 K ランプびアンバー色に 
巨^ 点灯しまず。らう一度ディスクの取り列し/取り付けを行って才ート U ビルドを実行してく 
ださい（ディスクアレイ監視ユーティ U ティをインストールしている場合は、ユーティ U 
ティか5確認してみてください）。 

オートリビルドを行うときは，次のを意をずって<ださい。 

• 八ードディスクドライブが巧障してから、オートリビルドを終了するまで本装置の電源 
を OFF にしないでください。 

• 八ードディスクドライブの取りタトし/取り付けは、90秒と J 上の闇隔をあけて斤ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブがある場合は、ディスクの交換を巧わないで 
ください（リビルド中は八ードディスクドライブにある asK ランプが緑色とアンバーを 
じ交互に点なしています）。 


八—ドウエア編 
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電源ユニット 

電源 ユニッ トを増設して，3台の電源 ユニッ トで動作させていると、万一電源 ユニッ ト （1 台) 
がが障してもシステムを停止することなく運用することができまず（冗長機能）。 

また更に1台の電源 ユニッ トを追出し合計4台の電源 ユニッ トを使用した場合，電源 ユニット 
2台ごとに AC 電源供給ラインを分けることにより，万一 AC 電源供給ラインの一方が故障し 
ても、システムを停止ずることなく運用することができます ( AC 冗長機能)。 

• 電源ユニットが2台で稼動中のところにもう1台追出ずると、 0 S のシステムイベント□グ 
に r 電源回復」を示す□グとともに、「電源縮退」を示す□グが表示されることがありま 
す。これは冗長構成ではあるが最大構成ではないことを意巧します。 

• 電源コードを接統後、すぐにその電源ユニットか6電源コードを取り外すと、 0 S のイべ 
ント□グには r 電源回復」を示す□グのみが表示され、「電源縮退」の□グは表示されない 
場合がありまず。 


取り付け 


次の手順に従って電源 ユニット を取り付けまず。 


1 . 146ページを参照して準備をする。 


2 . ネジを1本外し、ブランクカバーを取り外す。 



取り外したブランクカバーは大切に保管しておいてくださし、。 



3. 電源ユニットを差し込む。 

w-oira 

電源ユニットはまっすぐに差し込んで 
ください。差し込んでいる途中でなな 
めにしたり、上下左ちに力を加えたり 
ずると、電源ユニットと内部の接続コ 
ネクタを破損ずるおそれがありまず。 

奧まで磕実に差し込まれていることを 
磕認してください。 
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4. AC インレットに電源コードを接続ずる。 

標準で添付されていたものと増設した電源 ユニッ トに添がされていた コー ドを使いまず。 

p-Ol^ 

増設用電源ス□ットにはブランクカバーが取り付け5れていまず。取りがしたブランクカバー 
は大切に保管しておいて<ださい。 



已.本装置の電源を ON にずる。 

各電源ユニットの POWER ランプが点财します。 

目. STATUS ランプや POST で電源ユニットに関するエラー表示がないことを磕認する。 

エラー表示の詳細じついては128ページを参照してください。 

また、電源ユニットの POWER ランプが消财している塌合は、もう一度電源ユニットを取り付け 
直してください。ぞ"れでも同じ表示が化たときは保守サービス会社に連絡してください。 
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故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


I n-O 正常に動作している 電源 ユニットを取り列さないでください。 

■: 本裝置に3台または4台の電源 ュニッ トが取り付けられていて、その内の2台が正常に動作属 
1^^ 源 ユニッ トの POWER ランプ点灯）している場合は、システム極働中（電源 ON のが態）でも故 
' ' 障した電源 ュニッ トを交換できます（次の手順2をとばしてくださし、）。 

1. 背面じある電源 ユニッ トの POWER ランプの表示で故障している電源 ユニッ トを確認ずる。 

P 0 机 ER ランプが消なしている電源ユニットが故障しています。 

2. システムを終了し、 POWER スイッチを押して電源を OFF じずる。 

3. 電源コードを取り外す。 

4. 電源ユニットの□ックタブを押さえながら、八ンドルを持ってゆっくりと手前に引き取り外す。 

電源ユニットはまっずぐに引き出してください。引き出ず送中でななめにしたり、上下左ちに 
力を加えたりずると、電源ユニットと内部の接続コネクタを破損ずるおそれがありまず。 




5. 電源ユニットを交換せず2台の電源ユニットで運用する場合は、「取り付け」の手順2で取り外した 
ブランクカパーを取り付ける。 

本装置巧部のを却効果を保持ずるためにも電源 ユニッ トを取り付けていないス □ッ トにはブラ 
ンク カバーを 取り付けてください。 

6 . 「取り付け」の手順3〜6の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の確認をする。 

•L 画 

3台または4台の電源 ュニッ トで動作していた本装置の電源 ュニッ トを電源 ON のまま交換したと 
きは、電ミ原 ユニッ トの POWER ランプが点灯します（運用を停止している間に交換したときは電 
源コードを接続し、電源を ON にすると点なします）。 





















メモ u ボード 


メモリ （ DIMM ) を増設または巧撰ずるときに^モリボードを取り外します。本装置は標準で 
1枚のメモリボードを搭載しておりまず。本装置は標準のメモリボードを含め最大4枚まで増 
設可能です。このことにより、システムとして最大 32 G 巨のメモリを搭載ずることが可能と 
な U ます。 

故障した DIMM やメモリボードを交換ずる場合、メモリがあらかじめ冗長構成に設定されて 
いれば、メモリボードはホ、ソトスワップ(電源 ON の状態での交換)で巧撰ずることができま 
ず。（六モリボードのホットスワップの手順については、この後の DIMM のメモリホ、ソトプラ 
グ機能1およびメモリホ、ソトプラグ機能2を参照してください。） 



メモリボードス□ツト#1 
(標準装備のメモリボードが 
措載されている） 


メモリボードス□、ソ ト#2 
(オプションのメモリボード 
を増設する） 


メモリボードス□ツト#4 
(オプションのメモリボード 
を増設する） 


メモリボードス□、ソト#3 
(オプションのメモリボード 
を増設する） 


メモリポードはス□、ソト#1 一#2^#3一#4の順に増設します。 


取り外し 

次の手順に従ってメモリボードを取り外しまず。 


ir-O • メモリボードは大変静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに触れて 
身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってくださしまた、ボードの端子部分や 
部品を素手で邮ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関 
ずる説明は14目ぺージで詳しく説明していまず。 

• メモリボード通電中はとても熱くなりまずので、取り列しの際には電源をオフした後、 
数分待ってか5行ってください。 


1. 14目ページを参照して準備をずる。 

2. セキュリティキーでフ□ントべゼルの□ックを解除して、フ□ントぺゼルを取り化す。 
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3. ネジ 2 本をかし、本装置前面のメモリス□ットカバーを取り外す。 



4. □ックを解除しイジェクタを開く 



メモリボードは通電中とても熱くなっていまず。 

電源をオフした後、数分待ってか5引き巧いてください。 

特にホットプラグの場合には、□ック解除(メモリボード POWER ランプび消口ずる）によりメ 
モリボードの電源がオフされまずので、この状態で数分お'侍ちくだをい。 

己.イジェククを持ち、本装置からメモリボードを引き抜く。 



1已6 
































6. メモリボードを W 下の条件を満たす場所じていねいに置<。 


ほこりのかない場尸斤 

水などの液体がかかるおそれのない場所 
静電気や磁気が発生するおそれのない場所 


取り付け 

取り付けは r 取り外し」の逆を巧ってください。 


ハ—ドウエア編 
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DIMM 


DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、本装置に取り付けられているメモリボード上の 
DIMM ソケット I こ取り付けます。 

DIMM は2枚単位で DIMM 番号のルさい順に取り付けます。 


* 一 


メモリは最大 8 GB (2 GBX 4 枚）まで増設できます。 



卜 DIMM 
卜 DIMM 


Group# 1 
Group#2 


DIMM ボードの仕様は、 DIMM ボードに貼ってあるラベルに下記の内容で表示されてい 
ます。 


(例）400 MHz • Buffered - 1 GB • ロウアドレス14ビット-カラムアドレス11ビット. 
Single Rank の場合 

2-400/ B / 1024/ R 14 C 11 S 



— "〇 DIMM ボードに貼ってあるラベルの最後尾に印字されているのが 、 Single Rank と Dual 
區重司 Rank を示ず記号になりまず。 " S " は Single Rank で" D " は Dual Rank の意味を持ちまず。 

同ーメモリボード巧で Single Rank と Dual Rank を混在して実装ずる場合は 、 DIMM 
Group # l < DIMM ス□ット1，2>に必ず Dual Rank の DIMM を実装してください。 

正しく実装しないとシステムが正常に立ち上がりません。 































取り付け 

次の手順に従って DIMM を取りがけます。 


DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。本装置の金属フレーム部分などに軸れて身体 
の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってくださしVまた、ボードの端子部分や部品 
を素手で邮ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる 
説明は14巨ぺージで詳しく説明していまず。 

NEC で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM など 
を取り付けると、 DIMM だけでなく本装置び故障ずるおそれがありまず。また、これ5 
の製品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりまず。 

インタリーブ装置であるため、グループ単位に2枚の DIMM ボードを増設してくださ 
し、。1つのグループ内に異なった仕様 t の DIMM ボードを実装ずると動作しません。 

増設メモリス□ットには、ブランクカバーが取り付けてありまず。メモリボードを増設 
ずる際に取りがしたブランクカパーは大切に保管してください。 

DIMM ボードの仕様は、 DIMM ボードに貼ってあるラベルに下記の内容で表示されてい 
まず。 


m) 


400 MHz • Bufferred •1GB • □ウアドレス 14 ビット*カラムアドレス11 
ビット* Single Rank の場合 

2-400/B/ 1024/ R14 C1 1 S 


Single Rank 
カラムアドレス11ビッ I 
□ウアドレス14ビット 


容量 

Bufferred/Re 留 stered 


商液数 


1. 146ページを参照して準備をずる。 

2. セキュリティキーでフ□ントべゼルの□ックを解除して、フ□ントぺゼルを取り外ず。 


3. メモリス□ットカバーを外し、 DIMM を 
取り付けるメモリボードを取り外す （ 15己 
ページ参照)。 


• L 画 


メモリボードを増設する場合は、ネジ1 
本を外して増設のスロットのブランク 
カバーを取り外します。 






I取りがしたブランクカバーは大切に保 
I管しておいてください。 



4. DIMM を取り付けるソケットを確認する。 


八—ドウエア編 
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己 . DIMM を取り付けるソケット両側じある 
レパーをいっぱいに開き(①）、ソケット 
カバーを取り外ず。 



• レパーに過度の力を加えないよう 
ま意してください。 

• 取りがしたソケットカバーは大切 
に保管しておいてください。 

6. DIMM をソケットにまっすぐ押し込む 

(②)。 

DIMM の向きにま意してください。 DIMM の端す側には誤挿入を防止ずるための切り欠きがあり 
まず。 

DIMM が DIMM ソケット(こ差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。レパーを内側に押して完全 
に開じてください(風)。 



DIMM は2巧1組で取り付けてください。また同一仕様のメモリセットを使用してください。 
メモリの仕様はメモリに貼付けされているラベルに ly 下の内容で表示されていまず。 

(例） 400 MHz • Bufferred • 1 GB • □ウアドレス14ビット.カラムアドレス11 

ビット. Single Rank の場合 

2-400/ B / 1024/ R 1 4 C 1 1 S 


Single Rank 

カラムアドレス11ビット 
□ウアドレス14ビット 

容量 

Bufrerred/Registered 

周液数 

7. メモリボードを本装置のス□、ソトに取り付け直す。 

8. メモリス□ットカパー、フ□ントべゼルを取りがけ直ず。 

江本装置の電源を ON (こして POST エラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、 128 ページのエラーメッセー 
ジー覧を参照して<ださい。 

10. SETUP を起動して 「 AcK/anced 」一 「Memory Configuration 」 の順でメニューを選択し、増設した 
DIMM Group のステークス表示が 「 Normal 」 になっていることを確認するに 19 ぺージ参照）。 

11. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 じずる。 

八ードウェアの構成情報を更新ずるためでず。詳しくは 218 ページをご覧ください。 

1 2. Windows Server 2003 または Windows 2000 を使用している場合は、ぺージングファイルサイ 
ズを推奨值 W 上(借載メモリ X 1 .5) じ設をする。 

机 indows Server 2003 の場合は 28 ぺ一义机 indows 2000 の場合は、日 6 ぺージを参照してく 
ださい。 



160 





















取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

irO プ□セッサボードは大変静電気に弱い電モ部品でず。本装置の金属フレーム部分などに軸れ 
Emm て身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、ボードの端モ部分や部 
品を素手で軸ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説 
明は146ページで詳しく説明していまず。 

ン 故障した DIMM を取り外す場合は、戶 OST 节 ESMPRO で表示されるエラーメッセージを確 
[P； 引認して、取り付けている DIMM ソケット（グループ）を確認してください。 


1. 146ページを参照して準備をずる。 

2. セキュリティキーでフ□ントべゼルの□ックを解除して、フ□ントぺゼルを取り外ず。 

3. メモリス□ットカバーを外し、取り外したい DIMM が実装されているメモリボードを取り外す 
(1 已己ページ参照)。 

• L 画 

DIMM が故障した場合、その DIMM に実装されているメモリボードのエラーランプが点灯しま 
す。 



巨.メモリボードを取り付ける。 

7. メモリス□ットカバー、フ□ントぺゼルを取り付け直す。 

8. 本装置の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを磕認ずる。 

エラーメッセージが表示された塌合は、メッセージをメモした後、128ページのエラーメッセー 
ジー覧を参照してください。 

9. SETUP を起動して rAcK/anced」一「Memory Configuration」一「Memory Retest」 の順でメニュー 
を選択し、取り外した DIMM Group のエラー情報をクリアずるに19ページ参照)。 

また、 「Server」 一 「Clear FRU LED」 一 「Yes」 で DIMM エラー関速の LED をクリアします。に32 
ページ参照） 

10.「 Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新ずるためでず。詳しくは218ページをご覧ください。 


八—ドウエア編 
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メモリミラーリング機能/メモリ RAID 機能 


本装置では、「メモリミラーリング機能」、「メモリ RAID 機自目」をサポートしています。 

これ6の機能を使用する場合には、環境が構築できる構成にて> B の S セットアップよリサ 
ポートする機能を選択します。 

• メモ U 5ラ ー U ング機能を有効にずるち法 

メモリミラーリング機能とは、1つのメモリボードを予備として待機させることにより， 
運用しているメモリボードで訂正不可能なエラーが発生した場合、待機させているメモ 
リボードに運用を切りかえる機能です。この機能を使用する場合には、運苗/待機するメ 
モリボードを組み合わせます。 

メモリボード1とメモリボード2を実装してミラーリングするか、あるいはメモリボード 
を4枚実装し、メモリボード1と2の組み合わせ、メモリボード3と4の組み合わせでミ 
ラーリングする設定が可能でず。 

メモリミラーリング機能を有効にするためには、組み合わせたをメモリボードを同じ容 
量の DIMM で構成を合わせる必要があります。 

次に取り付け時の組み合わせパターンの例を示しまず。 



メモリボード1 

メモリボード2 

メモリボード3 

メモリボード4 

A) 

SG 巨 （1G 巨 X2 枚） 

2G 己 (1G 巨 X2 枚） 

2G 己 (1G 目 X2 枚） 

2G 己 (1G 己 X2 枚） 

巨） 

8G 巨 (SG 巨 X4 枚） 

8G 己 (2G 巨 X4 枚） 

8G 己 (2GBX4 枚） 

8G 己 (2G 己 X4 枚） 

C) 

4G 巨 （1G 巨 X4 枚） 

4G 己 (1G 巨 X4 枚） 

- 

- 


• メモ U RAID 機能を有効にずるち法 

メモリ RAID 機能とは、4枚のメモリボードの巧1枚で故障などの訂正不可能なエラーが発 
生した場合、化のメモリボードに切り替えて運用ずる機能です。 

この機能を使用する場合じは、4枚のメモリボードがあ要です。 

メモリ RAID 機能を有効にするためには、各メモリボードを同じ容量の DIMM で合わせる 
か要があリまず。 

次に取り付け時の組み合わせパターンの例を示します。 



メモリボード1 

メモリボード2 

メモ U ボード3 

メモリボード4 

A) 

2G 己 (1G 巨 X2 枚） 

2G 己 (1G 己 X2 枚） 

2G 巨 （1G 巨 X2 ネ女） 

2G 己 （1G 己 X2 枚） 

巨） 

8G 己 (2G 巨 X4 枚） 

8G 己 (2G 己 X4 枚） 

8G 巨 (2G 巨 X4 ネ女） 

8G 巨 (2G 己 X4 枚） 

C) 

4G 己 (1G 巨 X4 枚） 

4G 己 (1G 己 X4 枚） 

4G 巨 （1G 巨 X4 ネ女） 

4G 巨 （1G 己 X4 枚） 


• BIOS の設定 

S 口 UP を起動して rAdvancecU—「Memory Configuration」一「Memory RAS Feature」 
の設ををじ(下のように変更します。 

ーメモリミラーリング機能を有効にする場合： 「Mirror」 を違択します。 

ーメモリ RAID 機能を有効じする場合： 「Raid」 を逞択します。 





















• その他 

一 OS において表示されるメモリ容量は、物理的に搭載されているすべてのメモリ容量 
か6待機しているメモリ容量を差し引いたサイブとなります。（メモリミラーリング 
機能の場合は実メモリの半分。メモリ RAID 機能の場合は実メモリの 3/4 の容量。） 

ーメモリミラーリング機能またはメモリ RA の機能が有効となっていてもアプリケー 
シヨンの動作には影*ありません。 

ーディスプレイにじ(下のエラーメッセージが表示された場合は，メモリミラーリング 
機能は自動的に無効となります。 


8201 Mirroring Memory was not ready. 


DIMM の実装が態を殖認して正しく実装してください。 

ーディスプレイに W 下のエラーメッセージが表示された場合は、メモリ RAID 機能は自 
動的に無劾となります。 


8202 Memory RAID was not ready. 


DIMM の実装状態を殖認して正しく実装してください。 

実際にメモリミラーリング機能またはメモリ RAID 機能が動作した場合、じ(下の動作.表示 
により確認ができます。 

a) 本装置前面のメモリボードの Redundancy ランプが緑色に点灯します。 

b) 再起動時において、エラーした DIMM グループは縮退されます。 

C ) ESMPRO/ServerAgent がインストールされている場合はイベントビユーアのシステム 
□グにじ(下の□グが登録されます。 

ソース名 : ESMCommonService 
イベント ID: 2313 

説明： モリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

^モリ番号： XX 
曰時： XX 

d) ESMPRO/ServerAgentl こて通報設定がされている場合は Manager 通報/ ALIVE 通報が 
行われます。通報内容は下のとおりです。 

説明： モリ障害により DIMM の一部が切り離されました。 

メモリ番号： XX 
曰時： XX 


八—ドウエア編 
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メモリホツトプラグ機能1 (Hot Replace ) 


メモリミラーリング構成およびメモリ RAID 構成のように冗長構成になっていれば、オペ レー 
ティ ングシステムが動作中でもメモリボードを取り外ずことができます。 

1. 146ページを参照して準備をする。 

吕.セキュリティキーでフ□ントべゼルの□ックを解除して，フ□ントべゼルを取り化す。 

3. ネジ2本をかし，本装置前面のメモリス□ットカバーを取りかず。 



4. 取り外したいメモリボードの Attention スイ'ソチを巧ず。 

そのメモリポードの POWER ランプと Redundancy ランプが消'なします。 



已.メモリボード P0 附 ER ランプと Redundancy ランプがミ肖なしてからメモリボードを取り外す。 






























w-oira 

メモリボードは通電中とてち熱くなっていまず。 

電源をオフした後、数分待ってか5引を巧いてください。 

特にホットプラグの場合には、□ック解除 (LED が消口ずる）によりメモリボードの電源がオフ 
されまずので、この状態で数分お待ちください。 


6 . イジェクタを持ち、本装置か6メモリボードを引き抜く。 



7. 再び冗長構成にするには、メモリボードを冗長巧能な構成で、取り外しの逆の手順で実装し、メ 
モリボード Attention スイ 、ソチを押す。 

メモリボード P0 机 ER ランプが点減し、しばらくすると点なに変わります。 

また、メモリボード Redundancy ランプも点なしまず。 


だ 


再度冗長構成にずる場含は、必ず冗長可能な構成にして挿してください。 



8.取り外しと逆の手順でメモリボードを取り付る。 
W 上でメモリボードの Hot Replace は完了します。 
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メモリホットプラグ機能 2 (Hot Add メモリ機能) 


Windows Server 2003 Enterprise Edition において、 Hot - Add ^ モリ機能を使用すること 
ができます。システムをシャットダウンすることなく、物理メモリを追力□することができま 
ず。 


Hot - Add メモリ機能を使用する際は、下記の BIOS 設定が必要でず。 

• BIOS の設定 

SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」一 「Memory RAS Feature 」 
の設定を]: i 下のように変更します。 

— Normal Mode での Hot - Add メモリ機能： 「NormaUl こ設定する 
— Mirror Mode での Hot - Add メモリ機能：「[\/11「「〇「」1こ設定する 

w-oira 

「Mirror」 に設定ずる場合は、既にメモリボード1とメモリボード2でメモリミラー構成を構 
築してある必要がありまず。 

この場合、メモリホットプラグはメモリボード3とメモリポード4に巧して行いまず。 
(メモリボード3とメモリボード4の各組み合わせもメモリミラーリング機能ができるよラに 
構巧ずる必要がありまず） 

また、 「Advanced」一rMemory ConfigurationJ — fHot-add Memory SupportJ を 
「EnableJ に設定ずる必要びありまず。 

• Normal Mode での Hot - Add メモ U 機能 

標準構成のメモリボード1が実装された状態で，オペレーティングシステムを起動した場 
合、 DIMM が実装されたメモリボードを，メモリボード2,3,4じ追力□することで、物理メ 
モリを増やずことができまず。メモリボードを取り付ける手順については> メモリホ、ソ 
トプラグ機能1で説おした手順を参照して < ださい。 

例えば、メモリボード2のス□ットにメモリボード挿入し，そのボードの Attention ス 
イッチを押すと、 POWER ランプが点滅し、メモリの初期化処理が開始されます。 
POWER ランプが点滅か6点灯に変わると、オペレーティングシステムに対してメモリが 
追力□されたことが通巧されまず。 

オペレーティングシステム上で処理が巧われ、しばらくするとタスクマネージャのパ 
フォーマンス表示等で物理メモリが追力□されたことが確認できます。 


同様の手順で、メモリボード3、4とさ6にメモリボードを追力□することができます。 







• Mirror Mode での Hot-Add メモリ機能 

メモリボード1,2でメモリミラー機能が使用できる構成で、メモリボード3とメモリボー 
ド4を追力□しまず。 

メモリボード3,4もメモリミラー機能が使用できる構成にずる'必要がありまず。 

メモリボードを取り付ける手順については、メモリホ、ソトプラグ機能1で説明した手順 
を参照してください。 

Normal Mode との違いは，メモリボード3のみにメモリボードを追力□しただけでは、変 
化はありません。 — 

更にメモリボード4を追力□されたことによリメモリミラー構成が構成され、初めてオペ I 
レーティングシステムに対し通知が斤われます。 

Normal Mode と同様にオペレーティングシステム上で処理が行われ、しば6くすると夕 ^ 
スクマネージャのパフォーマンス表示等で物理メモリが追力□されたことが殖認できま ド 

す。メモリミラー構成のため> 追力□した物理メモリの容量の半分の容量が追力□されたこ X 
とが確認できます。 g 

メモリミラー構成であれば， Hot - Add メモリ機能で追力□したメモリボードも Hot 
Replace が巧能になりまず。 

• メモリを Hot-Add した場合の ESMPRO 画面への反映について 

Hot - Add 機能を使用して動的にメモリボードを追力□した場合、 ESMPRO / 
ServerManager のデータビュ ーアで[八ー ドウ エア]- [メモリバンク]-[ X ]メモリバン 
クの[モジュールサイズ]じて、構成変更後のメモリサイズは反巧されませんが、ご使用 
上は問題ありません。 

(※乂は動的に抜き差ししたメモリバンクの番号になります。） 

システム再起動後、メモリサイズは正しく反巧されます。 
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プ□セツヴボード 

プ□セ、ソサを増設または交換ずるときにプ□セツサボードを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってプ□セ、ソサボードを取り外しまず。 

謂一〇 プ□セツヴボードは大変静電気に弱い電子部品でず。本装置の金属フレーム部分などに触れ 
て身体の静電気を逃がしてか5ポードを巧り扱ってくださしVまた、ポードの端子部分や部 
品を素手でち4ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでくだをい。静電気に関ずる説 
明は146ページで詳しく説明していまず。 

1. 146ページを参照して準備をする。 

吕.セキュリティキーでフ□ントぺゼルの□ツクを解隙して、フ□ントべゼルを取り外ず。 

3. メモリボードス□ツトカパーを取り外す。 

4. ネジを2本を外して、プ□セ、ソサボードカバーを取り外す。 



己.イジェクタを固定しているネジ2本を外す。 
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6 . □ックを解除し、左ちのイジェクタを開く 



7. プ□セ、ソサボードをしっかりと持って本装置か6引き抜く。 



• プ□セツサボードの重量は最大約 7K 呂ありまず。 

取り付け/取り外しの際には、落としてけがをしないようごま意ください。 

• 取りがず際にコネクタを讀体にぶつけないよラにごま意ください。 

下図の様に、遠中まで引き出した5奥を持ち上げ気味にしなが5巧くとコネクタを霞体にぶ 
つけずに取りがずことができまず。 



本装置 
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8. プ□セツサボードを下のを件を満たず場所じていねいじ置<。 


—ほこりの少、ない塌所 
-水などの液体がかかるおそれのない場所 
-静電気や磁気が発生ずるおそれのない場所 


取り付け 


取り付けは r 取り外し」の逆を行ってください。 




プ□セツヴ 


プ□セツサボードには、プ□セ、ソサと、それに対応する VRM をそれぞれ4つ搭載ずることが 
できるソケ、ソトがありまず(標準で1つ搭載)。 


プ□セ、ソサ VRM #1 


プ□セ、ソサ VRM #2 


プ□セ、ソサ#1 



プ□セ、ソサ VRM #3 


プ□セ、ソサ VRM #4 


プ□セ、ソサ#3 


プ□セ、ソサ#2 


プ□セ、ソサ#4 


をエック 


■;一 

rEvTi 


増設できるプ□セ、ソサの種類はモデルにより異なります。 

必ず香■モデルに対応した型番のプ□セ、ソサを取り付けてください。 

本装置がN81日 0- 1034の場合、N8101 -304 増設プ□セツサボードを本装置が M8 1 00- 
T03 日の場合、 N 8101 -30 日増設プ□セツサボードを本装置が N 8100 -1065 の場合、 

N 8101 -3 に増設プ□セツサボードを本装置が N 8100 -1149 の場合、 N 8101 -329 増設プ日 
セ、ソサボードを使巧しまず。 


オプションのプロセッサの中には異 
なるレビジョン（ステッピング）のも 
のが含まれている場合があります。 
異なるレビジョンのプロセッサを混 
在して取り付けた場合、 Windows で 
はイベントビ ユーアの システムログ 
にが下のようなログが表示されます 
が、動作には問題ありません。 


ィペシト i 

日巧： 

2001/07/02 

、パ： 

Application Popup 

t 1 

時刻： 

22:13 

好規 

なし 


狼目： 

巧が 

イべ>卜の: 

41 

1 

ュ—ザ—の)： 

剛 



电 1 

コンビ： L— がむ 

SERVER-1 




巧巧也)： 


I この7ルチブ at ツサシステムのぴ U は、一 SP 則 n じりピジョンレペルではありません。すべ 
てのブ□セ州をほ巧するをめにオペトティンヴシステムをシステムで’可能な最小のフロ 
I むサじ利巧します。このシステムで切结がををする巧合は、 CPU 興适元[调いさわせて 
とのちさフ□忆ツサがサボ-卜されて t ぶカゼ诚を谣忍してくだな、 


データの：_任バイト旧〉_广ワード <W) 


叫 00; 
0008 ： 

00 

on 

00 

00 

叫 

00 

00 

00 

01 

29 

00 

no 

が 

no 

00 .0. 

40 .8 


1111111; 

\\? 

1111 

1111 

1111 

?H 

(Id 

nil 

40 ••白 


1 川け； 

11(1 

1111 

1111 

UU 

(III 

"II 

II" 

00 . 


画： 

UU 

1111 

UU 

叫 

UU 

UU 

UU 

00 . 











jJ 


通南が 
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取り付け 

次の手順に従ってプ□セ、ソサを取り付けます。 


vr-O • プ□セッサは大変静電気に弱い電子部品でず。本装置の金属フレーム部分などに触れて 
身体の静電気を逃がしてか6プ□セッサを取り扱ってくださし、また、プ□セッサのピ 
ンを素手で觸ったり、プロセッサを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に 
関ずる説明は14巨ぺージで詳しく説明していまず。 

• 1個のプ□セッサで運用ずる場合は、前べージの図のプロセッサ#1に取り付けていな 
ければいけません。 

• プ□セッサの増設は前ぺージの図のとおりプ□セッヴ#1，#吕，#3，#4の順に巧いまず。 

• プ□セッサが取り付け5れていないス□ットおよび、 VRM が取り付け5れていないソ 
ケットには、夕’ミーカバーが取り付け6れていまず。これ目は適切なエアフ □— を確保 
し、プロセッサのを却効果を高めたり、防塵のために必要な部材でず。プロセッサを増 
設しない場合は、必ずダミーカバーを取り付けてください。 


1. 146ページを参照して準備をする。 


吕.セキュリティキーでフ□ントぺゼルの□ックを解除して、フ□ントべゼルを取り外ず。 


3. メモリス□ツトカパーを取り外す。 

4. プ□セツサス□ツトカバーを取り外ず。 
己.プ□セ、ソサボードを取り外す。 


6. プ□セ、ソサを取り付けるソケットの位置 
を磕認し、ネジ4本を外してソケットか 
6ダミーカバーを取り外す。 



7. ソケットの表面に貼ってある保護カバーを取り外ず。 














江ソケッ トの レバーを 持ち上げる。 


I 

I レバー 


レパ’一は止まるまで完全に開いてください。 レバーは120度 W 上開さます。 



目.プ□セ、ソサをソケットの上にていねいに 
ゆっくりと置く。 


I チェック I 

プ□セ、ソサの向き(こミ主意してくださ 
い。プ□セ、ソサとソケットは誤挿入を 
防止ずるためにピンマークがありま 
す。プ□セ、ソサとソケット側のピン 
マークを確誦して正しく取りがけてく 
ださい。 





10. プ□セ、ソサを軽くソケットに押しつけて 
か6レバーを倒して固をずる。 
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11. ヒートシンクをプ□セ’ソサの上に静かに 
置く。 

回 

ヒートシンクの向きは、前後の区別は 
ありません。 





12. ヒートシンクに付いているネジ4か所を 
綿め、ヒートシンクを固をする。 



13. ヒートシンクがプ□セツサボードと水平に取りがけられていることを確認する。 



斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取りがし、プ□セツサの取り付けが態を確 
詔してください。 


14. 取り付けたプ□セ、ソサに対応した VRM ソ 
ヶットの両側にあるレパーをいっぱい(こ 
開き、ダミーカバーを取り外ず。 
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15. VRM をソケットにまっすぐ押し込む。 

VRM がソケットじ差し込まれるとレバー 
がき動的に閉じます。レパーを内側に押 
して完全に開じてください。 

I チェック I 

VRM の向きにミ主意してください。 
VRM の端す側には誤挿入を防止ずるた 
めの切り欠きがあります。 


16. プ□セ、ソサボード、プ□セ、ソサボードカパー、メモリボードカバーを取り付け直ず。 

17. 巨 IOS セットアップユーティリティを起動して 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration 
Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新ずるためでず。詳しくは218ページをご覧ください。 

18. Windows Server 2003/Windows 2000で1プ日セ、ソサ構成の本装置にプ111セ、ソサを増設し、2 
つ W 上のプ□セ、ソサで運用する場合は W 下の手順を巧う。 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライパが 「ACPI シングルプ□セ、ソサ PC」 じなっている 
場合は 「ACPI マルチプ□セ、ソサ PC」 じ変更し、メッセージに従って再起動後、システムのアップ 
デート （49 ページまたは74ページ)をちいまず。 
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取り外し 


プ□セ、ソサを取り外すときは、「取り付け」の手順1〜目を参照して取り外しの準備をした後、 
手順8〜にの逆の手順を行ってください。 

M-O • プ□セッサを故障！;(列で取りがさないでください。 

• プ□セッヴが取り付け6れていないス□ットには、夕’ミーカバーが取り付け6れていま 
ず。ダミーカバーはプ□セッサのを却効果を高めるための適切なエアフ □— を起こずた 
めに必要な部材でず。プロセッサを増設しない場合は、必ず夕’ミーカバーを取り付けて 
ぐださい。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底面にあるクールシートがプロセッサに粘着してい 
る場合がありまず。ヒートシンクを巧り列ず晩ま、左ちに軽く回して、ヒートシンクが 
プ□セッヴか6離れたことを確認してか6巧ってくだをい。プ□セッサに粘着したまま 
ヒートシンクを取り列ずとプ□セッヴやソケットを破損ずるおそれがありまず。 

プ□セ、ソサの取り外し（または交撫)後に次の手順を巧ってください。 

BIOS セツトアップを起動して下記の設定をした後、再起動してください。 

取り外したプ□セ、ソサのエラー情報をクリアずるとともに八ードウエアの構成情報を更新ず 
るためです。 


「 Main 」一 「Processor Settings 」一 「Processor Retest :」一 「丫 es 」 に 16 ぺージ参照) 
rAdvancedJ — [Reset Configuration Data 」 一「丫 es 」 に 18 ぺージ参照） 
rServerJ-rClear FRU LEDJ - rYes 」 に 32 ぺージ参照） 





3 .已インチデバイス 

己 TCXBuild To Order) にて、N81巳 4-07 増設用 HDD ケージ (3 .己"ベイ付)の組み&みを指をし 
て、 本装置をご購人になった場合> 磁気テープドライブなどのバックアップデバイスを取り 
付けるス□、ソトが1つ用意されています。 

N81 54-07 増設用 (3.5" ベイ付)は工場組み込みオプシヨン製品です。お客様が別途購入する 
ことはできません。 

搭載デバイスについて 

3.5 インチデバイスには，シングル八イトの SCSI デバイスを搭載ずることができます。 

• SCSI ID の設定 

SCSI コント□-ラに添がされている説明書を参照してください。 

- SCSI デバイスの終端設定 

終端設定は r お劾」に設定して < ださい。 

I H-O テープデバイスを On-Board SCSI に接続ずることは出来ません。 

I オプションの SCSI コント□-ラに接続して使用してください。 


取り付け 

次に示ず手順で 3.5 インチデバイスを取り付けまず。 

1. 146ページを参照して準備をする。 

吕.セキュリティキーでフ□ントべゼルの□ックを解除して, 

3. ネジ1本を外して，増設用トレーを取り 
外す。 


が 


フ□ントぺゼルを取り外す。 



八—ドウエア編 


177 









4. 3.5 インチデバイスベイ内にフォーミング 
されている SCSI ケーブルと電源ケーブル 
を本装置外部に引き化ず。 


己. 3.5 インチデバイスじ添付のネジ4本で、 
デパイスを増設用トレーに取り付ける。 


6. SCSI ケーブルと、電源ケーブルからコネ 
クタカバーを取り外し、ケーブルをデバ 
イスに接続する。 

取り外したコネクタカバーは大切に保 
管してください。 


7. デバイスを 3.5 インチデパイスペイ内に差 
し込み、ネジ1本で固をずる。 


8. フ□ントべゼルを取り付ける。 
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取り外し 

次に示す手順で 3.5 インチデバイスを取り外します。 


1. システムを終了し、 P0 附 ER スイッチを押して電源を OFF にする。 

2. 14目ページを参照して準備をずる。 

3. セキュリティキーでフ□ントべゼルの□ックを解除して、フ□ントぺゼルを取り化ず。 


4. ネジ1本を外して、デバイスをトレーご 
と 3.5 インチデバイスベイから引き化ず。 


が 



己. SCSI ケーブルと、電源ケーブルをデバイ 
スか6取り外し、ケーブルのコネクタに 
コネクタカバーを取り付ける。 




6 . 増設用トレーか6デバイスを取り外す。 


7. 増設用トレーを 3.5 インチデパイス内に差 
し込み、ネジ1本で固をずる。 
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8 . フ□ントべゼルを取り付ける。 
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本装置のラックか 5 の引さ出し 


その他の部品の取り付け/取り外しの作業は本装置をラ、ソクから引き化した状態で巧います。 



A ま意 


A A 

本装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示 
を守5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありま 
ず。詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 局温注意 

• ラックが不を定な状態でデパイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか目引き出した状態にしない 


1 . 146ページを参照して準備をする。 
吕.フ□ントべゼルを取り外す。 


フレーム 

A 
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3. 前面のネジ 4 本をゆるめる。 


ネジ 


く 


〉 


ネジ 


4. リリースレバーを押しなが 6 ゆっくりと静かにラックから引き化す。 

「カチッ」と音がしてラッチされます。 

ラックへ 戻ず場合は，本装置側面のレールにあるリリー スレ パーを押して、 ラッチ された状 
態を解除してください。このときじ指を巧んだりしないよう十分にを意してください。 

I P-0 UU - スレバーはドライバなどを使って巧してください。指で}甲ずと指を挟んでけびをずる 
I 胃司おそれびあ0まず。 


リリースレバー 
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リアアクセスカパー 

PCI ボードの取り付け/取り外しや、内部の SCSI ケーブルの接続を変更ずる場合は、本装置 
背面側じあるリアアクセスカバーを取り外します。 



A ミち意 


A A 

本装置を安をにお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。指示 
を守6ないと、义傷やけびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありま 
ず。詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• 電源を ON にしたままリアアクセスカバーを取り外さない 

( PCI ホットプラグやフアンをホットスワップにずる場合を除く） 


取り外し 


吕- 

3. 

4. 
己. 


146ページを参照して準備をする。 

本装置をラックから引き化す （180 ページ参照) 

背面のネジ1本をゆるめる。 

本装置背面へスライドさせる。 

リアアクセスカバーを持ち上げて本装置 
から取り外す。 



取り付け 


リアアクセスカバーを取り付ける前に、本装置内部に工具やネジなどを置き忘れていないこ 
とや、本装置内部の部品が確実 I こ固定されていること、取リイ寸け忘れの部品がないことなど 
を確認してください。 


1. リアアクセスカバーのタブが本装置フレ- 

2. 軽く本装置に押しつけながら、リアアク 
セスカバーを本装置前面にスライドさせ 
る。 

3. 本装置背面側にあるリアアクセスカバー 
のネジ1本でカパーを固定ずる。 


'ムじあるス□、ソトに合うように位置を合わせて置く。 



182 



















PCI アクセス カバー 

ホ、ソト スワップ 未対応の PCI ス □、ソト への 取リイ寸け/取り外しをする場合は、本装置内部に 
ある PCI アクセス カバーを取り外します。ホ、 ソ ト スワップ 対応の PCI ス□、ソ ト への 取り付け/ 
取り外しの際には取り外す必要はありません。 

取り外し 

1. 146ページを参照して準備をずる。 

吕.本装置をラックから引き出す （180 ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （182 ページ参照）。 

4. PCI アクセスカバーを固をしているネジ1本をゆるめる。 

已.ゆるめたネジ側を持って、本装置からゆっくりとていねいに取り化ず。 



取り付け 

次の手順で取り付けまず。 

1. PCI アクセスカバーのネジが本装置前面側(こ向くようじして持つ。 

2. PCI アクセスカバーの本装置背面側じあるタブを本装置のス□、ソトじ差し込む。 

3. ゆっくりとていねいじ装置に置き、ネジ1本で本装置に固をずる。 
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PC I ボード 


本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできるス□ットを6ス□、ソト 、 PCI Express ボー 
ドを取り付けることのできるス□、ソトを3ス□、ソト用意しています。 

PCI ボードの中には、本装置の電源が ON のままで取り付け/取り外しができる r ホ、ソトプラ 
グ」をサポートしているものがあります。本装置はホ、ソトプラグ磯能をサポートしています 
が 、 Windows Server 2003 /Windows 2000を使用している場合のみ行えます。ホットプ 
ラグ1こ対応しているボードは N 81日 4-8 目1日日目 ASE - TX 接続ボード、 N 81日 4-1 日3 
1000目 ASE - T 、 N 8104-1111000 BASE - TX 接滿ボードのみでず。 

— "〇 PCI ボードは大変静電気に弱い電子部品でず。本装置の金属フレーム部分などに軸れて身体 
區重司の静電気を逃がしてか 6PCI ボードを取り巧ってください。また、 PCI ボードの端子部分や 
音|5品を素手で触ったり、 PCI ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関 
ずる説明は14目ページで詳しく説明していまず。 

ホ、ソトプラグに対応したス□、ソトと対応していないス□、ソトはクブで色分けされていま 
す。ホ、ソトプラグに対応する PCI ス□ット#4〜#9の女ブは緑色でず。ホ、ソトプラグに対応 
していない PCI ス□、ソト#1〜#3のクブは青色でず。 

PCI Express ボードには、 x 1， x 4， x 8， x 16のボードがぁリまず。本装置のス□ットには、 
x 1， x 4， x 8 のぞれぞれのボードを取りがけることができます。 



ホットプラグ対応を 
示す緑色 


ホットプラグ未対応 
を示ず青を 


PCI #6、 #7、#8、#9 (64 -bit - 
100 MHz 、3.3 V PCI - X ) 


PCI #3 CPCI Express ( x 4)) 
PCI #4、# 己 （PCI Express ( x 8)) 


PCI #1 、 #2 (32 -bit - 33 MHz 、5 V PCI ) 
























































PCI ボードには、日 V PCI ボード、 3.3 V PCI ボード、ユニバーサル PCI ボードがあります。 

己 V PCI ボードは 5 V PCI ス□ットに、 3.3 V PCI ボードは、 3.3 V PCI ス□ット I このみ取り付 
けることができます。ユニバーサル PCI ボードはどの PCI ス□、ソトにも取り付けることがで 
きます。 


C 

C 


1 ~~ in H 


J ― Ml _ H 


rn n n r 

日V PCI ボード 

3.3V PCI ボード 

ユニバーサル PCI ボード 


PCI Express ボードじは、 x 1， x 4， x 8， x 16 のボードがあります。本装置では PCI Express x 4 
および x 8 をサポートしております 。 PCI Express x 8 のボードは PCI Express x 8 ス□ットの 
みに取りがけることができます 。 PCI Express x 4 のボードは PCI Express x 4 のス□ットお 
よび 、 PCI Express x 8 のス□、ソトに取り付けることができます。 


PCI Express ボード (x4) PCI Express ボード (x8) 


ディスクアレイコント□-ラに関するを意事項 

標準装備のディスクアレイコント□-ラ（オンボード RAID 機能）または、オプションのディ 

スクアレイコント□ーラを使用して、本装置の八ードディスクドライプをディスクアレイに 

構築する上でを意していただきたい点について説巧します。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は、八ードディスクドライ 
ブを初期化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライプに大切な 
データがある場合は、バックアップを別の八ードディスクドライブにとってか5ボード 
の取り付けやディスクアレイの構築を行ってください。 

* ディスクアレイを構築するには2台上の八ードディスクドライブがあ要です。 

• ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブはパックごとにディスク回転ま 
度と容量が同じ八ードディスクドライブを使用してください。 

• オプションのディスクアレイコント□-ラを取り付け6れるス□、ソトについては187 
ページを参照してください。 

• オプションのディスクアレイコント□-ラは本装置内部に最大4枚まで取り付けることが 
できます。 

• 本装置はさまざまな RAID(Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レ 
ベルを設定ずることができます。設をできる RAID やデータ転送を度、アレイ構成じつい 
ての詳細な説明は、このあとで説明する r ディスクアレイコンフィグレーション」を参照 
してください。また、オプションのディスクアレイコント□—ラじついてはボードに添 
付の説明書を参照して < ださい。 
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ディスクアレイを構成ずると，ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成する八ードディスクドライブの総容量に比べ，実際に使用できる容量がルさくなり 
まず （ RAID 1、5の場合)。 


己10 S ユーティリティ！" SETUP 」 の 「 Advanced 」 メニューの 「PCI Configuration 」 で取り付 
けたス日ット番号のパラメータの 「Option ROM Scan 」 を 「 Enabled 」 に、他のス日、ソト 
は 「 Disabled 」 にしてく ださし、 (本設走は出!荷時に 「 Enabled 」 じ設定されています)。ディ 
スクアレイコント□ーラを複数枚搭載した場合は、ブートさせたいボードのス□ットの 
みを 「 Enabled 」 にしてください 。 Embedded SCSI の Option ROM scan は Disable し 
ないでください。 

アレイ環境設定においてパックおよび□ジカルドライブを構成ずる八ードディスクドラ 
イブの総物理容量は 2 TB (テラバイト）を超えることはできません。 


1 TB じ(上の□ジカルドライブに 、 Windows 2000, Linux をインス!ルすることはで 
きません。 


I / O ボードや、オプションのディスクアレイコント□-ラボードを交換ずる場合 
ディスクアレイの構成情報（コンフィグレーション情報）をフ □、ソ ピーディスクにバック 
アップして交換後のディスクアレイコント□-ラにリストアしてください。バックアッ 
プやリストアはコンフィグレーションユーティリティを使用します。詳しくは、このあ 
とで説明する「ディスクアレイコンフィグレーション」または、ディスクアレイコント 
□ーラに添付の説明書を参照してください。ただし、ディスクアレイコント□-ラを交 
換した場合は、ユーティリティを使ってま斤そ見でコンフィグレーション情報を作成してく 
ださし)。 

複数のディスクアレイコント□ーラボードを搭載する場合、ブートさせたいシステム 
ディスクが接続されるディスクアレイコント□-ラボードは PCI ス□ット番号でブート優 
先順位が一番高いス□ットに搭載して< ださい。 

ブート優先順位 ： PCI #3 -PCI #4 ^PCI 抱 ^ PCI #8 一 PCI 捣一 PCI #6 -PCI #7 
一 PCI #1 一 PCI #2 


例えば、 4 枚のディスクアレイコント□ーラボードを PCI ス□、ソト#6〜#9に搭載した場 
合、システムディスクは PCI ス□、ソト#別こ搭載したボードに接続します。 



搭載可能ス□ット 


〇:搭載可能一:搭載不可 




PCI 

PCI Express 

PCI-X 




#1 


#2 

#3 

#4 

持己 

#6 

#7 

#8 

#9 



製品名 

バス A 

バス B 

バスに 

バス D 

バス E 

バス F 


型名 


32-bit/ 

33MHz 

x4 
レーン 

x8 レーン 

64-bit/IQOMHz 

備考 


ス□ットサイズ 

Full-height 



PCI ボードタイプ 


已 V 

x8 ソケツ 

卜 


3.3V 




搭載可能なボードサイズ 





□ング /シヨ 

—卜 






ホットプラグ 

未対応 

対応 


N 8 103-65 

SCSI コント□-ラ 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

O 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大目枚まで 

N 8 103-75 

SCSI コント□-ラ 
(目 4 bit /133 MHz PCI - X ) 

O 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大6枚まで 

N 81目日-に目 

Fibre Channel コント□—ラ 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

o 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大2枚まで 

N 8 103-81 

ディスクアレイコント□-ラ 

(64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで 

N 819 CM 20 

Fibre Channel 〕 ント□—ラ 
に Gbps / Optical ) 

(目 4 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで 

N 81目日-に7 

Fibre Channel 〕 ント□—ラ 
に Gbps / Optical ) 

( x 4 /PCI Express ) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

最大3枚まで 

N 8104 -101 

高速 回線ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで 

N 8 104- 102 

高速を 回髓ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで 

N 8104 -114 

10日祀冉5£-下操編ボード (1 ch ) 
( xl/PCI Express ) 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

最大3枚まで 

N 8104-113 

10日犯冉5£-下接続ボードに ch ) 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCI - X パス当たり 
最大1枚まで 

N 8 104- 103 

10 日日 BASE - T 接統ボード 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCI - X バス当たり 
最大1枚まで 

N 8104-111 

100犯 ASE - TX 接続ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大4枚まで 

N 8104 -112 

10日腿冉5£-5乂接編ボード 
(目 4 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

PCI - X バス当たり 
最大1枚まで 

N 8 104-86 

lOOB 冉 SE - TX 接輪ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大2枚まで 

N 8 104-94 

4 回線音声. FAX 化理ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

最大日枚まで 

N 8104 -95*1 

4 回線対応音声処理ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

〇 

〇 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

- 

最大日枚まで 


* 同ーバスに異なる周波数のカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

*1 5枚！:>(上実装ずる場合 （4 枚！: J 内の場合でも隣り合うス□ットと_^外に実装の場合）は CT バス接続ケーブル 〔 K 41 0-109(00)〕が必須。 
(ボード内部のケーブル長は4ス□、ソト分） 


■I ： システム BIOS は下記の順番で PCI スロットの初期化を行います。ただし、搭載する PCI 力一 

ドの種類や枚数などによって入れ替わる場合もあります。 

PCI#3 一 PCI#4 一 PCI#5 一 PCI#8 一 PCI# 目一 PCI#6 一 PCI#7 一 + 票 準 RAID コントローラー 
PCI#1 一 PCI#2 
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標準ネツトワークについて 


標準ネットワーク(オンボード同±)では AFT/ALB の Teaming を組むことが巧能です。しか 
しなザら 、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT/ALB の Teaming をおむ 
ことは不可能です。 

標準ネットワーク同±で Teaming を構築している場合、 Windows 起動時に以下のシステム 
イベント□グが表示されまずが、問題なく使用できまず。 

<警告メッセージ> 

ソース ： iANSMiniport 
イベント ID :11/13/16/22 

イベント□グ上、標準ネットワークの 2 番目のポートが "Intel(R) PRO/1000MT Dual Port 
Network Connectio..." と表示されますが巧障ではありません。 


ホットプラグに対応していない PCI ボード 

ホ、ソトプラグに対応していないボードの取り付け-取り外し手順を示しまず。 


取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続ずるボードの取り付けを巧います。 

— "〇 • PCI ボー ドス□ット# 白〜#9 には 3.3 V PCI ボー ド、および ユニパーサル PCI ボー ドを 
取り付けることができまず。 

• PC 柿‘ードス□ット #1〜#吕 には已 V PCI ボー ド、および ユニ パーサル PCI ボー ドを取 
り付けることができまず。 

^ • PCI ボードを取りがけるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス□ットのコネク 

夕おがが合っていることを磕認してください。 

• PCI ス□ットの間には r インシュレータ」が取り付けられていまず。インシュレータは PCI 
ボードの取り付け/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護するためのちので 
す。取り付け/取り外しの後(こインシュレータを正しく取り付けられていること、およ 
び正しく固定:されていることを磕認してください。 

1. 146ページを参照して準備をずる。 

w-OiM 

ホットプラグに巧応していないボードはシステムの電源を OFF にして取り付けてくだをい。電 

源が ON のまま取り付けると、本装置および取り付けたボードが破損ずるおそれびありまず。 

2. 本装置をラックから引き化す （180 ページ参照)。 

3. リアアクセスカバーを取り外す （182 ページ参照）。 


4. ボードを取りがけるス□ットを確認ずる。 













已.取りかけるス□ットと同じ位置にある増 
設ス□ットカバーの先端じあるタブを押 
して□ックを解除し、クブを開く。 



タブを開く際は、閉じた位置か690度 
W 上開かないでください。無理に開く 
とタブを破損ずるおそれがありまず。 


目. 増設 ス□。ノトカバーを 取り外ず。 

取りがした増設ス□ットカバーは、大 
切に保管しておいてください。 


7. ガイドレールの溝にボードを合わせて 
ゆつくり本装置内へ差し込む。 



































8 . ボードの接続部分がス□、ソトに確実(こ接続ずるようしっかりとボードを押し込む。 



うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直してく 
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損ずるおそれがありまずのでま意してくださ 
い。 


I チェック I 

• □ングボードを取りがけた際は、ガイドレール上部の□ックでボードを固定してください。 



• PCI ス□ットの間には r インシュレータ」が取りがけ6れています。インシュレータは PCI 
ボードの取りがけ/取り外しの際にボードや搭載済みのボードを保護ずるためのものです。 
取りがけ/取り外しの後にインシュレータを正しく取りがけ6れていること、および正しく 
固をされていることを確認してください。 

9. タブをゆっくりと閉じてボードを固をず 
る。 

また、 「Server」 一 「FRU LED 
Feature_KrYes」 で DIMM エラー関速 
の LED をクリアします。 （232 ページ参 
照） 

タブが磕実に□ックきれていないと PCI 
ボードがぐらつき、 PCI ボードおよび1/ 

0ボードの故障の原因となりまず。磕 
実に□ックされていることを殖認して 
<ださい。 

10. 取り外した部品を取り付ける。 

11. 本装置の電源を ON じして POST の画面でボードに関ずるエラーメ 、ソ セージが表示されていないこ 
とを磕認ずる。 

POST のエラーメッセージの詳細については128ページを参照してください。 

1 2. 巨10 S セツトアップユーティリティを起動して 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration 
Data」 を 「Yes」 じする。 



)\- ドウエアの構成情報を更新するためでず。詳しくは218ページをご覧<ださい。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を巧ってくださし、 

























ホットプラグに対応している PCI ボードの取り付け-取り外し 


本装置の PCU □、ソト#6〜#9では、システムの電源が ON のままでホ、ソトプラグに対応した 
PCI ボード*を交換したり、新しく追力□したりずることができます。 

* ホツトプラグに対応してし^るボードは N 8^04-86 ^00 BASE - TX 接続ボード、 N 8104-103 
T 000 BASE - T 接続ボード、 N 8104-111100服 ASE - TX ボードのみでず。 

PCI ホットプラグには、次の機能がありまず。 


• Hot Add: 


Hot Remove: 


Hot Replace: 


システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの取りが 
けをする。 

システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの取り外 
しをずる0 

システムの電源が ON の状態でホ、ソトプラグ対応の PCI ボードの交換を 
ずる。 


A 

I 

K 

ク 

ェ 

y_ 

編 


PCI ポードを取り外 r 際は、必ず OS(Windows Server 2003/Windows 2000) 
か 5PCI ボードを搭載しているス□ットのドライバを停止させなければいけません。こ 
の操作をしないとシステムが動作しなくなることがありまず。 

Windows Server 2003 /Windows 2000の場合、 PCI ホットプラグを行った後に 
休止げ態の機能は使用しないでください。休止状態か5再開させる場合に元のげ態へ戻 
5な < なりまず。 

PCI ホットプラグを巧う場合は、あ5かじめ BIOS セットアップユーティリティで W 下 
の設定にしておく必要びありまず。 


rAdvancedJ-^rPCI Confi 居 urationJ-*THot-plu 居 PCI Control」 一 「Reserving 
memory space for PHP」 一搭載ずるボードに割り当てるメモリスぺースの割合# i 


*1 システムのメモリ容量は、実際に搭載しているメモリ容量よりもかなくなりまず。 

• PCI ホットプラグを行う場合は、必ず Administrator の権限を持つユーザーで□グイ 
ンしてください。 

• Hot Add ずる場含、 PCI ス□ット#6、#7または#8、#9単位であ5かじめ設定されて 
いるク□ックスピードによって Hot Add できるボードが異なりまず。異なるク□ック 
で動作ずる PC 柿‘ードを Hot Add ずると、 PCU □ット Fault ランプが点口し、ホット 
プラグが正常に巧えません。 

ただし、システムを再起動ずることにより BIOS が設定値を無視して自動的に最適な設 
定で動作ずるよラ機能しまず。 
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PCI ス□ット 
Power ランプ 


PCI ス〇ット 
Fault ランプ 


Hot Add できる PCI ボードの条件 

1) 同じバス内に PCI ボードび取り付け5れていない場合 

187ぺージ r 搭載可能ス□，ソト」を参照して、 PCI 力ードを H 如 Add してください。 

2) 同じバス内に PCI ボードび取り付け5れている場合 

同ーク□ックで動作する PCI ボードを Hot Add してください。 

• ステータス ランプの確認 

ホ、ソトプラグによるボードの取り付け/取り外しをする場合は，本装置背面にある2つの 
ランプを参照してください（ランプは本装置内部からも植認することができます）。 

— P ロス□、ソト Power ランプ 

そのス□、ソトおよびス□、ソトに取り付け6れている PCI ボードに電力が供給されてい 
ることを示すランプです。本装置の電源が ON の状態で，ボードが実装されている 
聞、緑色に点なします。 

- PCI ス日、ソト Fault ランプ 

PCI ボードや PCI ボードを取り付けたス□、ソトに異常が起きるとアンバー色に点なし 
まず 。 Hot Remove や Hot Replace の際に Windows Server 2003 /Windows 2000 
せら ドライバを停止させると点滅します。 
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• Hot Add 


Hot Add は次の手順で行います。 

1 . 電源が ON の状態のまま本装置をラックから引き化す （180 ページ参照)。 

2. リアアクセスカバーを取り外ず （182 ページ参照)。 

3. ボードを取り付けるス□ットを殖認ずる。 

ボードを取り付けるス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが点财していないことを確認してくだ 
さい。 


4. 取りかけるス□ットと同じ位置にある増 
設ス□ットカバーの先端じあるタブを押 
して□ックを解除し、クブを開く。 


タブを開く際は、閉じた拉置か!590度 
W 上開かないでください。無理に開く 
とタブを破損ずるおそれがありまず。 



己.増設ス□ットカバーを取り外ず。 

取りがした増設ス□ットカパーは、大 
切に保管しておいてください。 



目. PCI ボードをゆっくり本装置内へ差し込 
む。 



八—ドウエア編 
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ボードの接続部分がス□、ソトに確実(こ接続ずるようしっかりとボードを押し込む。 



ラまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直してく 
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損ずるおそれがありまずのでま意してくださ 
い。 


IチェックI 

• □ングボードを取りがけた際は、ガイドレール上部の□ックでボードを固定してください。 



• PCI ス□ットの間には r インシュレー女」が取りかけ6れていまず。インシュレー女は PCI 
ボードの取りがけ/取り外しの際にボード节偿載済みのボードを保護ずるためのものです。 
取りがけ/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付け6れていること、および正しく 
固をされていることを確認してください。 

8. PCI ボードを手でしっかりとまえなが6ボードにケーブルを接続する。 

9. タブをゆっくりと閉じてボードを固定ず 
る。 

10. 取り付けた PCI ボードのス□ットにある 
PCI ホットプラグスイッチを押す。 

PCI ス□、ソト Power ランプが1度点ミ威した 
後、点财します。 

•L 画 

Windows Server 2003 /Windows 2000 
の場合、 OS によって自動的にボードが 
認識されドライバがインストールされ 
ます。 

IチェックI 

PCI ボード节 PCI ボードを取り付けたス□、ソトじ異常があると PCI ス□、ソト Fault ランプがアン 
パー色に点财します （102 ページ参照)。 

11. リアアクセスカバーを取りがけ、本装置をラックへ戻す。 
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12. W 下の手順で取り付けた PCI ボードが正常に誘識され、動作していることを確認する。 


①[コント□ールパネル]一[管理ツール]一[コンピュータの管理]一[デバイスマネージャ]の順 
でデバイスマネージャを起動ずる。 

③追力□したボードにカーソルを移動する。 





||斯ががを示 M !か H 

► i 回曲唐*段 1 .这が 26 
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S コンビュータの St のーカル） 

H もシステムウ—ル 
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田共をフ♦ルタ 
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j ディスクの昔边 
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曰逐与 
田を二 
田す+ 


百ぶ SABERWAVE 

田这 DVD/C[)-ROM ドライブ 
K るの E ATA/ATA 門]シト□-ラ 
SCSI と RAID コント□-ラ 
田 巧 USB (Universal Serial Bus) 工/卜 D— ラ 
キ-ボ-ド 
]ンピユづ 

サウンド、巧’才、もよ U ザ-ム ] ント□-ラ 
留システムデバイス 
田 ロディスクド訂ブ 
田づディスブレ< アジフタ 
Q 属タネットワークアタブタ 

■9 Intel(R) PRO/100 S Server Adapter #2 
■ゴ Mlii 脚 M 冊 liMiiBMEBiiBHES i 
旧るフ D ， ビ-ディスウコント□-ラ 
田 S フ0》ビ-ディスウドライブ 
旧 y ボートの 0 M としドで 
旧 S マウスとそのほかのポインテ心ヴデバイス 
田#モニタ 


⑦プ□パティの r を般」を表示させて> デバイスの状態が正常に動作していることを巧認する。 


Intel ( R ) PRO /100 S Server Adapter のプ□パテイ 


を狀 I 託を ai 妹1ドライバ I リリ-ス I 
苗 叫 I InteKR ) PR 0/1 00 S Server Adapter 


デパイスの載昏 
お惟元； 

巧所 

—デバイつのが 06 — - 


本ットワークアタブタ 

Intel 

巧巧 7 く PCI バス 10. デパイス 8. 视お 0) 


この乃 S イスは正制こか。しています。 

葬^織、[トラカレシユー成。]を。リ刪 


J, 


g …—ドラブ化ジ护斌.楓7 ' 


デパイスのほ用げ測： 


にのテパイスをほう巧她 




J キ松むレ 


PCI ス□ットの位置によって 
表示が異なりまず。 


八—ドウエア編 
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• Hot Remove 


Hot Remove は次の手順で行います。 


1. 次の手順で取り外したいホ、ソトプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバを停止ずる。 


irOl^ 

PCI ボードを取りがず際は、必ず PCI ボードを搭載しているス□ットのドライパを停止してく 
ださい。ドライパを停止させないとシステムが動作しなくなることがありまず。 

0S 画面上か5デバイスドライバを停止ずる場合 

①[コント□-ルパネル]の[八ードウエアの追力□と削除]を開く。 

[八ードウエアの追力□と削除]ウィザードが起動します。 

® [次へ]をクリックする。 



(3) 八ードウエアに関する作業の選択で、[デパイスの削除/取り外し]を選択し、[夕へ]をクリツ 
クする。 


-ドウIアの追如と目り除ウィザ-ド 


A— ドウ:!ァじ S する巧実の《巧 

J、- ドウI乃こ巧してどの巧実を巧いますか？ 


图 


A- 阿：!アじ巧して巧う巧実を这巧してじたへ]をクリックしてびさい。 

も山、すバイスがが苗 i 后かお’バイ; yj 化带出がしていむい*合 (J 、このオフシ3ンをぷ 


%お巧けも 


S イスが!似するか、が^デバイスを巧りサだるようIコンビュ-夕をお巧するには、この才: 


令^ 
































④削除操作の選択で、[デバイスの取り外し]を選択し、[次へ]をクリックする。 


\ i \ - ドウ巧の巧化と肖I勝ウィヴ-ド 


刖除巧巧め这巧 

テ’"イスを一時的または‘垣义のに肖崎できます。 


実けする自||除の巧巧を巧巧してじたへ]を巩ックしてくない。 
广デバイス胤做 (U) 





⑥取り外すデバイスの選択でデバイスを選択し、[夕へ]をクリックする。 


A- 朽巧のち加と刖除ウィザ-ド 


〇り外すデバイスの这巧 

巧りホすデパイスを巧んでくだな、。 




ンむ一城らテパイスを巧■してくだれ、。 


B l . ソ了/。/■、口' — 


厂畑 il デ"イスをき示する® 


。パティ(り i 



ク 

X 

ア 

編 


® デパイスの確認で取り外ずデバイスが使用しているドライパであることを磕認して[次へ]を 
クリックする。 

[八ードウエアの追力□と削除]ウイザードが完了します。 
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⑦ 


[完了]をクリックする。 



(D 電源が ON の状態のまま本装置をラックから引き化ず （180 ページ参照)。 

恩）リアアクセスカバーを取り外し、取り外ず PCI ボードのス □、ソ トを磕認する。 

取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが消なしていることを確認してくださ 
い。 

PCI ホットプラグスイッチでデバイスドライバを停止ずる場含 

①電源が ON の状態のまま本装置をラックから引き出す （180 ページ参照)。 

風リアアクセスカバーを取り外し、取り外ず PCI ボードのス□ットを磕詔する。 

(3) 取り外す PCI ボードのス□、ソトじある PCI ホットプラグスイッチを押す。 

取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが消なしていることを確認してくださ 
い。 

吕.ボードに接続しているケープルをすべて取り外す。 
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3. タブを押して□ックを解隙し、ゆっくりとタブを開いて PCI ボードを取り外ず。 

I w-oira 

タブを開く際は、閉じたイ立置か5白0度な上開かないでくださしV無理に開くとタブを破損ずる 
おそれがあ0まず。 



4. 増設ス□ットカバーを取り外したス□ットに取りがけ、タブを静かに閉じる。 

w-oira 

PCI ボードを取りがしたス□ットには、本装置の電磁放が特性およびを却性の維持のためにが 
ずブランクプレートを取り付けてください。 



己.リアアクセスカバーを取り付け、本装置をラックに戻す。 


八—ドウエア編 
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• Hot Replace 


Hot Replace は次の手順で行います。 


1. 次の手順で交換したいホ、ソトプラグ PCI ボードが使用しているデバイスドライバを停止する。 

w-oira 

PC 柿‘ードを取りがず際は、必ず PCI ボードを搭載しているス□ットのドライパを停止してく 
ださい。ドライバを停止させないとシステムが動作しなくなることがありまず。 

0S 画面上か5デバイスドライバを停止ずる場合 

①[コント□-ルパネル]の[八ードウエアの追力□と削除]を開く。 

[八ードウエアの追力□と削除]ウィザードが起動します。 

③[次へ]をクリックずる。 



風八ードウエアに関する作業の選択で、[デパイスの削除/取り外し]を選択し、[次へ]をクリツ 
クする。 


い-ドウIアのち如と肖齡ウげ-ド 


n - ドウ:!アじ巧する作まの gtt 

A- ドたア(こ聞してどのけミ S 巧いますか？ 


ドウが[こ巧して巧うなまを进巧して [iA] を巧巧してくだ巧、。 
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④削除操作の選択で、[デバイスの取り外し]を選択し、[次へ]をクリックする。 



通取り外すデバイスの選択でデバイスを選択し、[次へ]をクリックする。 




ク 

ェ 

ア 

編 


® デバイスの確認で取り外すデバイスが使用しているドライパであることを磕認して[ホへ]を 
クリックする。 

[八ードウエアの追力□と削除]ウイザードが完了します。 
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⑦ 


[完了]をクリックする。 



(D 電源が ON の状態のまま本装置をラックから引き化ず （180 ページ参照)。 

恩）リアアクセスカバーを取り外し、取り外ず PCI ボードのス □、ソ トを磕認する。 

取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが消なしていることを確認してくださ 
い。 


PCI ホットプラグスイッチでデバイスドライバを停止ずる場含 

①電源が ON の状態のままリアアクセスカバーを取り外し、取り外ず PCI ボードのス□、ソトを磕 
認ずる。 

® 取り外す PCI ボードのス□、ソトじある PCI ホットプラグスイッチを押す。 

取り外す PCI ス□、ソトの PCI ス□、ソト Power ランプが消なしていることを確認してくださ 
い。 


2 . ボードに接続しているケーブルをすべて取り外す。 
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3. タブを押して□ックを解除し、ゆっくりとタブを開いて PCI ボードを取りかず。 


mm 


タブを開く際は、閉じたイ立置か5白0度な上開かないでくださしV無理に開くとタブを破損ずる 
おそれがあ0まず。 



4. PCI ボードをゆっくり本装置内へ差し込 
む。 



八—ドウエア編 
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己.ボードの接続部分がス□ットに磕実に接続ずるようしっかりとボードを押し込む。 

irOira 

うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直してく 
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損ずるおそれがありまずのでま意してくださ 
い。 

• □ングボードを取りがけた際は、ガイドレール上部の□ックでボードを固定してください。 



• PCI ス□ットの間には r インシュレー女」が取りがけられていまず。インシュレークは PCI 
ボードの取りがけ/取り外しの際にボード节搭載済みのボードを保護するためのものでず。 
取りがけ/取り外しの後にインシュレータを正しく取り付けられていること、および正しく 
固をされていることを確認してください。 

6 . PCI ボードを手でしっかりとまえなが6ボードにケーブルを接続する。 

7. タブをゆっくりと閉じてボードを固定ずる。 

8. 取り付けた PCI ボードのス□ットにある 
PCI ホットプラグスイッチを押す。 

PCI ス□、ソト Power ランプが1度点獅した 
後、点财しまず。 

•L 回 

Windows Server 2003 /Windows 2000 
の場合、 OS によって自動的にボードが 
認識されドライバがインストールされ 
ます。 

PCI ボード节 PCI ボードを取り付けたス□、ソトに異常があると PCI ス□、ソト Fault ランプがアン 
パー色に点财します （102 ページ参照)。 
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江 PCI ス□ットカバーを取りがけ、本装置をラック(こ戻ず。 

10. W 下の手順で取り付けた PCI ボードが正常に認識され、動作していることを確認する。 

①[コント□-ルパネル]一[管理、ソール]一[コンピュータの管理]一[デバイスマネージャ]の順 
でデバイスマネージャを起動ずる。 

@ 追力□したボードにカーソルを移動する。 
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③プ□パティの r を般」を表示させて> デバイスの状態が正常に動作していることを巧認する。 


Intel(R) PRO/100 S Server Adapter のブロパテイ 


をお I 說 iffl 設定 I ドライバ1リリ-ス1 

巧山！！ InteKR) PR0/1 00 S Server Adapter 

デパイスの 狼を わトワ-ウア巧：巧 

お话元： Intel 

巧讯： 巧巧7 (PCI バス1 0. デバイス 8. mt 0) 



デバイスの巧用掀兄必： 


にのデバイスをほう(ちさが 


] 


J キ似たル 


PCI ス □、ソ トの位置によって 
表示が異なります。 
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PCI ス□ットのインシュレータ付けがしの際のを意事項 

PCI ス□、ソトのインシュレータを取り外す場合は、装置の電源を OFF して電源コードをコン 
セントか6抜き 、 PCI Express ス□ットのコンデンサにインシュレータを接触させないよう 
を意して取りかしてください。 
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BIOS のセットアップ 


Basic Input Output System ( BIOS ) の設定ちまについて説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをずるときはここで説明する内容をよく理解して、 
正しく設をしてください。 


システム已 1 日 S -SETUP- 


SETUP は本装置の基本八ードウエアの設定を行うためのユーティリティツールでず。この 
ユーティリティは本装置内のフラッシュメモリに標準でインス I -ールされているため、専用 
のユーティリティなどがな<ても実巧できまず。 

SETUP で設定される内容は、化荷時に本装置にとって最も標準で最適な状態に設定してい 
まずのでほとんどの場合1こおいて SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明ず 
るような場合など必要に応じて使用して<ださい。 


• SETUP の操作は、システム管理を(アドミニストレータ）が巧ってください。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることができまず。パスワードには、 
「 SupervisorJ と ruserj の吕つのレベルがありまず。 「 SupervisorJ レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、ずべての項目の変更ができまず。 「 Supervisor 」 の 
パスワードが設定されている場合、 ruser 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
でさる項目が限5れまず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• ここでは特に説明していない項目（メニュ ー) がありまず。これ5の項目は、出荷時の設 
定むがの値(パラメータ）に変更しないでください。これ5の項目の値を変更ずると、本 
装置の動作の保証がでさなぐなるばかりでなぐ、本装置が故障ずるおそれがありまず。 

• 本装置には、最新のバージョンの SETUP ユーティリティがインストールされていま 
ず。このため設定画面が本書で説明しているの客と異なる場合がありまず。設定項目に 
ついては、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い合わせてくださ 
し、。 
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起動 

次の手順に従って SETUP を起動します。 

1. サーバの電源を ON (こずる。 

画面に□ゴが表示されまず (SETUP の設迅こよっては POST の画面が表示されることがありまず。 
しばらくずると次のメッセージ*が画面下に表示されます。 

パターン1: 

Press <F2> to enter SETUP or <F12> to Network 
パターン 2: 

Press <F2> to enter SETUP, <F4> Service Partition, <F12> Network 
または 
パターン 3: 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F12> to Network 

パターン 4: 

Press <F1> to resume, <F2> to enter Setup, <F4> Service Partition, <F12> Network 

* 本装置のが態[こよってメッセージの内容は異なります。 

吕 . <F2> キーを押す。 

SETUP が起動して Main メニューを表示しまず。 

J: 又前に SETUP を起動して Security 項目の設定を変更している塌合には、パスワードを入力する画 
面が表示される場合がありまず。その際には設定したパスワードを入力してください。 

パスワードの入力は、 3 回まで巧えます。 3 回とも誤ったパスワードを入力ずると、本装置は動作 
を停止します（これより先の操作を巧えません）。電源を OFF じしてください。 

■ I ： パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Supervisor 」 で 
は、 SETUP でのすベての設をのが態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
す。 「 User 」 では、確認できる設まや、変更できる設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能じついては、画面下にも 
表示されています）。 


現在表示しているメニューを示す 設定項目 



カーソルキー （ t 、 i ) 

カーソルキー （卜、 一） 
< — >キ ー / く十 >キー 

く Enter 〉 千一 
く £5〇キー 
く F レ丰一 


く卜火キー 
く F10> 丰一 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反质している項目が現在選択さ 
れています。 

Main や Advanced 、 Security . Server 、 Boot 、 Exit などの^ニューを選択します。 
選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サフメニュー（項目の前に「►」がつ 
いているもの）を選択している場を、このキーは無効です。 

選択したパラメータの決定を巧うときに巧します。 

ひとつ前の画面に戻ります。 

SETUP の操作でわか6ないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 < Esc > キーを押すと、元の画面に戻りま 
す。 

現在表示している項目のパラメー女をデフォルトのパラメークに戻します（出荷時の設定 
と異なる場合があります）。 

SETUP の設定内容を保ちし、 SETUP を終了します。 
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設定例 

次にソフトウエアと連係した機能や、システムとして運用するときにあ要となる機能の設 
定例を示します。 

お な Urn 过閣 店 遲 

に SMPRO / ServerA 邑 ent 」 が待つ温度監視機能と連携させる 

「 Server 」 一 「Thermal な ensor 」 一 「 Enabled 」 


に SMPRO / ServerMana 旨 er 」 を使ってネットワーク経由で本装置の電源を制御ずる 

「 Server 」 一 「AOU NK _ HrStayOff 」 

rAdvancedJ^rAdvanced Chipset Control 」 一 「Wake On Lan / PME 」 一 「 Enabled 」 

■: 「Wake On Lan/PME 」 は、オンボードの LAN コントローラ （ 1000BASE-T/100BASE-TX ) で 

I t ント I サポートしています。 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

一 UPS から電源が供給されたら常 I こ電源を ON させる 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Power On 」 

- POWER スイ、ソチを使って 0 FF 1 こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を OFF 
のままにする 

「 Server 」 一 「 AOUNK 」 一 「Last State 」 

一 UPS から電源が供給されても電源を OFF のままじずる 
「 Server 」 一 r AOLINK 」 一 「 StayOffJ 


起動関連 


本装置に接続している起動デバイスの順をを変える 

「 BooU ^ 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示ずる 


「 Advanced 」-> fBoot-time Diagnostic Sc 「 een 」--「 Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Esc > キーを押しても表示させることができまず。 


HW コンソールか5制御ずる 

rServer 」 一 「Console Redirection 」^ それぞれの設ををずる 












プ□セツサ関連 


プ□セッサび縮退した場合に POST をいったん停止ずる 

「 Advanced 」 一 「 Memory/Processor £「「〇「」イ怕1り(停止） 

搭載しているプ□セッサの状態をお認ずる 

fMainJ-^rProcessor Settings 」^ 表示を確認する 

画面に表示されているプ□セ、ソサ番号とベースボード上のソケットの位置は下図のよラに対 
応しています。 



プ□セツサのエラー情報をクリアずる 

「 Main 」--「 P 「 ocesso 「 Settings 」 イ Processor Retest 」--「 Yes 」 
[ ServerJ^rClear FRU LEDJ -^ fYesJ * 

に設定後リブートするとクリアされる。 

* 「 Server 」 一 「FRU LED Feature 」 が 「 Enabled 」 の場合のみ 
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メモリ関連 


DIMM ス□ツト4 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアずる 

「 Advanced 」 イ Memory Conriguration 」 一 「Memory Retest 」 イ Yes 」 
rServerJ^rClear FRU LED 」 一 「 Yes 」* 

に設定後リブートずるとクリアされる。 

が 「 Server 」 一 「FRU LED Feature 」 が 「 Enabled 」 の場合のみ 

メモリミラーリング機能またはメモリ RAID 機能を有効にずる 

「 Advanced」-*fMemory Configuration 」 イ Memory RAS Feature 」 一 「 Mirror 」 もしくは 
「 RAID 」 を選択ずる。 



BIOS レベルでのパスワードを設定ずる 

「 Security 」 一に et Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パ スワー ド ( Supervisor ） 、ユーザーパ スワー ド （ User ) は個別に設定ずることができ 

ます。しかし、ユーザーパスワードを設定した場合は SETUP メニューへのアクセス制限が 

ありまず。 

POWER スイッチおよび SLEEP スイッチの機能を有効/無効にずる 

「 Security 」 一 「Power Switch InhibiU -^ rEnabled 」 （無効） 

「 Security 」 一 「Power Switch Inhibit 」 イ Disabled 」 (有効） 

I H-O 「Power Switch Inhib け」を！ ■ Enabled ! に設定ずると、 POWER スイッチによる ON/OFF 
操作に加え、「強制シャットダウン （30 已ぺージ参照) J も機能しなくなりまず。また、 
SLEEP スイッチも機能しなくなりまず。 

セキュアモードを設定ずる 

「 Security 」 一に ecure Mode 」^ それぞれを設定する 
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メモリが縮退した場合に POST をいったん停止ずる 

「 Advanced 」 イ Memory/Processor Error 」 イ Halt 」(1 旱止 j 

搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認ずる 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一表示を磕認ずる 

画面に表示されている DIMM のソケットの位置は下図のように対応しています。 



DIMM ス□、ソト1 
DIMM ス□、ソト2 
DIMM ス□、ソト3 































が付けデバイス関連 


が付けデバイスに巧ずる設定をずる 

「 Advanced 」 一 「Peripheral Configuration 」 一それぞれのデバイスに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに巧ずる設定をずる 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一それぞれのデバイス I こ対して設定をずる 

八ードウエアの構成情報をクリアずる（内蔵デバイスの取り付け/取りがしの後) 

「 Advanced 」 イ Reset Configuration Data 」 一 「 Yes 」 


PCI ホットプラグ関連 


PCI ボードをホットプラグずる 

rAdvancedJ->-rPCI ConfigurationPlug PCI ControlJ ^ rMinimum / Middle / 
Maximum *」 

* ホットプラグをずる PCI ボードによって設をは異なりまず。をボードの設定値については 
次の表を参照してください。 


N 型番 

ボード名 

設定値 

N 8104 -86 

100 巳 ASE-TX 接続ボード 

Minimum 

N 8104 -103 

1000 巨 ASE-T 接続ボード 

Minimum 

N8104-… 

1000 巨 ASE-TX 接続ボード 

Minimum 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定內容を保巧ずる 

「 Exit 」 イ Exit Saving Changes 」 または 「Save Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄ずる 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 まには 「Discard Changes 」 

Bl 日 S の設定を出荷時の設定にちどず 

「 Exit 」 一 「Load Setup Defaults 」 
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パラメータと説明 

SETUP には大きく目種類の^ニューがあります。 

• Main ^ ニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュ ー 

• S げ V げ；< ニユー 

• Boot ^ —ZL — 

• Exit 六 ニュー 

このメニューの中からサブ六ニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きまず。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラ^ータ、化荷時の設定を 
説明をしまず。 


Main 

SETUP を起動ずると、まずはじめに Main メニューが表示されまず。項目の前に「►」がつい 
ているメニューは、選択してく En おにキーを押すとサブ^ニューが表示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility j 


Svstem Time: 

[ 面 : 19:20] 

Item Specific Help 


System Date: 

[12/24/2001] 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 

Legacy Floppy A: 

[Disabled] 

<Enter> selects field. 

Legacy Floppy B: 

[Disabled] 


Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 


► Primary IDE Master 

[CD-ROM] 


► Primary IDE Slave 

[None] 


► Processor Settings 



Language: 

[English (US)] 



FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


■/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 


Main メニューの画面上で設走できる項目とその機能を示します。 













項 目 

パラメータ 

説 明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設ををします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設ををしまず。 

Legacy Floppy A 

[Disabled] 

1.2MB 51/4" 
720Kb 31/2" 

1.44/1.25MB 31/2" 
2.88MB 31/2" 

フ □ 、ソピーディスクドライブ A の設ををしま 
す。本装置ではドライブ A をサポートしてい 
ないので 「 Disable 」 に設をされていまず。 

Legacy Floppy B 

[^Disabled] 

1.2MB 51/4" 
720Kb 31/2" 

1.44/1.25MB 31/2" 
2.88MB 31/2" 

フ□、ソピーディスクドライブ巳の設ををしま 
す。本装置ではドライブ己をサポートしてい 
ないので 「 Disable 」 に設をされています。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に、設定された時間だけ待ち合わせを巧 
います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 


それぞれのチャネルにお続されているデパイ 
スの情報をサプメニューで表示します。（表 
示のみ） 

Language 

正 nglish(US)] 
French 

German 

Spanish 

Italian 

SETUP で表示ずる言語を表示しまず。 


[]: 出荷時の設定 
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Processor Settings 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を違択ずると、下の画面が表示されます。 



項目については次の表を参照して<ださい。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

「 Yes 」 に設定ずるとプ □ セ、ソサエラー情報をク 
リアします。故障したプ □ セ、ソサを交換した 
いときは、エラー情報をクリアしてくださ 
い。 

Processor Speed Setting 

— 

搭載しているプ □ セ、ソサのク□、ソクスピード 
を表示します ( 表示のみ)。 

Processor 1 CPUID 
Processor 2 CPUID 
Processor 3 CPUID 
Processor 4 CPUID 


プ □ セ、ソサが正常な場合じは。搭載している 
プ □ セッサの ID を表示しまず ( 表示のみ)。プ 
□ セ、ソサが実装されていない場合は 、 「Not 
Installed 」 と表示されまず。また巨 MC によつ 
て Disabled されている場合じは 「 Disabled 」 

と表示されます。 

Processor 1 L2 Cache Size 
Processor 2 L2 Cache Size 
Processor 3 L2 Cache Size 
Processor 4 L2 Cache Size 


搭載しているプ □ セ、ソサの L2 キャッシュサ 
イズを表示します ( 表示のみ）。 

Processor 1 L3 Cache Size 
Processor 2 L3 Cache Size 
Processor 3 L3 Cache Size 
Processor 4 L3 Cache Size 

- 

搭載しているプ □ セ、ソサに L3 キャッシュが 
存在する場合、そのサイズを表示します(表 
示のみ）。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

有効 (Enabled) に設定ずると、 ACPI モード 
において Hyper-Threading Technology を 
使用しまず。また、 0S からはプ □ セ、ソサの 
数が実際に搭載されている数の倍の表示[こな 
りまず。なお、 Hyper-Threading 
Technology は 、 Windows 2000 Server/ 
Advanced Server では動作保証外でず。 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

Execute Disable Bit 

[Disabled] 

Enabled 

プ □ セ、ソサの Execute Disable Bit の有効/無 
効を設をしまず。 

Intel(R) Virtualization 
Technology 

[Disabled] 

Enabled 

プ □ セ、ソサが Inte 惊 Virtualization 

Technology をサポートしている場合のみ表 
示されまず。 

Intel® Virtualization Technology の有効/無 
効を設ちしまず。 

この設定を変更した場合には、システムを 
DC-0 けすることが必要でず。まず 「 Exit 」 一 
「Exit Saving Changes 」 を実行し、いったん 
システムを再起動してくだきい。その後 
POST 画面が表示されたら、システムを DC- 
Off してください。 

Echo TPR 

[Enabled] 

Disabled 

N8 100-1 149 の場合のみ表示されます。 

Echo TPR の有効 / 無効を設をします。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニユーが表示されます。 

項目の前 I こ」がついているメニューは、選択してく Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されまず。 


Advanced 


Setup Warning 

settinff items on this menu to incorrect 
values may cause your system to malfunction 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuration 

► Advanced Chipset Control 


Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 

Reset Configuration Data: 

[No] 

NumLock; 

[Off] 

Memory/Processor Error: 

[Boot] 


FI Help T , Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - --> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


Item Specific Help 


Additional setup menus 
to configure Memory 
devices. 




項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[^Disabled] 

Enabled 

起動時の自己診断 (POST) の実ち画面を表示 
させるか、表示させないかを設定しまず。 
「 Disabled 」 に設をすると、 POST の間、 
「 NEC 」 □ ゴが表示されます。（ここでく Esc> 
キーを押ずと POST の実行画面(こ切り誓わり 
まず。） 

「Console Redirection 」 が設走きれた場合は 
無条件に 「 Enabled 」 じ設走されます。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data (POST で記懦している 
システム情報）をクリアずるときは 「 Yes 」 に 
詰をしまず。本装置の起動後(ここのパラメー 
夕はじ切り替わります。 

NumLock 

On 

[Off] 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
をします。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST を実行中、プ □ セ、ソサまたはメモリの 
エラーが発生した際に POST の終わりで 
POST をいったん停止するかどうかを設定し 
ます。 「 Server 」 メニューの 「POST Error 
Pause 」 が 「 Enabled 」 に設定 : されていても、 
この項目が r 巨 oot 」 じ設定されているときに 
は、プ □ セ、ソサまたはメモリのエラーが発生 
した際に POST の終わりで停止しません。 


[]： 出荷時の設定 



















Memory Configuration 

Advanced^ ニューで 「Memory Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されま 
ず。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 



FI Help i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit トー Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

DIMM Group #1 - #8 Status 

Normal 

Not installed 
Disabled 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 

「Not Installed 」 はメモリが取り付けられてい 
ないことを示しまず ( 表示のみ）。 

画面に表示されている DIMM Group 番号に対 
するベースボード上の DIMM ソケットについ 
ては、 158 ページを参照してください。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

「 Yes 」 じ設をずると、メモリのエラー情報を 
クリアします。巧障した （「 Disabled 」 と表示 
された）メモリを交換したときは、エラー情 
報をクリアしてください。 

Extended RAM Step 

1MB 

1KB 

Every Location 
[Disabled] 

メモリのテストを実施するかどうかを設定し 
ます。 

Online Spare Memory 

[Disabled] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能を有効にするた 
めには 「 Enabled 」 じ設定 : ずる'必要がありま 
す。 


< 夕ぺージへ続く〉 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

Memory RAS Feature 

[Normal] 

Mirror 

RAID 

メモリの構成を設ちしまず。メモリミラーリ 
ング機能を有効 [ こずる場合には 「 Mir の「」に設 
をしてください。また Memory RAID 機能を 
有効にずる塌合には 「 RAID 」 じ設定してくだ 
さい。各機能の詳細については 1 目 2 ページを 
参照してください。 

Hot-Add Memory Support 

[Disabled] 

Enabled 

Windows Server 2003 Enterprise Edition 
または Datacenter Edition の場合、 Hot-Add 
Memory 磯能を使用するか否かを設定しま 
ず。 「 Enabled 」 じ設をすると Hot-Add 
Memory 機能を使巧することができます。 


[]: 出荷時の設定 
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PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択ずると、 W 下の画面が表示されまず。そ 
れぞれを選択ずるとサブメニューが表示されます。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Hot-plug PCI Control 


Additional setup 



menus to configure 

► Embedded SCSI 


Hot-plug PCI. 

► Embedded NIC (Dual Gbit) 


► Embedded Video Controller 


PCI Slot 1Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 2 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 3 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 4 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 5 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 6 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 7 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 8 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 9 Option ROM 

[Enabled] 



FI Help i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -—‘ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

PCI Slot 1 〜 9 Option ROM 

[Enabled] 

Disabled 

PCI バスに接続されているデバイス（ボード） 

じ搭載されている团 0S の有効/無タカを設をし 
まず。 


[] ： 出荷時の設定 : 


H-O PCI スロット#3~#9に PCI 力ードを搭載した場合、この PCI 力ードか 50S プートを行わ 
ず内蔵 A- ドディスクドライブの OS か5ブートさせるためには、 PCI 力ードを搭載したス 
□ットに巧応ずる本項目 （PCI Slot X Option ROM) を [Disabled] に設定ずる必要びあり 
まず。 


八—ドウエア編 
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Hcrt-plu 呂 PCI Control 

PCI Configuration サブメニュ ー TTHot-plug PCI Control 」 を選択すると、と又下の画面が表 
示されまず。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


Ho い plug PCI Control 

Item Specific Help 

Reservinp memory snare for PHP: 

Determines memory space 
at every empty slot 
for PHP(PCI Hot Plog). 

Reserved memory space is 

[Disabled] 

None 

[Minimum] 

6( 2+4) MB 
[Middle] 

48(16+32) MB 
[Maximum] 

96(32+64) MB 


FI Help ‘， Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit --*■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Reserving memory space 
for PHP 

[Disabled] 

Minimum 

Middle 

Maximum 

PCI 力ードを搭載していなし '' PCI ス□ットじ 
対して PCI ホ、ソトプラグのために予約する 

PCI メモリサイズを設ちしまず。 


[]： 出荷時の設を 


两-〇 本項目を Disable に設定した場合と、 Disabled 巧に設定した場合とで、各 PCI ス□ット 
(PCI バス）のバスき号が変化しまず。 

プ□グラムの再セツトアップ等び必要となる場合がありまずのでごを意ください。 
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Embedded SCSI/Embedded N に / Embedded Video Controller 


PCI Configuration サブメニューで上記のメニューをそれぞれ選択ずると、以下の画面が表 
示されまず ( W 下は 、 「Embedded SCSI 」 を選択した場合の;<ニューです）。 



Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Slot 1 

Item Specific Help 

SCSI Controller: riDTHniWl 

Option ROM Scan: [Enabled] 

Disables/enables the 

on-board SCSI 

controller. 


FI Help t I Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -■ - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

SCSI Controller 

LAN Controller 

VGA Controller 

[Enabled] 

Disabled 

巧蔵の SCSI コント □- ラ、 LAN コント □- 
ラおよび Viedo コント □ ーラの有巧/無効を 
設をしまず。 

Option ROM Scan 

[Enabled] 

Disabled 

をコント□ーラの团 0S 展扇の有効/無タカを設 
定します。なお、 VGA Controller じはこの 

I 頁目はありません。 


[]： 化荷時の設定 
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Peripheral Configuration 

Advanced メニュ ー TTPeripheral Configuration 」 を選択ずると、 W 下の画面が表示されま 
ず。 


Phoenix BIOS Setup Utility 

Advanced 


Peripheral Configuration 

Item Specific Help 

Serial port A: 

riuTfV ， 历 li 

Configure serial port A 

Base I/O address: 

[3F8] 

using options: 

Interrupt: 

[IRQ 4] 


Serial port B: 

[Enabled] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8] 

No configuration 

Interrupt: 

[IRQ 3] 


Parallel port: 

[Enabled] 

[Enabled] 

Mode: 

[ECP] 

User configuration 

Base I/O address; 

[378] 


Interrupt: 

[IRQ 7] 

[Auto] 

DMA channel: 

[DMA 1] 

BIOS or US chooses 

configuration 

PS/2 Mouse 

[Enabled] 


USB Controller: 

[Enabled] 


Legacy USB Support: 

[Enabled] 



FI Help t , Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次ページの表を参照してください。 

M-0 害 IJ り込みやべ一刀/0アドレスが他と重複しないようにミち意してください。設定した値び他 
胃司の U ソースで使巧されている場合は黄色の「*」び表示されまず。黄色の「*」び表示されて 
いる項目は設定し直してください。 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効/無効を設定しま 
す。 

Base I/O Address 

[3F8] 

2F8 

3E8 

2E8 

シリアルポート A が有効 （ [Enable]) の塌含、 
ペースアドレスおよび割り込みを設定しま 
す。シリアルポート A が [Disable ] の時には表 
示されません。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 


Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート巨の有効/無効を設ちしま 
す。 

Base I/O Address 

3F8 
[2F 引 

3E8 

2E8 

シリアルポート巨が有効 （ [Enable]) の攝合、 
ペースアドレスおよび割り込みを設定しま 
ず。シリアルポート巨がに isable ] の時には表 
示されません。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 


Parallel Port 

Disabled 

[Enabled] 

パラレルポートの有効 / 無巧を設ちしまず。 

Mode 

Output only 
Bi-directional 

EPP 
正 CP] 

パラレルポートの動作モードを設定しまず。 
パラレルポートが [Disable ] の時には表示さ 
れません。 

Base I/O Address 

〔 37 引 

278 


Interrupt 

IRQ 己 
[IRQ 7] 


DMA channel 

〔DMA 1] 

DMA 3 


PS/2 Mouse 

Disabled 

[Enabled] 

PS/2 マウスの有効 / 無効を設定します。 

USB Controller 

Disabled 

[Enabled] 

USB コント □ ーラの有効/無効を設をしま 
す。 

Legacy USB Support 

Disabled 

[Enabled] 

US 巨を正まじサポートしていない 0S でも 

US 巨キーボードが使用できるようにずるかど 
うかを設をします。 


[]: 化荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 


Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、次の画面が表示されま 
ず。 



Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

► PCI Device 


Additional setup 
menus to configure 

Multimedia Timer: 

[Disabled] 

PCI Devices. 

Wake On LAN/PME: 

[Disabled] 


Wake On Ring; 

[Disabled] 


Wake On RTC Alarm: 

[Disabled] 



F1 Help t I Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -—- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Multimedia Timer 

[Disabled] 

Enabled 

使用している os が HPET 機能をサポートし 
ている場合、 「 Enabled 」 じ設ちずることに 
よって機能を有効じできます。 

Wake On LAN/PME 

[Disabled] 

Enabled 

ネットワークを介したリモートパワーオン機 
能の有効 / 無効を設定しまず。 

机 ake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポートをかしたリモートパワーオン 
機能の有効 / 無効を設定しまず。 

机 ake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

RTC アラームじよるリモートパワーオン機能 
の有効 / 無効を設定しまず。 


[]： 出荷時の設を 
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PCI Device 


Advanced : < — =l—(D[ Advanced Chipset Control 」 で 「PCI Device 」 を選択ずると、 W 下の 
画面が表示されまず。 




F1 Help * i Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

PCI IRQ line 1- 5 

PCI IRQ line 8 

Disabled 
[Auto Select] 

3 

4 
己 

6 

7 

9 

10 

11 

12 

14 

15 

PCI バスにある割り込み信号をどの IRQ リク 
エストに割り当てるかを設をします。 
パラメータの [11] は [Server] メニューの 
[BMC IRQ ] で設をされていないときのみ選 
おできまず。 


[]： 化荷時の設定 
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Security 

力ーソルを rSecurity 」 の位置に移動させると、 Security ^ ニューが表示されます。 


User Password を登録して 
いるときのみ選択できる。 


User Password を登録して 
いるときのみ選ができる。 




Phoenix BIOS Setup Utility 
Security 




Item Specific Help 

User Password Is: 

Clear 


Supervisor Password Is 

Clear 


Set User Password 

[Enter] 

Superviosor Password 

Set Supervisor Password 

リの历 1 

controls access to the 



setup utility. 

— Password on boot: 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Secure Mode Timer: 

[Disabled] 


Hot Key (CTRL+ALT+): 

[L] 


Secure Mode Boot; 

[Disabled] 


Video Blanking 

[Disabled] 


Floppy Write Protect: 

[Disabled] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter > キーを押す 
と]:又下のような画面が表示されます(画面は rSet Supervisor Password 」 を選択したときの 
画面です）。 

ここでパスワードの設定を行います。パスワードは7文字じ(内の英数字および記号でキー 
ボードから直接入力します。 



Phoenix BIOS Setup Utility 





• OS のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守ヴービス会社にお 
問い合わせください。 
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各項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Set User Password 

7 义字までの英数字 

く Ente 「> キーを押ずとユーザーのパスワード 
人力画面になりまず。このパスワードでは 
SETUP メニューへのアクセスが制限されま 
す。 

Set Supervisor Password 

7文字までの英数字 

< Enter > キーを巧すとスーパーバイザのパス 
ワード人力画面じなりまず。この設定は、 
SETUP を起動したときのパスワードの入力 
で 「 Supervisor 」 で□グインしたときのみ設を 
できます。 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

ブート時(こパスワードの入力を行う/巧わな 
いの設定をしまず。ユーザパスワードを設定 
する必要がありまず。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

[Write Protect ] に設をすると、八ードドラ 
イブの boot sector を書き込み禁止に設定ず 
ることじよりウィルスから保護します。 

Secure Mode Timer 

[ Disabled ] 

1 minute 

2 minutes 
己 minutes 

10 minutes 

20 minutes 

60 minutes 

120 minutes 

キーボードやマウスからの入力が途絶えて 
か 6 Secure Mode に入るまでの時間を設定 
します。 

Hot Key ( CTRL + ALT +) 

[ L ] 

Z 

Secure Mode を起動させるキーを設をしま 
ず。 < Ctrl > キーとく AI わキーを押しながら設 
をしたキーを押ずと Secure Mode が起動し 
ます。 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

本装置の起動時に Secure Mode 
で起動させるかどうかを設をします。 
[ Enabled ] じ設をすると POST 中に Secure 
Mode じ入ります。 

Video Blanking 

[ Disabled ] 

Enabled 

Secure Mode (こ入った時にモニタ画面を非 
表示(こするかどうか設をします。 

Floppy Write Protect 

[ Disabled ] 

Enabled 

Secure Mode の間、フ □、ソ ピーディスクド 
ライブに セッ トしたフ □、ソ ピーディスクへの 
書き込みを許可するか禁止ずるかを設ちしま 
ず。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

P 0 附 ER スイッチの機能の有効/無効を設定 
します。正 nabled ] じ設定ずると 、 POWER 
スイッチで電源を OFF できなくなりまず（強 
制シャットダウン （ POWER スイッチを4秒と_^ 

上押して強制的(こシャットダウンさせる機 
自 g ) も含む）。また、 SLEEP スイッチを押し 
ても省電カモードへ移行できません。 


[]: 出荷時の設定 
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Secure Model こ O し、て 


Secure Mode は、ューザーパスワードを持つ利用者 J : 心卜からのアクセスを制御ずるモー 
ドでず。 Secure Mode を解除ずるまで POWER スイ、ソチや SLEEP スイ、ソチ、 RESET ス 
イッチ、およびキーボード、マウスは機能しません D Secure Mode 中、サーバのキー 
ボード上のランプが ScrollLock ランプ、 CapsLock ランプ、 NumLock ランプの順 I こ点滅 
しまず。 


Secure Mode の状態にあるサーバを通常の状態に戻すには、キーボードからユーザーパ 
スワードを入力してく En 1; er > キーを入力してください。 
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Server 


力ーソルを！ " Server 」 の位置 l こ移動させると、 Servers ニューが表示されます。 

Server メニューで設定できる項目とその機能を示しまず 。 「System Management 」 と 
「Console Redirection 」 は選択後、く Ente にキーを押してサブメニューを表示させてから設 
定します。 


「 Phoenix BIOS h 


Setup Utility 


► System Management 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 


Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 

FRB-2 Policy: 

[Disable BSP] 

Boot Monitoring: 

[5 Minutes] 

Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3 times] 

Thermal Sensor: 

[Enabled] 

BMC IRQ; 

[IRQ in 

POST Error Pause; 

[Enabled] 

AC-LINK 

[Last State] 

Power ON Delay Time 

[ 0] 

FRU LED Feature: 

[Enabled] 

Clear FRU LED: 

[No] 

Platform Event Filtering: 

[Enabled] 


Item Specific Help 


Additional setup menu 
menu to view Server 
management features. 


FI Help 
Esc Exit 


t i 


Select Item 
Select Menu 


■/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FIO Save and Exit 


さ■項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[EnabI 幻に設ちずると， PCI バスパリティエ 


[Enabled] 

ラー (PERR) 横化を有効じし、エラー発生時 
じは NMI として通巧きれます。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[EnabI 幻に設をすると， PCI バスシステムエ 


[Enabled] 

ラー (SERR) 横化を有効じし、エラー発生時 
じは NMI として通巧されまず。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 

巨 SP で FRB-2 エラーが発生した場含、プ日 


[Disable BSP] 

セッサを Disabled] じするかしないかを設 


Do Not DisabI BSP 
Retry 3 Times 

定:します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

起動時のブート監ネ見の機能タイマの有効/お 


己 minutes 

効を設定します。 [Disabled]^ 外を選択ずる 


10 minutes 

と，タイマが有交力じなりまず。なお，この機 


15 minutes 

能を使用ずる場含は、 ESMPRO/ 


20 minutes 

Server Agent をインストールしてください。 


25 minutes 

ESMPRO/ServerAgent をインストールして 


30 minutes 

いない OS か5起動する場合には、この機能 


35 minutes 

を無効じして<ださい。 


40 minutes 

ARCServe で Disaster Recovery Option を 


45 minutes 

使用する場含は、 [Disabled] じしてくださ 


50 minutes 
己己 minutes 

60 minutes 

い。 


<ホページに続<> 
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項 目 

パラメータ 

説 明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 
Retry Service Boot 
Always Reset 

プート監視禮能を有効(こした場合に表示され 
まず。ブート監視時にタイムアウトが発生し 
た場合の処理を設をしまず。 

[Retry 3 times] じ設をずるとタイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、 OS ブート 
を3◎までリトライします。3回目にブート 
を失敗ずると、サービスパーティションか6 
ブートを試みまず。 

[Retry Service 己 00 1] に設をずるとタイム 
アウト発生後にシステムをリセットし、 0S 
ブートを3◎までリトライしまず。その後、 
サービスパーティションからのブートを3回 
試みまず。 

[Always Reset] に設定!するとクイムアウト 
発生後にシステムをリセットし、 0S ブート 
のリトライを繰り返しまず。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設ちしま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

巨 MC 割り込みの IRQ を設をします。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実ち中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設をします。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC-LINK 機能を設定しまず。 AC 電源が再度 
供給されたときの本装置の電源の状 
態を設ちします(下表参照)。 

Power ON Delay Time 

[01-255 

AC-LINK の設をが 「Power On」 もしくは 
「Last State」 の場合に、 DC-on の遅延時間を 
設定しまず。 

FRU LED Feature 

Disabled 

[Enabled] 

「Enabled」 に設をずると、システムで異常を 
横化した場合に、その発生箇所を特走ずるた 
めのエラーランプを点なさせることができま 
ず。 

Clear FRU LED 

[No] 

Yes 

「Yes」 に設定後リブートすると、発生箇所を 
特定ずるためのエラーランプを消なさせま 
ず。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[Enabled] 

巨 MC の通報機能を設定します。 


[]: 出荷時の設定 


「 AC-LINK 」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になってから再度電源が供給されたときの動作 
を次の表に示しまず D 


AC 電源 OFF の前の状態 

STb み 

巧定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 (DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制シャツトダウン* 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒 W 上押し続ける操作です。強制的に電源を OFR こします。 
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System Management 

Server メニュ ー TTSystem Management :」 を選択しく Ente 「> キーを押ずと、以下の画面が表 
示されます。 


Phoenix BIOS Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version: 

6.0.XXXX 


Board Part #: 

243-xxxxxx 


Board Serial #: 

xxxxxxxxxxx 


System Part #: 

[8100-xxxx] 


System Serial #: 

xxxxxxxxxxx 


Chassis Part #: 

243-xxxxxx 


Chassis Serial #: 

xxxxxxxxxxx 


BMC Device ID: 

22 


BMC Device Rev: 

01 


BMC Firm 胖 arc Rev: 

OO.xx 


SDR Rev: 

SDR Version xx.xx 


PIA Rev: 

xx.xx 


ARM MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



FI Help t I Select Item ■/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit --► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Version 

- 

システム BIOS のパージョンを表示します。 

Board Part # 

- 

ペースボードの情報を表示します。 

Board Serial # 

- 

System Part # 

- 

システムの情報を表示しまず。 

System Serial # 

- 

Chassis Part # 

- 

匿体の情報を表示します。 

Chassis Serial # 

- 

BMC Device ID 

— 

巨 MC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ)の情報を表示します。 

BMC Device Rev 

- 

BMC Firmware Rev 

- 

SDR Rev 

— 

SDR (センサ装置情報)のレビジョンを表示し 
ます。 

PIA Rev 

- 

円 A のレビジョンを表示します。 

ARM MAC Address 

— 

管理 LAN 用ポートの Default DNS 
(Hostname) を表示しまず。 


[]： 化荷時の設定 
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Console Redirection 


Servers ニュ ー TTConsole Redirection 」 を選択しく Enter > キーを押すと、下の画面が表 
示されまず。 


Phoenix BIOS Setup Utility 



項目については次の表を参照して < ださい。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

コンソールリダイレクションで使用ずる I/O 
ポートのアドレス / 割り込みを設ちしまず。 
に 6 「枯 1 Port A 」 または 「Serial Port 巨」を選択 
ずると、 Advanced メニューの Peripheral 
Configuration「Serial Port A」、「Serial 
Port 目」で選択されているアドレス/割り込み 
を使用しまず。 

に isable 州を選択ずると、コンソールリダイ 
レクション機能が無効じなります。 

ACPI Redirection Port 

に isabled] 

Serial Port A 

Serial Port 巨 

ACPI へ、ソドレスコンソールリダイレクション 
で使用する I/O ポートのアドレス/割り込みを 
設定します。 [Disabled] を選択ずると、コンソー 
ル リ ダイレクション機能が無効じなります。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 

57.6K 

115.2K 

接続ずる HW コンソールとのインタフェース 
に使用ずるポーレートを設をしまず。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[CTS/RTS] 

CTS/RTS+CD 

フ □ 一おおの方法を設をしまず。 

Console Type 

PC ANSI 
[VT100+] 

VT-UTF8 

コンソールタイプを選択しまず。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

リモートコンソールか 6 のリセ ' ソトの有効 / 

おタカを設定します。 
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Event Log Configuration 

Servers ニューで 「Event Log Configuration」 を選択しく En1;er> 丰一を押ずと、 W 下の画面 
が表示されまず。 



Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear All Event Log: [Press Enter] 

The system event log 
will be cleared if selecting 
"Yes". 


F1 Help t , Select Item -/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit -• •- Select Menu Enter Execute Command FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項 目 

パラメータ 

説 明 

Clear All Event Log 

— 

く Ente 「 > キーを押し、 「 Yes 」 を選択ずるとシ 
ステムイベント □ グが初期化されまず。 


[]： 化荷時の設定 
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Boot 


力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると，起動順位を設走する Boot メニューが表示されま 
す。 



本装置は起動時にこのメニューで設走した順番にデパイスをサーチし、起動ソフトウエアを 
見つけるとそのソフトウエアで起動します。 

< t >キー/< i >キー、<十>キー/<一>キーでブートデバイスの優先順位を変更できます。 
をデバイスの位置へ< t >キー/< i >キーで移動させ、<十>キー / <一>キーで優先順位を変 
更できまず。 

I M-0 EXPRESSBUILDER を起動ずる場合は、上図に示ず順扭こ設定してください。 














Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 
このメニューのをオプションについて以下に説明します。 

「 Phoenix BIOS Setup Utility 


Advani 



Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS 坏揮発性六モリ）内に保存して SETUP を終わらせる時に、こ 
の項目を選択しまず。 Exit Saving Changes を選択ずると、確認の画面が表示されます。 
ここで、 r 丫が」を違択ずると新たIこ選択した内容を CMOS 内に保存して SETUP を終了し、本 
装置は自動的にシステムを再起動しまず。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS 坏揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせたい時 
1こ、この項目を選択しまず。 

ここで、 「Yes」 を選択ずると変更した内容を CMOS 坏揮発性メモリ）内に保をせずに SETUP 
を終了します。 SETUP の内容を変更している場合には植認メッセージが表示されます。 
ここで、「N0」を選択ずると、変更した内容を保をしないで SETUP を終わらせることができ 
ます。 r 丫 es」 を選択ずると変更した内容を CM 日 S 内に保ちして SETUP を終了し、本装置は自 
動的にシステムを再起動します。 

Load Setup Defaults 

SETUP のずベての値をデフォルト値(化荷時の設定)に戻したい時に、この項目を選択しま 
す。 Load Setup Defaults を選択ずると、磕認の画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択ずると、デフォルト値じ戻ります。 「No」 を選択ずると Exit メニューの 
画面に戻りまず。 
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Save Custom Defaults/Load Custom Defaults 

お客様の SETUP パラメータの設をを一時的に CMOS に保存する場合 、 Save Custom 
Defaults を逞がします。また> ここで保をした設定を□—ドずる場合じは 、 Load Custom 
Defaults を選択します。 


Discard Changes 

新たに CMOS に値を保をずる前に今回の変更をと J 前の値に戻したい場合は、この項目を違択 
しまず。 

ここで、 「 Yes 」 を逞択ずると、じ(前の値に戻ります。「 N0 」を逞択すると Exit メニューの画面 
に戻りまず。 

Save Changes 

S 口 UP を終了せず、新たに逞択した内容を CMOS 坏揮発性メモリ）内に保をする時に、こ 
の項目を違択します。 

ここで、 「 Yes 」 を逞択すると CMOS 坏揮発性メモリ）内に保存しまず。「 N0 」を違択ずると 
Exit メニューの画面に戻ります。 
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ディスクアレイコンフィクレーシヨン 

〜 MegaRAID® Configuration Utility 〜 

MegaRAID _ Configuration Utility は、標準装備のディスクアレイ機能（オンボード RAID 機能）を使用し 
て> 内蔵の八ードディスクをディスクアレイ構築ずるための詳細な設を-制御を巧うためのソフトウエア 
です。 


使用上の注意 


ユーティリティを使用して正しく本装置のディスクアレイを構築するためにじ(下のことじを 
意してください。 

• オンボード RAID 機能は，次の3つの機能および RAID 1のスパンをサポートしていまず。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 日 

ストライピング 

無し 

デー女読み書きが最ち高速 
記憶容量が最大 

記憶容量 - Disk 容量 X Disk 台数 

RAID1 

同じデータを 2 台の八ードディ 
スクドライプにそれぞれ書き 
込む（ミラーリング） 

有リ 

八ードディスクドライブが 2 台必要 
記憶容量 - Disk 容量 X Disk 台数の V2 

RAID 己 

データおよび冗長データのス 
トライピング 

有リ 

八ードディスクドライブが 3 台以上必要 
記憶容量 二 Disk 容量 X (Disk 台数 - 1) 

RAID 1 の 

スパン 

データのストライピングとミ 
ラーリング 

有リ 

HDD は 4 台必要 

記憶容量二 Disk 容量ぶ isk 台数の 1/2 
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RAIDO 


データをを八ードディスクドライブへ r ストライピング」で分割して記録しまず。ス 
トライピングは八ードディスクドライブにデータを記録するときに一定の規則を持 
たせる技術です。データは各八ードディスクドライブへ分割して記録されます。國 
ではストライプ1の151<1)、ストライプ2の isk 2)、 ストライプ3の isk 3) ....というよう 
にデータが記録されます。すべての八ードディスクドライブに対して一括してアク 
セスできるため、八ードディスクドライブを単体で使用しているときと比較してディ 
スクアクセスの性能を向上させることができます。 

w-oira 

RAIDO はデータの冗長性びありません。 A - ドディスクドライブび故障ずるとデータの復 

旧びでさません。 


ディスクアレイコント□-ラ 







八ード 
ディスク 
ドライブ 
' -^ 


ハード 
デイスク 
ドライフ 

<--> 


八ード 
ディスク 
ドライフ 

^- J 


ストライプ1 


ストライプ2 


ス トライプ3 




ストライプ4 


ストライプ日 


ストライプ6 


RAID! 


1つの八ードディスクドライブに対してちラ1つの八ードディスクドライブへ同じ 
データを記録するち法です。このち法を「ミラーリング」と呼びます。1台の八ード 
ディスクドライブにデータを記録するとき、同時に別の八ードディスクドライブに 
同じデータが記録されまず。使用中の一方の八ードディスクドライプが故障したと 
きに同じ内容が記録されているもう一ちの八ードディスクドライブを代わりとして 
使用することができるため、システムをダウンすることなく運用できまず。 


ディスクアレイコント□-ラ 







八ード 


八ード 

ディスク 


ディスク 

ドライブ 

-^ 


ドライブ 
^- ' 


ストライプ1 


ストライプ1 



ストライプ2 


ストライプ2 















































RAIDS 









八ード 
ディスク 
ドライブ1 

- 


ノ、ード 
ディスク 
ドライブ2 

^ - ^ 


八ード 
ディスク 
ドライブ3 

^-^ 


八ード 
デイスク 
ドライブ4 

^- ^ 


ストライプ 1 


ストライプ 3 


ストライプ日 


ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ5 


RAID1- 


ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ5 


ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ5 


RA。！- 


RADO 


データは RAIDO と同様にを八ードディスクドライプへ r ストライピング」で分割して 
記録されます。 RAID 5 はパリティ（冗長データ）をを八ードディスクドライブへ分散 
して記録しまず。これを r 分散パリティ」と呼びまず。分散パリティではを八ードディ 
スクドライブのストライプで区切られた1列のをストライプサイズのうち、1つが順 
番にパリティ部としてあわれます。データはストライプ1、ストライプ2、そして生 
成されたパリティというように記録されまず。パリティ部として割り当て6れる容 
量は RAID 已で構成した八ードディスクドライブの1台分となります。構成された八一 
ドディスクドライブのラち、1台が故障しても、問題なくデータが使用可能です。 




f - '•V 



ハード 

ディスク 

ドライブ 

^ - ^ 


八ード 
ディスク 
ドライフ 

^-^ 


ノ\-ド 

ディスク 

ドライブ 

^-^ 


- RAID 1 のスパン 

RAID 1のスパンは RAIDO および RAID 1の組み合わせです。データをを八ードディス 
クドライブへ r ストライピング」で分割し r ミラーリング」で記録します。 


「 


I 


ディスクアレイコント□-ラ 


ディスクアレイコント□ーラ 


パリティ（1,2) 


ストライプ1 


ストライプ2 




ストライプ3 


パリティは 4) 


ストライプ4 




ストライプ5 


ストライプ目 


パリティ（日ぶ 
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本装置のオンボード RAID コント□ー ラに接続ずる八ードディスクドライブを単体ディス 
クとして使用していただく際には、本ューティリティを用いて単体ディスクに対し， 
RAID 0のコン フイグレーシヨ ン設をを実施してください。 


• ディスクアレイのアレイ構成を構築•変更した後は、コンフィグレーション情報のバッ 
クアップをとってください。バックアップは ， Power Console 円 US で作成できます。 
Power Console 円 us については、 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM にあるオンラインド 
キュメント 「Power Console Plus ユーザーブマニュアル」を参照してください。 

• コンシステンシチェックは RAID 5または RAID 1の場合のみ実行可能です。コンシステ 
ンシチェ、ソクには次の3つの方法がありまず。 

一このユーティリティを使った方法（この項の説明を参照） 

- 0 S 起動後に〕マンドプ□ンプトからのスケジュール実行 （「 EXPRESSBUILDER 」 
CD - ROM にあるオンラインドキュメント 「Power Console Plus ユーザーズマニュア 
ル」またはオプションボードに添付の説明書を参照してください） 

- Power Console 円 us を使った方法 tEXPRESSBUILDER 」 CD - ROM にあるオンライ 
ンドキュメント 「Power Console Plus ユーザーズマニュアル」を参照してくださ 
し)）。 

• 故障した八ードディスクドライブを交換し、正常なディスクの状態に戻ず「リビルド」 
は、このユーティリティじ(タトに Power Console P lus を使ってもできまず 
(「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM にあるオンラインドキュメント 「Power Console 円 us 
ユーザーズマニュアル」を参照してください）。 

• 八ードディスクドライブベイに r スタンバイディスク」を設定しておくと、八ードディス 
クドライブが巧障したときに自動でスタンバイディスクを使ったリビルドが機能しま 
す。ただし、あ6かじめスタンバイディスクとしての設をが企、要です（設走する八ード 
ディスクドライブは同一容量、同一回お数のものを使用してください）。 

• このユーティリティでは八ードディスクドライブの状態を次のように表示します。 

一 READY 通電状態でコンフィグレーションされる前の状態 

一 ONLIN 适電状態で正常に動作でき、パックの一部として構成されている状態 

- HOTSP 通電状態でホットスペア用ディスク（スタンバイディスク）の状態 

一 FAIL ディスクアレイコント□-ラによって不良ディスクと判断されている状態 

- REBLD リビルド中の状態 
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Configuration Utility の起動 


MegaRAID Configuration Utility の起動方法をじ(下に示します。ユーティリティは1/〇ボー 
ドにある RAID コント□-ラの BIOS に格納されており 、 Power On Self-Test ( POST ) 中 I こ 
起動します。 

MegaRAID Configuration Utilitv ①起動 


本装置の電源を ON した後、次に示ず画面が表示された時に、く Esc> キーを押ず。 
POST の画面が表示されまず。 



吕 . POST 画面で、 W 下の表示を確認したら、 <Ente 「 > キーを押す。 
MegaRAID Configuration Utility が起動しまず。 


LSI MegaRAID BIOS Version XXX (Build XXX XX XXXX) 
Copyright(c) 2005 LSI Logic Corp. 

HA-X (Bus XX Dev XX) MegaRAID SC 別 320-2E 
Standard FW XXXX DRAM = 256MB (SDRAM) 

Battery module is present on adapter 
Channel-0 ID-14 - - XXX XXXXX 

Channel-1 ID-14 - - XXX XXXXX 

X Logical Drive(s) found on the host adapter. 

X Logical Drive(s) handled by BIOS 

Press <Ctrl> <M> or く Enter〉to Run Config Utility 

Or Press <Ctrl> <H> for WebBIOS 


I チェック I 

く Ct 「 l><H> が点減しますが、 <CTRL>+ く H> キーは押さないでください。 
万一、誤って押した場合は、 POST 終了後 ( こ、机 ebBIOS が起動します。 
机 ebBIOS 起動後、画面ち上の rControl-M 」 をクリ、ソクしてください。 
MegaRAID Configuration Utility が起動します。 
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MegaRAID Configuration Utility TOP メニユ ー （Management Menu ) 画面 


MegaRAID BIOS Confug Utility (xx-xx) Ver,xx mmm dd, yyyy Standard Adapter-** 


— Management Menu 

Configure 

Initialize 

Objects 

Format 

Rebuild 

Check Consistency 
Select Adapter 


Configure Logical Drive (s) 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


故障等により I / O ボードを交換した場合は、オンボード RAID の構成情報は、八ードディスクド 
ライブに保をされている構成情報が I / O ボード上(こパックアップされます。 

このため、 I / O ボードを交換ずる際は八ードディスクドライブの構成/接続を蛮要しないでくだ 
さい。また、 SCSI の接続方法も交換前と同じ接続をしてください。 

万一の場合に備えて、必ずフ□、ソピーディスク等への保をを巧ってください。 


X Logical Drives round on the HOST Adapter. 

X Logical Drive(s) handled by BIOS. 

Configuration of NVRAM and drives mismatch(Normal mismatch) 

Run View/Add Configuration option of Config Utility 
Press く Ctrl〉<H> for WebBIOS Or 
Press A Key to Run Configuration Utility 


MegaRAID Configuration Utility ①終了 

MegaRAID Configuration Utility の TOP ;^ ニユーでく ESC > キーを押します。 
磕認の^、ソセージが表示されるので、 「 Yes 」 を選択します。 


Please Press Ctrl-Alt-Del to REBOOT the system. 


上に示すメッセージが表示された6、 < CTRL >+< ALT >+< DE レキーを押しまず。 
本装置が再起動します。 
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ミ凡な 臣と 

なた—見 


ぐ：選択•実行パラメータ•：設定パラメータ-:情報表示 
♦ : □ジカルドライブ生成後設定(変更)可能 


メ ニユー 

説明 

冷 Conrigure 

Configuration 設をを巧う 

ク Easy Configuration 

Configuration の設定 : 個定 : 値使用） 

◊New Configuration 

Configuration の新規設定 

ク View/Add Configuration 

Configuration の追加 ! 設定、表示 

ク Clear Configuration 

Configuration のクリア 

^Specify Bootable Logical Drive 

起動する□ジカルドライブを選択する 

冷 Initialize 

□ジカルドライブ初期化 

冷 Objects 

各種設走 

ク Adapter 

ディスクアレイコント□—ラ設を 

OClear Configuration 

Configuration のクリア 

*1 参 FlexRAID PowerFail 

リビルド時電源断再起動、続行の設定 

で参 Fast Initialization 

高速イニシャライズの設を (ON/OFF) 

*3 参 Disk Spin up Timings 

HDD の Spin-up の設定 

*4 参 Cache Flush Timings 

Cache 円 ush タイミングの設を 

*5 参 Rebuild Rate 

Rebuild Rate の設定 : （ 0% 〜 1009 6) 

*6 参 Alarm Control 

アラーム音 (ON/OFF ) 設を 

00 ther Adapter Information 

ボード情報表示 

• F 邮 Supports 

ファームウェアがサポートずるスパン数と□ジカルドラ 
イブ数 

- FW Ver 

ファームウェアバージョン 

- Bios Ver 

己の S バージョン 

- DRAM 

メモリ容量 

- Adapter Type 

ボードシリーズ No. 

OFactory Default 

デフォルト値に設を 

*7 参 Disable 作 nable) BIOS 

BIOS Enable/Disable 設定： 

OBattery Information 

バッテリ情報 

- Backup Module 

バッテリのモジュールの有無 

- Battery Pack 

バッテリの有無 

- Temperature 

温度状態 

- Voltage 

電圧状態 

- Fast Charging 

FAST 充電が況 

- No of Cycles 

充電回数の表示 

OReset Battery Charge Counter 

充電回数のクリア 

OOther Adapter Options 

ボード詳細設走 


< 次ぺージへ続く > 


— ツリ _ 
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メニユー 

説明 

"8 •Emulation 

制御モード設を 

*9 参 Auto Rebuild 

才ートリピルド Enable/Disable 設定 

- Initiator ID 

Initiator ID No. の表示 

*10 ♦Multiple PCI Delayed Trans 

PCI パスブリッジの設定 

*11•Force Boot 

コンフィグレーション情報 (HDD) の強制設定 

ホ 12 参 Coercion Algorithm 

HDD 最大容量設定パラメーク 

参 Abort 巨 1 & CC Activities 

パックグランドイニシャライズとチェックコンシステン 
シの停止 

*13 参 CC Restoration 

チェックコンシステンシのモード設を 

ホ 14 参 Temporary Offline RAID 

テンポラリオフライン機能の設を 

ぐ Logical Drive 

□ジカルドライプ操作 

OLogical Drives 

□ ジカルドライプの選択 ( 複数 □ ジカルドライブが存在） 

OInitialize 

□ジカルドライブの初期化 

OCheck Consistency 

□ ジカルト’ライプの冗長性チェック 

OView/Update Parameters 

□ジカルドライプ情報表示 

- RAID 

RAID レベルの表示 

- SIZE 

□ジカルドライプの容量表示 

- Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 

Write Policy 

机 rite モードの設定： 

♦V"Read Policy 

Read モードの設定 

♦^r Cache Policy 

キャッシュモードの設を 

♦ 寺 FlexRAID Virtual Sizing 

パーチャルサイジングの Enable/Disable 設を 

《 Enable じ設定しないでください 

- #Stripes 

□ジカルドライプを構成している HDD 数を表示 

- State 

□ジカルドライプの状態表示 

冷 Physical Drive 

物理ドライブ操作 

冷 Physical Drive Selection Menu 

物理ドライブの選択 

ORebuild 

リビルドの実行 

OFormat 

□ーレベルフォーマットの実行※使用しないでください 

OMake Online 

ディスクをオンラインにずる 

OFail Drive 

ディスクをオフラインにずる 

OMake HotSpare 

オートリビルド用ホットスペアディスクに設を 

OView Drive Information 

HDD 情報の表示 

- Device Type 

デバイス種類 

- Capacity 

容量 

- Vender ID 

ペンダを 

- Product ID 

型番 

- Revision 

レビジョン 

- SCSI Standard 

対応 SCSI 

- Media Errors 

メディアエラー発生数 

- Other Errors 

その他エラー発生数 

"15 参 Synchronous Negotiation 

SCSI 同期設定 
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各設定値 


No. 

設定パラメータ 

出荷時設定 

設定変更 

-1 

FlexRAID PowerFail 

Enabled 

不可 


Fast Initialization 

On 

巧 

ホ 3 

Disk Spin-up Timing 

2 disks every 6 secs 

不可 

ホ 4 

Cache Flush Timing 

Every 4 Seconds 

不可 

ホ 5 

Rebuild Rate 

30% 

巧 


Alarm Control 

Disable Alarm 

不可 

ネロ 

Disable(Enable) BIOS 

Enable 

( 画面表示 : Disable BIOS) 

不可 

ホ 8 

Emulation 

MASS Storage 

不可 

ホ 9 

Auto Rebuild 

Enabled 

不可 

*10 

Multiple PCI Delayed Trans 

Enabled 

不可 

*11 

Force Boot 

ON 

不可 

* に 

Coercion Algorithm 

NONE 

不可 

*13 

CC Restoration 

Enabled 

巧 

*14 

Temporary Offline RAID 

Disabled 

不可 

*15 

Synchronous Negotiation 

Enabled 

不可 

*16 

SCSI Command Q Tagging 

Enhanced QTAG Scheduling 

不可 

*17 

Termination State 

ENA 巨 LED(AUTO) 

不可 

*18 

Enable Auto Termination 

On 

不可 

*19 

SCSI Transfer rate 

320M 

不可 


Alarm Control を Enable に設定しても、ビープ音【こよる異常報告はされません。 


メニユー 

説明 

ホ 1 目参 SCSI Command Q Tagging 

SCSI Command Q Tag の設定 

ク Channel 

SCSI チャネルの設定 

OChannels 

チャネル選択 

ホ 17 参 Termination State 

終端設定 

* 18 参 Enable Auto Termination 

自動終端設定 

"19 参 SCSI Transfer rate 

転送速度の設定 

◊Format 

□-レベルフォーマット ※使巧しないでください 

冷 Rebuild 

リビルド実行 

冷 Reconstruct 

Add Capacity ※使巧しないでください 

冷 Select Adapter 

ディスクアレイコント □- ラの還択 

( ディスクアレイコント □ ーラホ実装の時は表示されない） 
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設定変更について 


W 下の項目は、設をが変更巧能です。各説 B 月に従って設定して < ださい。 


ネ勺 

Fast Inh : 旧 || 之 ation 

設定値 ron 」 を推奨します。 ron 」 設をではディスクの先頭領 
域のみイニシャライズを巧います。 

ホ5 

Rebuild Rate 

設定値 r 3096」を推奨します。 

*14 

CC Restoration 

化荷時の設定値は 「 Enabled 」 です。 「 Enabled 」 設定では整合 
性チエックにて不整合が見つかつた場合、その不整合を自動 
的に修復します。 


— ~〇 • Disable (Enabled) BIOS の設定の表示にミち意してください。表示は、変更ずる設定値 

(現在の設定値の反対)を表示しまず。 

「Enabled」 設定時： Disable BIOS を表示 
「Disabled」 設定時： Enable 日 IDS を表示 

• 「Disabled」 設定時は本装置配下に接続されている A- ドディスクドライプにインス 
Iルした 0S か5起動できなくなりまず。 

• factory Default! 実行時は設定値び変更になりまず。 

• 「Factory Default! 実行をは各パラメータの再設定を行って下さい。 

• MegaRAID Configuration Utility ①バージョンによつては、 「Factory Default] 
の設定値ぴ変更される場合がありまず。 「Factory Default」 実行樹ホ各 A’ ラメータの 
設定をお認してください。 

• factory DefaultJ 実行を、本装置の再起画が必要でず。 
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Configuration Utility 操作手順 


Configuration の新規作成/追加作成 



1. MegaRAID Configuration Utility を起動する。 

2. TOP メニュ ー (Management Menu) より、 「 Configure 」 一 「New Configuration 」 を選択する。 
追力 □ 作成の場合は、 rview/add Configuration 」 を選択します。 



• 「New Confi 旨 uration」 で Confi 色 uration を作成の場合、既存のコンフィグレーシヨン情 
報がクリアされまず。既存の〕ンフィグレーシヨン情報に追加作成の場含は、 rView/add 
仁 onfi 邑 uration」 を選択してください。 

• 「Easy Confi 色 urationj では、 RAID1 のスパンの作成、□ジカルドライブ容量の設定がで 
きません。 「New Confi 邑 urationj か rView/Add Confi 邑 uration」 で作成してくださ 
い。 

3. 磕認のメッセージ （ Proceed?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択しまず。 
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4. SCAN DEV に E が開始され ( 画面下 ( こスキャンの情報が表示される）、終了ずると 、 「New 
Configuration - ARRAY SELECTION MEMU 」 画面が表示される。 


ID 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


Channel-1 


Channel-2 


■READY 

0 


■READY 

1 


■READY 

2 



3 



4 



5 



6 




オンボード RAID コント □- ラ ( こ M8151-25B 内蔵 MO 装置を接続している塌合、内蔵 M0 装置 
は rU N KWN 」 と表示されまずが動作には問題ありません。 

己.カーソルキーでパックしたい八ードディスクドライブじカーソルを合わせ、 <SPACE> キーを押 
ず。 


八ードディスクドライブが選択されます ( 選択八ードディスクドライブの表示が READY から 
ONUN になり、 Axx-xx が点ミ臧します)。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 


ID 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


Channel-1 


Channel-2 


■ONUN A01-01 

0 


■ONUN A01-02 

1 


■ONUN A01-03 

2 



3 



4 



5 



6 
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目.八ードディスクドライブの選択が完了したら、 <Ente「> キーで確定ずる(点滅が止まる)。 


|— Logical Drives Configured — | 


- Advanced - 1 

RAID 二己 


StripeSize 二 64KB 

Size 二 xxxxMB 


Write Policy 二 WRTHRU 

Advanced Menu 


Read Policy 二 NORMAL 

Accept 


Cache Policy = DirectlO 

Span 二 NO 




8 . 力ーソルキーで、 「 RAID 」、 にた 6」、 「Advanced Menu 」 を選択し、 <Ente 「 >+ — で磕をさせ、各 
値を設をずる。 

「 AcK/anced 」 を選択ずると、 「 AcK/anced 」 画面が表示されます。 

① 「 RA の」： RAID レベルの設定を行います。 


パックを組んだ HDD の数によって選択可能な RAID レベルが変わります。 

⑤ 「 Size 」： □ ジカルドライブのサイズを指をします。内蔵のディスクアレイコント□ー ラで最 
大 40 個の □ ジカルドライブが作成できます。 

感 rAdvanced Menu 」 

a) 「 StripeSize 」 ：ストライプサイズの設定 : を巧います。 


パラメータ 

備考 

0 

- 

1 

- 

己 

- 


パラメータ 

備考 

2 

- 

4 

- 

8 

- 

16 

- 

32 

- 

64 

デフォルト表示、推奨設定値 

128 

- 


7. <F10> キーを押して □ ジカルドライブの作成を巧う。 

「Logical Drives Configure 」 画面が表示されまず ( 下記図は、 HDD3 台、 RAIDS を例(こ示していま 
す)。 


Logical Drives Configured 


LD 

1 


RAID 

5 


Size 

xxxxMB 


#Stripes 

3 


StrpSz 

64KB 


Snve-State 

OPTIMAL 
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b)「Write Policy」：Write Policy の設定を行いまず。 


パラメータ 

備考 

邮 RTHRU 

ライトスルー設定、デフォルト表示 

WRBACK 

ライトバック設定、推奨設定値 


c)「Read Policy」：Read Policy の設定を巧います 0 


パラメータ 

備考 

NORMAL 

巧読みを巧わない、デフォルト表示 

推奨設定値 

READAHEAD 

先読みを巧う 

ADAPTIVE 

2 回速続して継続したセク女(こ対してアクセスを 
行った場合先読みを行う 


d)「Cache Policy」 ： Cache Policy の設定を行います。 


パラメータ 

備考 

Cached 10 

読み込んだデータをメモリにバッファずる 

Direct 10 

デフォルト表示、推奨設定値 


e) 「 SPAN 」 ：スパン設定を巧います。 


パラメータ 

備考 

CANSPAN 

SPAN 二 YES 

N0SPAN 

SPAN 二 N0 


• パックを組んだ八ードディスクドライブの構成がスパン設を可能な場合デフォルトで 
「 YES 」 が表示されまず。 

• スパン実ち時は、パックを組む時に図の様に 2 組 W 上の同ーパックを作成します。詳 
細な手順は、 「 SPAN の設定 : 方法」に日 7 ページ ) を参照してください。 


RAID ! の SPAN の場合 


RAID1 

SPAN ■ 

RAID1 



江ずべての設定が完了した 6 、 「 Accept 」 を選択して、く Ente 「 > キーを押す。 

□ ジカルドライプが生成され 、 [Logical Drive Configured 」 画面に□ジカルドライブが表示され 
まず。 


10 . □ ジカルドライブを生成したら、く ESC> キーを押して画面を抜け 、 「Save Configuration ?」 画面 
まで戻り、 「 Yes 」 を選がする。 

Configuration がセーブされる。 
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11. Configuration のセーブ完了メッセージか表示された 6 、く ESC> キーで TOP メニュー画面まで戻 
る 0 

12. TOP メニュー画面より 「 Objects 」 一 「Logical Drive 」 一 「 View/Update Parameters 」 を選択して □ 
ジカルドライブの情報を確認ずる。 

「Write Policy」 、 「Read Policy」、「Cache Policy 」 の設を值は変更が巧能でず。 

p-oira 

ここで必ず 、 FlexRAID Virtual Sizin 呂 J がの旧 ABI _ ED 」 に設定されている事を確認して 
下さい。 「 ENAB に D 」 に設定しないでください。 

パーチャルサイジング機能は、仮想的な大きいサイズのディスク容量をオペレーティングシス 
テムに見せているため、使用方法を誤ると、オペレーティングシステムのインストールやディ 
スク領域の確保ができません。 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を違択ずる。 

14. 「Logical Drives 」 の画面が表示され、イニシャライズを行う□ジカルドライブに力ーソルを合わ 
せ、スペースキーを押ず。 

□ ジカルドライプが選択される。また、くド 2> 丰一を押ずと、表示されている全□ジカルドライブ 
が選択されまず。 

1已. □ ジカルドライブを選択したら、く F10> キーを押してイニシャライズを巧う。 

実行磕認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択ずるとイニシャライズが実行されます。 

「Initialize Logical Drive Progress 」 画面のメーク表示が 10096( こなったら、イニシャライズは完 
了でず。 

16. Initialize を実施済みの □ ジカルドライブ ( こ対して、整合性チェックを巧う。 

詳細な実行方法は「整合性チェック」に日目ページ ) をご参照ください。 

17. く ESC> キーで TOP メニューまで戻って 、 MegaRAID Configuration Utility を終了ずる。 

P -0 • コンフィグレーシヨンの作成を行った時は、おず、整合性チェックを実行してくださ 

B 軍い。 

• 整含性チェックには修復モードと修復無しモードがありまず (CC Restration )。 デ 
フオルトの設定はに nable 」 （修復モード）でず。 
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マニュアルリビルド 



1 . 八ードディスクドライブを交換し、本装置を起動する。 


吕 . MegaRAID Configuration Utility を起動ずる。 

3. TOP メニューより、 「 Rebuild 」 を選択ずる。 

W 下のような 「Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面が表示される。 


- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 

ID Channel-1 の Channel-2 

0 


2 

3 

4 

5 

6 


■0NLIN A01-01 

0 


■0NLIN A01-02 

1 


■FAIL A01-03 

2 



3 



4 



5 



6 



4. 「 FAIL 」 じなっている八ードディスクドライプに力ーソルを合わせ、 <SPACE> キーで選択ずる。 

複数の八ードディスクドライブを選択巧能 ( 同時リビルド ) です。 

八ードディスクドライブが選択されると、 "FAIL" の表示が点ミ減します。 

已 . 八ードディスクドライブの選択が完了したら、く F10> キーを押してリビルドを実行する。 

巨 . 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が 10096 になった 6 リビルド完了で 
ず。 
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7. <ESC> キーで TOP メニューまで戻って 、 MegaRAID Configuration Utility を終了する。 





















































































ホットスペアの設定 



1 . ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本装置を起動する。 

吕 . MegaRAID Configuration Utility を起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 を選択ずる。 

W 下のような rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示される。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


ID 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


Channel-1 


Channel-2 


■ONLIN A01-01 

0 


■ONLIN A01-02 

1 


■ONLIN A01-03 

2 


■READY 

3 



4 



5 



6 



4. ホットスペアに設をする八ードディスクドライブ ( こ力ーソルを合わせて、く ENTER> キーを押ず。 

己 . 「Channel X, Target X 」の画面が表示されるので 、 「Make HotSpare 」 を選択ずる。 

6 . 磕認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択ずる。 

八ードディスクドライブの表示が、 「 HOTSP 」 ( こ蛮要きれます。 
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7 . <ESC> キーで TOP メニューまで戻って、 MegaRAID Configuration Utility を終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


ID 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 


Channel-1 


Channel-2 


■0NLIN A01-01 

0 


■0NLIN A01-02 

1 


■0NLIN A01-03 

2 


■H0TSP 

3 



4 



5 



6 



• ホ、ソトスペアの設定を取り消すじは、 「Objects」 一 「Physical Drive」 一 「Fail DrK/e」 を選 
L チ, T ック J 択し东 9。 

• ホットスペア用八ードディスクドライブが權数(同一容量)ある場含は、 CH 番号/ ID 番号 
がルさい HDD から順[こリビルドが実施されまず。 


整合性チェック 


MegaRAID Configuration Utility の起動 


整合性チェックの実行 


MegaRAID Configuration Utility の終了 


1 .MegaRAID Configuration Utility を起動ずる。 

吕. TOP;>< ニューより、 「Check Consistency」 を選択ずる。 

3 . 「Logical Drives」 の画面が表示され、整合性チェックを巧う□ジカルドライブに力ーソルを合わ 
せ、スペース丰一を押す。 

□ジカルト‘ライブが選択されます。また、く F2> キーを押すと、表示されている全□ジカルドライ 
ブが選択されます。 

4 . □ジカルドライブを選択したら、 <F10> 丰一を押して、整合性チェックを巧う。 

磕認画面が表示されるので、 「Yes」 を選択ずると整合性チ： L ックが実行されます。 

「Check Consistency Progress」 画面のメータ表示が10096じなったら、整合性チェックは完了 
です。 
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已. < ESC > キーで TOP メニューまで戻って 、 MegaRAID Configuration Utility を終了する。 


n-O • コンフィグレーシヨンの作成を行った時は、おず、整含性チェックを実行してくださ 
E 重马 い。 

• 整合性チェックには修復モードと修復無しモードがありまず (CC Restration )。 デ 
フオルトの設定はに nable 」 （修復モード）でず。 


SPAN の設定方法 

t (下に、 RAID 1のスパン設を手順を説明します。 

• RAID 1のスバン 

八ードディスクドライブ4台を接続した場合を例に手順を説 S 月しまず。 （ RA の1の2スパン 
設定） 

① Confi 宮 uration 実巧画面を起動 

TOP 画面から、 rConfigureJ-^rNew Configuration 」 を選択ずると、 ]:> (下の画面が表 
示されまず。 Channel -1 のメニュー画面で、 ID 二0の場所にカーソルが表示されま 
ず。 


MegaRAID BIOS Confug Utility (xx-xx) Ver ぶ mmtn dd, yyyy Standard:Adapter-01 
- New Configuntion-ARRAY SELECTION MENU - 


ID 

Channel-2 

0 



1 



2 



3 



4 



5 



6 









1 Ch-1 ID-0 

DISK xxxj 

cMS VenderlD 

ProductID 

Revision 


SPACE-Sel .ENTE に EndArray ,F10-Configure ,F2-Drv. Info ,F3-Logical Drives .F4-HSP 
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② の =0/1 の還択 

< SPACE > キーを押すと、 ID =0 は rONLIN A 0 1-01」に表示が変わり、 「 A 01-01」 は 
点滅表示になります。（力ーソルは、 ID =1 じ自動的に移動）同様に、 ID =1 でも 
< SPACE > キーを押します。 （「 A 0 1-02」ち点滅し、力ーソルは ID =2 に移動) HDD 2 台 
( ID =0/1) を選択した氏 < ENTER > キーを押し、殖をします。 （「 A 01-0 1/02」の点滅 
が停止します） 


MegaRAID BIOS Confue Utilitv(xx-xx) Ver,xx mmm dd, yyyy Standard:Adapter-01 


New Configuration- ARRAY SELECTION MENU 



c 


In 


0 


F 


R 


C 


ID 

Channel-2 

0 



1 



2 



3 



4 



5 



6 





ID 

Chaimel-l 

0 

1 ■ ONLIN AOl-01 1 


1 

1 ■ ONLIN AOl-02 1 


2 

1 ■ READY 1 


3 

1 ■ READY 1 


4 



5 



6 

1 ■ PROC 1 





Ch-1 ID-2 DISK xxxxMB VenderlD ProcluctID Revision 


SPACE-Sel .ENTER-EndAiray ,F10-Configure ,F2-Drv. Info ,F3-Logical Drives ,F4-HSP 


感 ID 二 2/3 の選択 

次 I こ、③の状態で、 ID 二0/1と同様にく SPACE > キーを押して ID 二2/3を選択し、 
く ENTER > キーを押して確定しまず。（表示は rONLIN A 02-0 1/02」に変わります） 


MegaRAID BIOS Confue Utilitv(xx-xx) Ver,xx mmm dd, yyyy Standard:Adapter-01 


New Configuration- ARRAY SELECTION MENU 



C 


In 


0 


F 


R 


C 


ID 

Channel-1 

0 

1 ■ ONLIN AOl-01 1 


1 

1 ■ ONLIN AOl-02 1 


2 

1 ■ ONLIN A02-01 1 


3 

1 ■ONIJNA02-02 1 


4 



5 



6 

1 ■ PROC 1 






ID 

Channel-2 

0 



1 



2 



3 



4 



5 



6 








1 Ch-1 ID-2 

DISK 

xxxxMB 

VenderlD 

ProductID 

Revision 


SPACE-Sel .ENTER-EndArray ,F10-Configm'e ,F2-Drv. Info ,F3-Logical Drives ,F4-HSP 
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④□ジカルドライブの設定 

③の状態で F 10キーを巧すと、下の画面が表示されます。各項目に設定を巧って 
下さい。 さらに 、 「Advance Menu 」 を達がずるとサブメニュ ー「 Advanced 」 画面が 
表示されまず。 



設定内容はと J 下のようになっていまず。 


設定項目 

デフォルト（初期値） 

設定內客 

RAID 

1 

0,1 

Size 

全容量（□ジカルドライブ） 

全容量 

Advanced 

StripeSize 

64 KB 

2/4/8/16/32/64/128 

Write Policy 

WRTHRU 

WRTHRU 

WRBACK (推巽設定:） 

Read Policy 

NORMAL 

NORMAL 

READHEAD 

ADAPTIVE 

Cache Policy 

DirectlO 

DirectlO 

CachelO 

Span 

YES 

CANSPAN ( YES ) 

NOSPAN ( NO ) 


•L 画 

• 「 Logical Drive XX 」メニュー画面からサブメニュ ー「 Advanced 」画面には 、 「Advaned 
Menu 」 を選巧して < ENTER > キーを押すと移ります。また 、 [Logical Drive XX 」メ 
ニュー画面に戻る場合は、 < ESC > キーを押すと戻ります。戻った場合は、力ーソルは 
「 Accept 」 に移動します。 

• RAID 1 のスパン作成時は、ロジカルドライブのサイズは、全容量に設をしてください。 
ロジカルドライブのサイズを変更するとスパンが設定できません。 
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感設定の確認 


® の設定が終了したら 、 「Logical Drive X 」画面の 「 Accept 」 を選択し、く ENTER > 
キーを押ずと、設定:内容は確定します。磕定ずると 、 [Logical Drive ConfiguredJ 
画面の該当□ジカルドライブは、「緑色」(未設定)から r 水色」(設定済)に変わります。 
磕をの識別は、文字の色で半!]断して<ださい。 

また、設定を再度設定したい場合は、く ESC > キーを押して 、 「Save 
Configuration ?」 画面て TNo 」 を選択して、再度 「New Configuration 」 から実施して 
ください。 

® 設定の保巧 

⑥の確定:が終了したら、く ESC > キーまたはく ENTER > キーを押します 。 「Save 
Configuration ?」 画面が表示されますので、 「 YES 」 を選択してく ENTER > キーを押し 
まず。 


MegaRAID BIOS Confug Utility(xx-xx) Ver,xx mmm dd, yyyy Standard:Adapter-01 


— Managi 
Configure 
Initialize 


- Configure 

Easy Configuration 
New Configuration 
View/Add Configuration 

Clear _ 

Specif I_ 


Objects — 

Format 

Rebuild 

Check Consiste 


LD 


RAID 




— Save Configuration? — 
YES 

NO 





Logical Drive Configured - 

Size #Stripes Stripsz Drive-State 

xxxxMB 2 64KB OPTIMAL 


Select YES Or NO 


ENTER - Select 


保存が終了ずると以下の画面のように保ちが完了したメッセージのポ、ソプア，ソプが 
表示されます。どれかキーを押して下さい。画面は 「 Configure 」 画面に戻りますの 
で、これで RAID 1 のスパンの□ジカルドライブの作成は終了でず。 


MegaRAID BIOS Confug Utility (xx-xx) Ver,xx n 


n dd. yyyy Standard:Adapter-01 


— Manag( 
Configure 
Initialize 
Objects 
Format 
Rebuild 

Check Consiste 


- Configure 

Easy Configuration 
New Configuration 
View/Add Configuration 

Clear _ 

Specif 


LD 


RAID 


Logical Drive Configured - 

Size #Stripes Stripsz Drive-State 

xxxxMB 2 64KB OPTIMAL 


Configuration is Saved 
Press Any Key To Continue 


I w-oira 

□ジカルドライブ作成後は、必ず 「 Initialize 」 および l-Check ConsistencyJ を実施してく 
ださい。 
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その他 


Select Adapter 


オプションボードとしてディスクアレイコント□ーラを複数実装した場合に選択しま 
す。各コンフィグレーションはコント□-ラ単位で行われます。ディスクアレイコント 
□ーラの Adapter ナンバは、実装する PCI ス□、ソトによって決定されます。 

• Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを巧いまず。 TOP ^ ニューより、 「 Configure 」 一 
「Clear Configuration 」 を選択 。 「Clear Configuration 」 を実巧すると、ディスクアレイコ 
ント□ーラ、八ードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
「Clear Configuration 」 を実行ずると、ディスクアレイコント□ーラの全チヤネルの〕ン 
フィグレーシヨン情報がクリアされます。 


□ ジカルドライブ単位の削隙は 、 MegaRAID Configuration Utility ではできません 。 Power 
Console 円 us を使用してください。 

• Battery 

ーバッテリ情報の表示 

TOP ;^ ニューより、 rObjectsJ ^ rAdapterJ^rBattery Information 」 を選択 


Backup Module 

PRESENT 

バッテリ接綺 

ABSENT 

バッテリホ接続 

Battery Pack 

PRESENT 

バッテリ接綺 

ABSENT 

バッテリホ接綺 

Temperature 

GOOD 

温度正常 

H に H 

温度異常（高温） 

Voltage 

GOOD 

電圧正常 

LOW 

電圧低下 

Fast Charging 

COMPLETED 

八 f = T =1 1-^1 

化 巧兀 J 

IN.PROGRESS 

充電中 

No of Cycle 

*** 

充電回数 


一充電回数のクリア 

TOP ニユーより、 「 Objects 」 一 「 AdapterJ^rReset Battery Charge Counter 」 を 
違択します。磕認メッセージが表示されるので、 「 YES 」 を選択ずると充電回数がク 
リアされまず。 


グ 

バッテリ交換時は充電回数をクリアしてください。 
バッテリ交換時期は、 2 年および充電 ◎ 数 500 回でず。 
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• Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定しまず。 

TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「 Adapter 」 一 「Rebuild Rate 」 を選択。 

日％〜100%の範囲で設定可能。デフォルト値(設定推奨値)30%。 

• A - ドディスクドライブ情報 

八ードディスクドライブの情報を確認できます。 

TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「Physical DriveJ-^HDD 選択一 「View Drive 
Information 」 を選択 
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リモートマネージメント機能 


本装置は、本装置内に標準で搭載されているシステム管理用 LSKBMC ( Baseboa「d Management 
Controller )） を用いて電源、ファン、温度など内部の八ードウエアの状態を監視したり、管理用ネットワー 
クによるリモートか6のキーボード、ビデオ、マウス ( KVM ) 制御など、遠隔化か6本装置を制御すること 
が巧能です。 


ットワークデフオルト設定値 


本装置背面の管理用 LAN コネクタからネットワークに接続する場合、デフォルト設定値を W 
下 I こ記載します。 


IP アドレス ：192.168 .1.1 

ユーサ名 ： administrator 

パスワード ：（ なし） 

ホストを ： ARMCXXXXXXXXXXXX 


DHCP 機能を使用し、 DNS サーバに自動登録を巧う場合のホストをが上記ホストをにな 
ります。 

XXXXXXXXXXXX には、 BIOS セットアップ画面に表示される MAC アドレス ARMC 
MAC ADDRESS : xx - xx - xx - xx - xx - xx が入りまず。 

DHCP サーバを使用せず接続いただく場合は、上記デフォルトの IP アドレス 
"192.1 目 8.1.1" が使用可能な□一カルなネットワーク内で、このアドレスにアクセスし 
てください。 


— "〇 セキュリティ上の理由か5、お客さまのネットワーク環境に合わせたホストる•パスワー 
ド- IP アドレスに設定し直してください。 

設定方法に関しましては、このあとの 「 BMC に巧ずる各種設定」を参照願いまず。 
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本装置側の設定 


本機能を使用するにあたり、設定を行わなければな6ない内容について説巧します。 

WEB サーバ機能を使届するために rEXPRESSBUILDER 」 CD - ROM で設走を変更します。 
rEXPRESSBUILDERJCD-ROM を起動し、「ツールメニュー」かシステムマネーツメント 
機能」、「アドバンスドリモートマネージメントカードの設定」の順に逞択しまず。 
r アドバンスドリ モー トマネージメント カー ドの設を」メニューで r リモートマネージメント 
コンソール」を r 有巧」に設をし、「登録」を達択します。 

I P -0 セキュリティの理由か5出荷時には日 MC の WE 日ヴーバ機能は使巧できまはん。 

グラフィックスアクセラレータドライバの組み这み 

• 本装置の 0S び Windows の場合 

シームレスインストールおよびシステムのアップデート時にインストールされるドライ 
バをそのままご使庙<ださい。 

• 本装置の 0S び Linux の場合 

II Linux の場合、構成じより自動でモニタ / Driv 押/ビデオメモリの設をが反巧されない場 

II [| 品引合がありますので > テキストモードでの運用をお勧めしまず。 

Linux の対応については >『8番街 J : http :// nec 8. com / の " Linux on Express 5800"か6最 
新/詳細情報を人手して < ださい。 
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マウス①プ□パティの変更 


本装置の0 S が Windows Server 2003の場合、下記に示す「マウスのプ□パティ」の「ポイ 
ンタオプション」にありまず r ま度」の設定で、「ポインタの精度を高める」のチェックボック 
スを外してください。 

また、リモート KVM コンソールにて、マウスカーソルが画面ち下まで動かせないときは、 
ここの r ポインタのま度を選択する」を調節してください。 


斗 


ボタン I ポインタポインタがシヨンレー阿;:ア I 



0K 


キサンたル 


通巧曲 


マ0スのブ □ バテイ 
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管理 PC 側の設定 


本装置と管理 PC との接続を巧うにあたり、管 SPC 側で考慮しなければな6ない内容につい 
て説明します。 

ブラウザの設定 

W 下の設定を行って < ださい。 

- SSL を有劾じしてください。 

TLS 1.0 または SSL 3.0 を有効にし 、 SSL 2.0 は無効にしてください。 

動作対応ブラウザ 

じ(下のブラウザじついて、動作を確認しておりまず。 

— Microsoft Internet Explorer 6.0 
— Netscape 7.0 
— Mozilia 1.6 

Java 2 Runtime Environment 

Java 2 Runtime Environment , Standard Edition 1.4.2_041：_^ 降が必、要です。 W 下の場戸斤よ 
リダウン□ー ドできます。 

http :// java . sun . com / j 2 se / 

未インストールで□グインページにアクセスすると、 W 下のようなメッセージが表示される 
場合があります。内容を磕認して、実巧してください 
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概要 

BMC の WEB サーバ機能を使巧し、 WEB ブラウザから本装置の電源制御やリモー ト KVM コ 
ン ソールを 利巧できます。 

本機能は Java Applet で実現していまず。 

接続方法 

管理 PC 上の WE 目ブラウザから下記の URL にアクセスしてください。 

URL : http :// 目 MCJHostPort / index.htm 


■; 一 


" BMCJHostPort " は、 BMC の IP アドレスもしくはホスト名の後に、コロンと http のポー 
卜番号を加えたものです。 

http のポート番号が80(デフオルト）の場合は、ポート番号は省略可能です。 

DHCPil 目目を使用し、かつ、 DNS サーバに自動登重录を巧う場合、 BMC のデフオルトのホ 
スト名は、 ARMC の文字に MAC アドレスを追加したを前になります。 


IP アドレス 

:192.168 .1.1 

ューザ名 

: administrator 

パスワード 

: 俯し） 

ホスト名 

ARMC00004C9FXXXX) 


_デフォルトのホス [ 


DHCP を無効化してご利用いただく場合は、初めに、デフオルトの IP アドレス 
"192.168.1.1" が使用可能な口ーカルなネットワーク内で、このデフオルトの IP アドレス 
でアクセスしてくださし、。 

々に、この後で説明する 「 BMC にがする各種設封を参照して、 IP アドレスなどをお客標 
のネットワーク環境に合わせて設定してください。 

IP アドレスなどの設をが終了しましたら、ご使用になられるネットワークに接続して、 
設をされた IP アドレスもしくはホスト名でアクセスしてくださし、。 


リモートマネージメントの使い方 
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巧めてご利用いただく際に、下のような「セキュリティの警告」ダイア □ グボ、ソクスが表示 
される場合がございます。メッセージを良くおおかめの上，「はい」、もしくは r 常に」をク 
リックしてください。□グインページが表示されまず。内容に不審な点が見6れる場合は、 
r し、いえ」をクリ、ソクしてください。 



■li SSL で接続を行った場合は、上記凶かに SSL のためのサーバ証明書に関する「セキュリティ 

の警告」ダイアログボックスがいくつか表示される場合があります。 


□グイン-□グアウト 


□グイン 

□グインページが表示されましたら、ユーザーを/パスワードを人力し、「□グイン」をク 
リ 、ソク してください。 

ネリめて□グインずる場合は> 下記のデフォルトのユーザーを/パスワードを入力して□グイ 
ンしてください。 

デフォルト のユーザー を ： administrator 
デフォルトパスワード：なし（何も入力しない） 

n-o デフオルトではバスワードび設定されておりませんので、□グインを、速やかにバスワード 
医重 g を設定してください。 

セキュ U ティ上、デフォルトのユーザちち合わせて変更ずることを推奨いたしまず。 
設定-変更の方まに関しましロホ、このあとで説明ずる 「 BMC に巧ずる各種設定 J を参照し 
て < ださい。 


268 




















パスワード認証を通ると、下記のようなエンドユーザーライセンスアグリーメントが表示さ 
れまず。 



内容を良く殖認してください。 

内容に同意できる場合は、「同意します」をクリックしてください。本機能がごネ拥になれま 
す。 

内容に同意できない場合は、「同意しません」をクリックしてください。□グイン画面に戻り 
ます。本機能をご利用になることはできません。 

「同意します」をクリックすると、管 SPC 上に情報が巧をされますので、々回な降、この 
I ヒン JT i メッセージは表示されなくなります。 


ログアウト 

左上のファイルメニユーをクリ、ソクし、「終了」を逞択ずることで□グアウトできます。 
□グアウトずると，メインウィンドウをク□—ズし、ブラウザ上の□グインぺージに戻りま 
す。 


八—ドウエア編 


269 



















メインウインドウ 



①クリックずるとファイルメニューが表示されます。 

「終了」を逞択すると、本アプレットを終了させることができます。 

⑤クリックずるとウィンドウメニューが表示されまず。 

ウィンドウメニューか6リモート KVM コンソールウィンドウなど、各種ウィンドウを開 
くことができます。 

③ メインフレームでず。 

ここに、を種ウィンドウを表示します。 

④ クリックするとヘルプメニューが表示されます。 

「バージョン情報」をクリックすると、本アプレツトのバージョン情報を植認することが 
できます。 
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コント□ールパネル 


本装置の状態表示や電源制御を行うことができまず。 

また、 リモート KVM コンソールなど、を種ウィンドウを起動します。 


き部の機能 


① 


②③ ④⑥⑥⑦⑨⑨ 


化 Status 
1192.168 .1.1 


Host fHtormatioit 



⑩ ⑩⑩⑩ 


> S ち[ホン 


⑩ 


分 w 心•か。リ wi < fo¥f / 面 

巧も.. I 固巧曲な \ 


で咳 ^ 


@ @ ⑩⑩⑩ 


の BMC のホストをあるいは IP アドレスが表示されまず。 

⑤ 本装置の状態が表示されまず。 

③装置のパワーランプです。本装置の電源状態を示します。 

め装置の POWER スイ、ソチです。（本装置の POWER スイッチを押すのと同等です。） 
( D 本装置を強制電源オフします。 

( D 本装置を強制リセ、ソトします。 

⑦リモート KVM コンソールを起動します。 

⑥ BMC コンフィグレーシヨンを起動します。 

⑨ ファームウエアアップデートを起動します。 

⑩ ユーザを が表示されます。 

⑩ BMC との接続状態が表示されまず。 

⑩通信のセキュリティ状態が表示されまず。 

⑩ネットワークアクセスの状態を示しまず。 

⑩装置の STATUS ランプです。本装置の状態を示します。 

⑩本装置のメモリダンプを巧います。（本装置の DUMP スイ、ソチを押すのと同等です。 
⑩本装置のユニットのランプを点滅させます。 

⑩システムイベント□グ ( SEL ) を表示するウィンドウを開きまず。 

⑩センサ装置情報に DR ) を表示ずるウィンドウを開きます。 

⑩保守交換部品情報 ( FRU ) を表示ずるウィンドウを開きまず。 

翅）コント□—ルパネルを隠します。 
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リモート KVM コンソール 


目 MC のリモート KVM コンソール機能 I こより、 □- カルコンソールを、ネットワークを介し 
て管理 PC のブラウザ I こ転送ずることができます。 

管理 PC から本装置に対して、ビデオ、キーボード、およびマウスを使用して完全にアクセ 
スできるようにな U ます。 


^ リモート KVM コンソールは、 W 下の5種類の解像度をサポートしています。 
[1^ 1024 x 768 

800 X 600 

640 X 480 
720 X 400 
720 X 350 

装置の解像度は、これらのいずれかじ設定してください。 

上記以外の解像度の場合、リモート KVM コンソールじは表示されません。 


[ tW ] 


KVM とは、キーボード ( Keyboard )、 ビデオ ( Video )、 マウス ( Mouse ) の頭文宇を採ったもの 
です。 

リモート KVM コンソールは、従来のシリアルコンソールをリモートで使用するものとは違 
い、グラフィックスをそのままリモートで使用できるものです。 


^ リモート KVM コンソールは、プ□キシを經由した接統ではご利用になれません。 

云す]リモート KVM コンソールを使用する場合は、プ□キシを使用しない設定で□グインしてく 
ださい。 


リモート KVM コンソールウインドウの起動 

コント□ールパネル上のリモート KVM コンソールの起動アイコン[圈 ] をクリ 、ソク ずると、 
リモート KVM コンソールウィンドウが表示されます。 


Nttwori Status 


Host fMformation 


Power Coittrof - 


1192.168 .1.1 1 

1 おすン 

巧 

巧 

固。 叫踩 

4 

1 administrator ||=3E=Hi 谢々 

1 lOiES 

爾 

立 

- 獅 J 

敌 


囲 



□-カルコンソールか 6 己 MC に対して□グインした場合、リモート KVM コンソールは絶巧 
に開かないでぐださい。 

キーボードやマウスの入力が不可能な状態になってしまいまず。 
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U モート KVM コンソールウインドウの各部の名称 



の KVM インジケータです。解像度などの情報が表示されます。 

⑤ 、③、④、 ® は特殊アイコンでず。特殊キーを入力するときに使用します。 

⑥ 画面リフレッシュアイコンです。画面をリフレッシュするときに使用します。 

⑦ KVM プ□パティアイコンでず。 

⑥化大アイコンでず。表示を化大したいときに使用します。 

⑨ 縮ルアイコンでず。表示を縮ルしたいときに使巧します。 

⑩ 等倍アイコンでず。表示を等倍に戻したいときに使用します。 

⑩ウィンドウリサイズアイコンです。ウィンドウサイズを画面サイズに合わせます。 
⑩リモート KVM コンソール画面です。装置の画面が表示されます。 


H -0 U モート KVM コンソールウインドウか 5 Shift + CapsLock を巧して操作ずる場合、管理 
Jpg P 巳側の CapsLock 1_ ED の状態と異なることびありまず。また、 U モート KVM 〕 ンソール 
ウインドウを使庙樹こ管理 P 巳側の CapsLock のが態が変わることがありまず。 
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特殊 キーの 入力 

特殊キーについてはと rF の4種類の特殊キーアイコンをクリ、ソクずることで、ホストサーバ 
に対して入力することができます。 

间 (開放状態）、胃（押下状態）：クリ、ソクする毎に変化します。 

Ctrl Alt \ (開放状態）、 M 1 (押下状態）：クリックずる毎に変化します。 

— -〇 例えば、 " Ctrl + Alt + Del " を入力ずる場合は、 [ Ctrl + Atl ] アイコンをク U ックし、キーボ ー 
ドの Del キーを巧ずると、本装置へ" Ctrl + Alt + Del " が送信されまず。入力を、 [ Ctrl + Atl ] 
アイコンを再度ク U ックして、特殊キー入力を解除してください。また、 [ Ctrl+A け]アイ 
コンをク U ック状態の場合、本装置側のキーボードの Del キーを巧した場合ち本装置へ 
"ひ rl + Alt + Del " び送信されまず。 

jWinl (Windows キーアイコン） 

QJ (" I " :パイプキーアイコン） 

画面の拡大-縮か 

化大アイコン [ I み]をクリックすると、表示内容が大きくなります。 

縮小アイコン[弓^]をクリ、ソクすると、表示内容がかさくなります。 

等倍アイコン[み]をクリックすると、装置と同じ大きさの表示となります。 

ウィンドウリサイズアイコン[臣白]をクリ、ソクすると、リモート KVM コンソールウィンド 
ウのサイズをリモート画面サイズに合わせます。 


画面のリフレッシュ 


画面リフレッシュアイコン[图 I ] をクリ 、ソク すると、リモート KVM コンソール画面のリフ 
レッシュを行います。画面表示が乱れた場合は，リフレッシュを巧ってください。 


プ□パティ変更 

KVM プ□パティアイコン[も ] をクリックすると、 KVM プ□パティ画面が表示されます。 
ここで、自動的に巧われる画面リフレッシュの聞隔を指定できまず。 

M -0 この間隔を短くずることで、画面上に巧るゴミをがなくずることができまず。ただし、画面 
のリフレッシュには負巧がかかりまずので、あまり短くずると、端末の応答速度が悪<なつ 
たり、ネットワーク上のトラフィックに該響を与えたりずることがありまず。 
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Network Status 


Host tnformatioit 


Power Coittrof Window 


H 92.168 .1.1 

_ ] 1 - 

1 の S 面すン 

巧 

m 

囚し 

administrator |= 

马圆々 1 

|0 正苗 

爾 

立 

( 


围 




コント□-ルパネル上のシステムイベント□グ ( SEL ) の起動アイコン[窗]をクリ、ソクする 
と、 BMC か 6 SEL 情報を読み込み、 trF のようなシステムイベント□グ ( SEL ) ウィンドウを 
開いて SEL を表示しまず。 


IE ' システムイベントログ (SEL) 

' が因 1 

1 固区 1 

」 

レつード ID 1 

I 日 B さ I 

1 イベントか度 [ 


9 

1E40h 

04/05/24 14:44:02 

ACPI なま:力管巧） 1 话沛 DC 巧お 0 なたは化止がお 

▲ 


1E2Ch 

04/05/24 14:44:01 

ボタン/スイッチ’【き卽巧巧ボタンび巧された 


£ 

1E18h 

04/05/24 14:31:28 

ファン厄)巧数）ち巧下限 f 直當吿レペル)を下回った 


五 

1E04h 

04/05/24 14:31:20 

るちまを消诚 State Asserted 


る 

1DF0h 

04/05/24 14:31:19 

1システムイベント 1 语卽 OEM System Boot EventCHard Re... 


五 

1DDCh 

l04/05/24 14:31:19 

広 C 円 f 劣を力を巧）■店ま后 D ご置源 ON 

3 

|[レコ-ド ID ] 

1日時] 

1E40h 

04/05/24 14:44:02 



1[イベント内容] 

1 ACPI (おを力管理） 

1 '\m 

1 DC をお0なたはか止巧お 



1[ダンブ 1 40 1E 02 32 0AB2 40 20 00 04 22 86 6F 46 8F FF 



上段に一覧が表示され、下段に一覧表示で逞択されたエントリの詳細情報が表示されます。 
再読み込みアイコン[@]をクリックすることで、 BMC から再度 SEL 情報を読み込み、最 
新情報を表示ずることができます。 


SEL 情報のクリア 

SEL クリアアイコン[監 ] をクリ、ソクすることで、 BMC 上の SEL 情報をクリアずることがで 
きまず。確認メッセージが表示されまずので、良ければ[はい]をクリックしてください。こ 
こで、 「いいえ」をクリックすれば、 SEL クリアは斤われません。 


IPMI 情報 

システムイベント□グ ( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保ず交換部品情報 ( FRU ) をそれぞれ表 
示することができます。これ6を IPMI 情報と呼びます。これらの情報か6> 本装置上で起 
こった障害や各種イベントの発生を調査し，保守交を部品を特をすることができます。 


システムイベント□グ ( SEL ) の表示 
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センサ装置情報 ( SDR ) の表示 


mtworK か a 化 *- 

Host iHformatton - 


Pow 

r Cot 

trot - 

Wf 。 か w - 

1192.16 8.1.1 1 



巧 S 坦 ホン 

a 

m 

図 1 

■姨 

1 administrator 11=^ | 谢々 



包 正を 

爾 

3 


mi 
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コント日ールパネル上のセンサ装置情報 ( SDR ) の起動アイコン[配 ] をクリ、ソクすると， 
BMC か 6 SDR 情報を読み込み、下のようなセンサ装置情報 ( SDR ) ウィンドウを開いて 
SDR を表示しまず。 



上段に一覧が表示され、下段に一覧表示で違択されたエントリの詳細情報が表示されます。 

SDR 情報とは、装置のを種センサについてのを養情報です。 

この情報に従って、 BMC は装置のセンサ監視を斤います。 
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保守交換部品情報 ( FRU ) の表示 


® なず巧ふ巧規 


苗ミ!^が因 

齒 

FRU 

すーナ 

Primary FRU Device 

Basbrd Mgmt Ctir 

RMCFRU 


Basbrd Mgmt CtIr 


PwrDstBdFRU 

Basbrd Mgmt Ctir 

Primary FRU Device 

Basbrd Mgmt Ctir 

Primary FRU Device 

Basbrd Mgmt Ctir 

[ボード 1 培卽 1 

[製适年月日 1 04/06/02 1:58:00 
[お适元] NEC 
[殺品る] G7HBG 
[シリアルをち] 00000000 
[指ち巧号] 243-631466 
(パージヨン 1000 




[製品店報] 

(お這元] NEC 

【モテルを] Advanced Remote Management Card 
[型を] [N81 15-02] 

[FR をち I FR1.0 

[号權を号] 0000000000 

[ユーザ留をせ号] 0000000000000000 



上段に一覧が表示され、下段に一覧表示で逞択されたエントリの詳細情報が表示されます。 


Network Statas 


administrator [ jac~] | 画 ] • 


Host iHforima け on LED 

Powtr Control 

Win 

か w 困 

I 1 。 5 巧 オン 
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Mi 
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1 |0 IS 

强 
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臣 



コント□—ルパネル上の保守交換部品情報 ( FRU ) の起動アイコン[藍 j ] をクリ、ソクずると、 
BMC か 6 FRU 情報を読み込み、下記のような保守交換部品情報 ( FRU ) ウィンドウを開いて表 
W します。 
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BMC にがずる各種設定 

己 MC に対するを種設走を巧うことができまず。 


BMC コンフイ グレーシヨ ンウインドウの起動 


Network Status 


Hoft Information - 


1192.168 .1.1 


]l 


r 


administrator 


]&»=! 圃' 


O SB すン 
© 正ち 


Power Control -j i 

巧 

◎ 

回 1 

爾 

立 



Imm 
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コント□—ルパネル上の BMC コン フィ グレーシヨンの起動アイコン[験]をクリ 、ソク する 
と、 W 下のような BMC コンフィグレーションウィンドウが表示されまず。 


① 


② 


I ④⑥ 

/ / 


惦**^ ン^ヴ ; お 'が因 

S B 

，-ィ 

设 

H BMC の i さち 

龄; て。 ーク 

WEBtJ ■—バ 
しぶ 巧ま — ル 

⑥ 

< N0.1 ユーザ ！ アクわス巧 i 

'31 guest Administrator 

a 2 

a 3 
a 4 

a 5 

ミ 7 ⑦ 

泣 8 

m Q 


① BMC コンフィグレーションファイルを 読み込みます。 

⑤ BMC コンフィグレーションをファイルに保存します。 

③ BMC コンフィグレーションの編集が行えまず。 

④ BMC コンフィグレーションを再度読み込みます。 

⑥ ファイルから読み込んだ情報を BMC へ一括して設定します。 

⑥設定項目を違択するツリーです。 

@現在の設定値の概要が表示されまず。 

jl; ファイルからコンフィグレーションを読み込んだ場合は、 BMC への一巧設をみを使用し 

rtw] て〈ださし、。 
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ューザ設定 

ユーザアカウントの設をを巧います。 

BMC コンフィグレーシヨンウィンドウの左欄で「ユーザ」をクリックすると、ち欄に全20ア 
カウント分の一覧が表示されます。 

修正もしくは追力□したいアカウントを違択し、編集アイコン[丘']をクリックすると、下記 
のような ユーザ アカウント編集ウィンドウが表示されます。 



① 

② 


.③ 


①ユーザをを入力してください。 

⑤パスワードを入力してください。 

③リモート KVM コンソール……有》力(許可)/無効(不許可)が指をできまず。 

チェックボックスをチェックすることにより有効(許可)じ 
なります。 

上記の「レベル」に関わりなく、リモート KVM コンソールの使用許可/不許可が設をできま 
I ヒント J す。 


rOK 」 をクリ、ソクすると、編集画面の内容が全て目 MC に書き込まれます。 
r キャンセル」をクリックずると、編集内容を玻棄して、編集画面を閉じまず。 


八—ドウエア編 


279 





























ネツトワークの設定 

己 MC に対して、 IP アドレスなどのネットワーク関連の設定を巧います。 

n-O • 「デフォルトゲートウエイ J を設定ずる場合は、ゲートウエイ、本装置、管理用 P 巳び 
ネットワークで通信で走る状態で実施ずるお要びありまず。 

• 通信できない環境で設定した場合口よ、設定後ゲートウエイ、本装置、管理用 PC が 
ネットワークで通信巧能な状態で本装置の AC を一度 OFF / ON ずる必要がありまず。 

リモートマネージメント機能では，じ(下のポートを使用します。 

ファイヤーウォールを設置されているネツトワーク環境では、ファイヤーウォールでの対応 
が必要となります。 


モジュール名 

ポー ト番号 

Protocol 

方向 

モジュール名 

ポー ト番号 

リモート KVM クライアント 

不定 

UDP 


BMC 

623 

メールサー八 

2己*1 

TCP 


BMC 

不定 

WE 己クライアント 

不定 

TCP 


BMC 

8 日が 

WE 己クライアント ( SSL ) 

不定 

TCP 

トー 

BMC 

443 が 


*1 [己 MC コンフイグレーシヨン;|イ通報メール設面イ SMTPHKMTP ポートま号]でを更巧能 
*2 [ BMC コンフイグレーシヨン]一 [ W 旺サーバ設赶一[帅旺サーパ]一 [ HTTP ポートを号]で変更可能 
*3 [巳 MC コンフイグレーシヨン]一 [ W 旺サーパ設固一[机 EB サーノリ H ： SSL ポート番号]でをま可能 


BMC コンフイグレーシヨンウインドウの左欄で r ネットワーク」をクリックずると、と J 下の 
ようじ、ち欄がネットワーク設をの概要に切り替わります。 



編集アイコン [ 丘']をクリックずると，次に示す様な編集ウィンドウが表示されます。 
ネットワーク関連の編集ウィンドウは3つのタブで構成されています。 
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- LAN 



① 


②. 


③‘ 


①己 MC の持つ MAC アドレスが表示されます。 

⑤ DHCP による IP アドレスの自動取得を行うか否かを逞択します。 

③ DHCP による自動取得を巧わない場合には、ここで設定を斤います。 DHCP で自動取 
得する場合は、ここに自動取得された内容が表示されます。 

H-O • IP アドレスを変更ずる場合、 「 OK 」 をク U ックして日 MC への設定び完了した時点 
巨^ で、現在の接続は切断されまず。 

-度ウィンドウを閉じて終了し、再度、新しく設定した IP アドレス(あるいはホス 
卜さ)をブラウザに入力して□グインしなおしてください。 

• ブラウザに表示び残つている□グインべージは、旧アドレスでアクセスした際のち 
のでずので、それで□グインずることはでさません。 
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DNS 



① 


②' 


① DHCP による DNS サーバのロアドレス自動取得を行うか否かを違がします。 

⑤ DHCP による自動取得を斤わない場合には、ここで設をを行いまず。 DHCP で自動取 
得する場合は、ここに自動取得された内容が表示されます。 


282 






















—ホスト名 



① DHCP を使用する際に、ホストをが未設走な場合に使用されるデフォルトのホストを 
です。 

⑤ BMC のホストをを設走します。この欄が未設をな場合は、①のデフォルトホスト名 
が使用されます。 

③ BMC が所属ずるネットワークのドメインをを設定します。 

④ DNS サーバへのホストをの登録を行うか否かを逞がします。 

■； BMC のホストちは、装置の 0 S 上のホストを （Windows の場合はコンピュータを）を容易 

に類巧できるように設ますることを巧奨します。 

例えば、 OS 上のホストをが" sapphire " ならば、 BMC のホストをは" sapphire _ bmc " など 
と設をします。 

I n-O BMC は、装置の OS とは巧立した LAN コントローラを使巧しまずので、日 MC のホスト 
さおよびドメインちを装置の OS のものと全く同じにずることは出来ません。所属ずる 
ネットワークドメインび異なるのであれば、ホストさを同じにずることは可能でず。 

[0 のをクリックすると、3つのタブで構成された編集画面の内容が，をて己 MC に書き込 
まれます。 

[キャンセル]をクリックすると、編集内容を巧棄して、編集画面を閉じまず。 
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WEB サーバの 設定 

己 MC に対して、 HTTP ポートなど WEB サーバ関連の設定を巧います。 

BMC コンフイグレーシヨンウインドウの左欄で rWEB サーバ」をクリックすると、 W 下のよ 
うに、ち欄が WEB サーバ設定の概要に切り替わります。 



— ~〇 • HTTP ポートま号、 SSL のち効/巧効、 SSL ポート番号を変更ずると現在の接続は一 
胃 g 時的に切断されまず。 

-度ウィンドウを閉じて終了し、再度、新しく設定したポート番号をブラウザに入力し 
て□グインしなおして<ださい。 

• ブラウザに表示が残っている□グインべージは、古い WEB ヴーバの設定でアクセスし 
た際のちのでずので、それで□グインずることはでをません。 
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編集アイコン [ G ' ] をクリックすると、次に示す様な編集ウィンドウが表示されます。 



① HTTP のポート番号を指をします。 

⑤ SSL 届信の有タカ/無効を指をします。有タカのチェックボックスをチェックすると、 
HTTPS に SL 有効)での接続となりまず。チェックを外すことで SSL の無》力の設定になり 
ます。 

• L 回 

SSL が使用できないなどの特別な埋由が無い眼り、暗号化された HTTPS プロトコルでの接続を 
推巽します。なお、デフォルトの設定では無効になっております。 

③ SSL ポート番号を指をします。 

④ □グイン試巧期圍は、□グインに失敗したとき、再度□グインを試みることができる期 
聞を指をします。 

⑥ □グイン失敗可能回数は、③で指定した期聞内に、ここで設走した回数を超えて□グイ 
ンに失敗した場合、じ(下⑥で指をする期闇、□グインを拒否します。 

⑥アカウント□ック期闇は、□グインを拒否する時聞を指走します。 

回 

上記の3項目は、自動で行われる不正ログインにがして、防御の効果が期待できます。ただし、 
完全に防げるわけではありません。 
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[デフォルト]をクリックずると， HTTP ポート番号と SSL ポート番号、および□グイン 
試行期聞、□グイン失敗可能回数、アカウント□ック期闇の欄にデフォルト値が表示されま 
す。 ただし 、 SS L 有効/無》力のチェック欄は変わりません。 

[0 K ] をクリックすると、編集画面の内容が全て BMC に書き込まれます。 

[キャンセル]をクリックすると、編集内容を破棄して、編集画面を閉じます。 


通報 メールの 設定 

己 MC に対して、通報メール関連の設をを行います。 

BMC コンフイグレーシヨンウインドウの左欄で r 通報メール」をクリ 、ソク すると、 W 下のよ 
うに、ち欄が通報メール設走の概要に切り替わりまず。 



編集アイコン [ 丘']をクリックすると、次ページに示す様な編集ウィンドウが表示されま 
す。編集ウィンドウは4つのタブで分割されていまず。 
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一基本 



① 

② 


③‘ 


①通報メール機能の有タカ/無タカをチて、ソクボックスにて指をしまず。チェックを人れる 
と、メール関連の設をが可能になりまず。 

⑤通報レベルを指をします。日段階のレベルで違択可能です。 

通報レベルは、その要因となるイベントの重要度によって分け6れていまず。 

③テストメールの発信が行えます。 

M -0 メール送信テストは、次べージむ降に記載ずる r 通報メール設定」をずベて終了させたを 

B ま3 に行ってください。 

なお、編集画面に入力しただけでは、設定は完了になりません。必要事項を入力後、 
「 OKJ をクリックして日 MC への 設定を完了してください。 

，|; 要因となるイベントの重要度によって、通報メールのメールヘッダの X - Priority : フィ_ 

「己^ ルドがを化します。 

回復不能-異常 X - Priority : 1 
警告 X - Priority : 3 

回復 • 情報 • 監視 X - Priority : 5 
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-メッセージ 



①通報メールの宛先メールアドレスを指をします。4つまで指をできます。 

⑤ 通報メールの発信メールアドレスを指をします。 

③ 通報メールに付けるサブジェクトを記入します。 

④ 下の⑥で指をする届報メールに付ける本文の共通部分の有効/おタカを指をしまず。 

⑥ 通報メールに付ける本文の共适部分を記入しまず。不要な場合は、④のチェックを外 
してください。「デフォルトメッセージの取得」をクリックすると、推奨メッセージが 
表さされます。 

jl ; ここで設をしたサブジ I クトとメッセージが、すべての通報メールにがして付けら 

I ヒント I れます。 

なお、サブジェクトとメッセージについては、日本語での入力も可能ですが、メー 
ルア ドレスについては、日本語での入力はできません。 
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① SMTP サーバのアドレスを指をします。 IP アドレスまたはホストをでの指定が可能で 
す。 

⑤ SMTP サーバのポート番号を指をしまず。 

③ メール送信失敗時に何回リトライさせるかを指をします。 

④ メール送信失敗時のリトライを行う際に、何秒持たせるのかを指をしまず。 

r デフォルト」をクリックずると、 SMTP ポート番号とリトライ回数、リトライ闇隔の欄 
じデフォルト値が表示されます。特に理由がおい限りデフォルト値での設定を推奨しま 
す。 

I H-O 本製品は SMTP 認証 ( SMTP - AUTH ) にはを t 応してお D ません0 


- SMTP 
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—その他 



① 


② 


①通報メールの本文に付出する情報を指をします。 

ここで指定した情報が、メ、ソセージタプのメ、ソセージ欄で指をしたメ 、ソ セージと合わ 
せて、通報メールの本文となります。 


製品情報 . 装置の製品名、型を、号機番号 

IP アドレス . BMC の IP アドレス 

タイムスタンプ . イベントが発生した時刻 

SEL ダンプ . システムイベント□グ ( SEL ) を1日進数で表したデータ 

BMC の URL . ARMC の□グインぺージへの URL 

BMC の FQDN . BMC のフ J レドメイン名 

LCD メッセージ . イベント発生時のサーバの LCD メッセージ 

BMC FW Rev . BMC ファームウエア/ SDR/PIA のレビジョン情報 


⑤通報メールのメールヘッダに付く Date フイールドに使用されます。 
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ファームウェアアップデート 


アプレットおよび、 KVM ファームウエア、 BMC ファームウエア，センサ装置情報 ( SDR )、 
プラットフォーム情報(円 A ) のアップデートを行うことができます。 


ファームウエアアップデートウインドウの起動 


Network Status Host tnforma け oh 

[192.168.1.1 ]r 

[administrator I l~aE~^ 圆 9 I 


コント□ールパネル上のファームウエアアップデートの起動アイコン[ホ ] をクリ、ソクずる 
と、 BMC か6それぞれのレビジョン情報を読み込み、じ(下のようなファームウエアアップ 
デートウインドウを表示します。 


んファー么ウェアアッブデート .みた : ;心：';-苗.皆％.--->こ:曾班病に;;み:;苗/が囚 

巧固 

4 


ホをのレビジ a ン 

巧しいレビジ a ン 

厮 

微 

つァイ Jb * 

タイムスタンづ 

アブレット 

09.01 


□ 

一… 

一… 


ファームウェア 

03.1 d 


D 




ブラットフォーム1括祁 ( PIA ) 

01.01 


じ 

----- 

- 


巨 MC ファームウェア 

Of , 18 


□ 

一… 

- ---- 


たンサ篇虽1博郎 ( SDR ) 

77.07 


d 





I キャンセル 40)1 


r キャンセル」をクリックすると何もせずに終了し、ファームウ； L アアップデートウィンドウ 
を閉じます。 

次ページ W 降で、アップデートの手順について順を追って説明します。 



Power Control - 


- \ ゆ sfi すン 

凸 

m 

固 

r 

if 山 

1® 正 e 

强 



因 

線 
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アップデートデータフアイルの読み込み 

アップデートファイルの追力日 [が] をクリックすると、じ(下のようなファイル逞択画面が表 
示されます。 



アップデートデータのファイルを指走してください。 

ファイル指定後、「開く」をクリックすると、ファイルの読み込みを開始しまず。 
読み込みが完了するまで、しばらくお待ちください。 


アップデートはまとめて実行可能です。 

1^^ 複数のアップデートか象がある場合は、をかまのアップデート情報を全て読み込んでくださ 

い。読み込みファイルを複数同時に選巧することも可能です。 
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レビジヨンの確認 

データファイルの読み込みが完了すると、画面に現在のレビジョンと読み&んだデータのレ 
ビジョンおよびファイルの情報(ファイル名とタイムスタンプ)が表示されます。 

間違いないかご確認 < ださい。 




ド‘ 

ク 

ェ 

ア 

編 


^ ダウングレードも可能となっておりまずので，それぞれのレビジョンじついてをく磕認して 
I "チェック I た—ピし、 

なお，アップデートデータのクリア[画]をクリックすると、読み込んだデータを全て破 
実しまず。また、「キャンセル」をクリックすると> 読み込んだデータを全てあ実して，アッ 
ブデー トウインドウを閉じます。 


アップデート対象の選択 

更新チェックボックスにて、アップデートする対象を達択してください。 


4. ファームウェ7■アヴブデート '： ，' - :ろ巧;;串巧;巧丐巧 f が因 


お固ん 






のレビジ a ン 

巧しいレビジ a 

ミ 巧 

だ 

g 

ファイルを 

タイムスタンブ 

アブレット 

09.01 

00.06 

1」 



gng0006.bjn 

20日4の4の614:日9:12 

KVM ファームウ X ア 

03.1 d 

03.29 

回 

- 

- 

ABMC.RBF 

2003/09/14 23:10:14 

ブラットフォーム巧沛 (PIA) 

01.01 

01.01 

□ 

- 

■- 

PIA0101.hex 

2004/03/13 14:44:00 

日 MC ファームウェア 

0f.18 

0f.21 

囚 

- 

- 

ABMCFW.bhx 

2004/05/19 15:23:02 

むンサ篇 至 If ま 報 （SDR) 

77.07 








■ ^ 


キャンセル <g 


II 1/グ ここで指定したものだけが書き込まれまず。 

ファイルを読み込ませただけで指をしていない I 頁目については，書き込みを行いません。 

I H-O SDR と円 A の双方をアップデー ト ずる場合は、必ず、同時に書き込み指定を行って<ださ 
I し V 書き込みを2回に分けると、最初に書さ込んだちは無効になりまず。 
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アツ プ デー ト データの 書き込み 

アップデートの書き込み [ み J をクリ 、ソク ずると、 BMC へアップデートデータの書き込み 
を開始します。 



それぞれのアップデート対ま毎に tTF のような書き込みの進巧を表ずウィンドウが表示され 
ます。 


ァップデ-卜 a # ;ぶ幾み;らが-苗襄设お相;':; 

アッブデートを 拥巧しで います， 

I _ か A ! 

アップデートめを«をわっています。 

I ' _0% 1 


途中でエラーを検化するとエラーメッセージを表示して終了しまず。 


完了 

書き込みが終了ずると>「状態」欄に，それぞれ r 対象」毎の結果が表示されます。 


んフ y— ムウエアアツブデ ー I 


•乂\ 


:'が因 


せ固 




端 

Ste のレビジ a ン IR しいレピジ a ン 

アブレット 

09.01 

00,06 

が M ファームウェア 

03.1 d 

03.29 

ブラットフォーム巧卽 CPIA ) 

01.01 

广 01.01 

日 MC ファームウェア 

0 f .18 

0 f .21 

たンヴ g 是巧祐 ( SDR ) 

77.07 




けイ J 地 

ろイムスタンづ 

g 0006 .bin 

2004/04/06 14:09:12 

MC.RBF 

2003/09/14 23:10:14 

の101 .hex 

2004/03/13 14:44:00 

MCFW.bhx 

2004/05/19 15:23:02 

f - 



キャンセル <g 


一 • アプレット W 外の対象について、実隙にアップデートを適用するためじは本装置の再起 
エック I 動、あるいはサーバの電源オフ/オンを巧ってください。 

• 本装置の再起動あるいは電源オンを行い、巨 MC ファームウエア、 SDR 、 円 A のアップ 
デートを適巧した場含、目 MC との接続が切断されますので、引き続き使用ずる場合 
は、再度□グインしてください。 

• アプレットのアップデートを適用するには、一旦、□グアウトして、すべてのブラウザ 
を開じた後に、再度□グインしてください。 

本装置を再起動ずる'必要はありません。 
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—テイング 


エラーメッセージ 

リモートマネージメントを使用している隐に、何らかの異常が発生して管理 PC 上にエラー 
ダィァ □グが表示される場合があり ます。メ、ソセージとそれに対ずる対処ちまをじ(下に示し 
まず。 


致命が] エラー 


項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

致命的なエラー。 JavaVM を終了し 
まず。 

再度□グインしてください。 

同様なメッセージが化力される場合は、サポート部 
門(こお問い合わせください。 

2 

致命的なソフトウ エア エラーが発生 

しよし} し0 

再度□グインしてください。 

同様なメ 、ソ セージが化力される場合はサポート部門 
(こお問い合わせください。 


□グイン時のェラー 


項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

認証エラーで ず。 

ユーザをとパスワードを磕認して、再度入力してく 
ださい。 


アクセス権のエラー 


I 頁蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

許可されていない操作です。権利レ 
ベルが不足しています。 

管理者 ( Administrator ) レベルで巧ってください。 
管理者の方じご相談くだぎい。 
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ネットワーク系のエラー 


項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

HTTP 通信に失敗しました。 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実巧して 
ください。 

何度巧っても失敗ずる場合は、サポート部門(こお問 
い含わせください。 

2 

IP アドレスが解決できませんでし 
た。 

ネットワーク環境を確認してください。 

プ□キシを経由した接続では、リモート KVM コン 
ソールはご利用頂けません。 

3 

目的のホストに到達できません。 

ネットワーク環境を確認してください。 

プ□キシを経由した接続では、リモート KVM コン 
ソールはご利用頂けません。 

4 

ネットワークエラーが発生しまし 
た： 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
くた’さい。 

何度行っても失敗する±嘉合は、サポート部門にお問 
い合わせください。 

5 

アプレットのダウン□ー ドに失敗し 

cK し 'し 0 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度巧っても失敗する場合は、サポート部門(こお問 
い含わせください。 

また、 SSL を有効じしている場合、複数のクライア 
ントから同時に接続ずることはできません。他のク 
ライアントを終了させてからもう一度実行してくだ 
さい。 

6 

RMCP+ のセッションはク□-ズされ 
ています。 

ネットワーク環境を確認してください。 

ネットワークに問題が無い場合は、サポート部門に 
お問い含わせください。 

7 

RMCP+ のセッション磕立に失敗しま 
した。 

ネットワーク環境を確認してください。 

ネットワークに問題が無い場合は、サポート部門に 
お問い含わせください。 

8 

RMCP+ の送信に失敗しました。 

ネットワーク環境を磕認してください。 

ネットワークに問題が無い場合は、サポート部門に 
お問い合わせください。 

9 

指をされた只1\/10ド+プロトコルは利用 
できません。 

ネットワーク環境を確認してください。 

ネットワークに問題が無い場合は、サポート部門に 
お問い合わせください。 

10 

新しい RMCP+ セッションを磕立する 
ための巨 MC のリソースが不足してい 
まず。 

他のクライアントからの接続が終了した後、再度実 
巧してください。 

11 

RMCP+ 接続が女イムアウトしまし 
た。 

ネットワーク環境皆サーバ側を磕認してください。 
特に問題が見当たらない場合は、サポート部門(こお 
問い合わせください。 
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BMC 関連の エラー 


項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

IPMI ' J クエストがアボートされまし 
た。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
ありまず。もう一度、実巧してください。何度行つ 
ても取得(こ失敗する墙含は、巨 MC が故障している 
可能性がありまずので、サポート部門にお問い含わ 
せください。 

2 

己 MC から不正なレスポンスを受信し 
永し 7 し0 

サーバ側を磕認してください。巨 MC が故障してい 
る可能性があります。 

特に問題が見つからない場合は、サポート部門にお 
問い合わせください。 

3 

目 MC は IPMI 2.0 の機能をサポートし 
ていません。 

サポート部門にお問い合わせください。 

4 

IPMI コマンドの実巧に失敗しまし 
た。 

サーバ側を確認してください。巨 MC が故障してい 
る可能性があります。 

特に問題が見つからない場合は、サポート部門にお 
間い合わせください。 

5 

IPMI メッセージの送信に失敗しまし 
た。 

ネットワーク環境を磕認してください。 

ネットワークに問題が無い場合は、サポート部門に 
お問い合わせください。 

6 

不正な IPMI コマンドが要求されまし 
た。 

サポート部門にお問い合わせください。 

7 

指定された対象が存在しません。 

サーバ側を殖認してください。 

特に問題が見つからない場合は、サポート部門にお 
問い合わせください。 
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リモート KVM コンソールでのェラー 


項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

リモート KVM コンソールの無効化に 
失敗しました。 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度巧っても失敗する場合は、サポート部門(こお問 
い含わせください。 

2 

リモート KVM コンソールの有効化に 
失敗しました。 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度巧っても失敗する場合は、サポート部門(こお問 
い含わせください。 

3 

KVM パケットの送信に失敗しまし 
た。 

ネットワーク環境やサーバ側を確認してください。 
特に問題が見当たらない場合は、サポート部門にお 
問い含わせください。 

4 

KVM リクエストがアボートされまし 
た。 

特に問題はありません。 「 OK 」 をクリックしてメ 
、ソセ ージダイア□グボックスを閉じてください。 

5 

UDP パケットの送信に失敗しまし 
た。 

ネットワーク環境がサーバ側を磕認してください。 
特に問題が見当たらない場合は、サポート部門にお 
問い合わせください。 

6 

リモート KVM コンソールは無规こ設 
をされているため> 使用できませ 
ん。 

Z 72 ページを参照し、リモート KVM コンソールを有 
効(許可)にしてください。 

7 

リモート KVM コンソールは既に他の 
クライアントじよって使用きれてい 
ます。 

リモート KVM コンソールを既に使用中のクライア 
ントが、終了した後に再度実行してください。 

8 

リモート KVM コンソールの終了に失 
敗しました。 

3分上經過してか6、リモート KVM コンソール 
を使用してください。 

9 

巨 MC コンフィグレーシヨンの設をに 
失敗しました。 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度巧っても失敗する場合は、サポート部門(こお問 
い含わせ <ださい。 

10 

UDP 接続がク□ーズされました。 

ネットワーク環境皆サーバ側を磕認してください。 
特に問題が見当たらない攝合は、サポート部門にお 
問い含わせください。 
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システムイベント□グ (SEL) 表示でのェラー 


項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

目 MC の SEL クリアに失敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行してください。何度行つ 
ても取得に失敗する塌合は、巨 MC が故障している 
可能性がありまずので、サポート部門にお問い合わ 
せください。 

2 

SEL の取得に失敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実巧してください。何度行つ 
ても取得に失敗する場含は、 BMC が故障している 
可能性がありますので、サポート部門にお問い合わ 
せください。 


センサ装置情報 (SDR) 表示でのェラー 


項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

SDR の取得に失敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
ありまず。もう一度、実巧してください。何度行つ 
ても取得に失敗ずる攝含は、 BMC が故障している 
可能性がありまずので、サポート部門にお問い含わ 
せください。 


保守交換部品情報 (FRU) 表示での エラー 


項番 

エラーメッセージ 

巧処方法 

1 

FRU の取得に失敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行してください。何度巧つ 
ても取得に失敗ずる塌合は、巨 MC が故障している 
可能性がありまずので、サポート部門にお問い合わ 
せください。 
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BMC コンフイ グレー シヨンでの エラー 


項蚕 

エラーメッセージ 

巧処ちま 

1 

設をに失敗しました： 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度巧っても失敗ずる場合は、サポート部門(こお問 
い含わせください。 

2 

巨 MC コンフィグレーシヨンの取得に 
失敗しました： 

ネットワーク環境を確認して、もう一度、実行して 
ください。 

何度行っても失敗ずる場合は、サポート部門にお問 
い合わせください。 

3 

化のソフトウェアが使用中でず。 
しばらくしてから、もう一度、実行 
してくた’さい。 

しば6くしてから、もう一度、実行してください。 

4 

不正な巨 MC コンフィグレーシヨンフ 
ァイルでず。 

巨 MC コンフィグレーシヨンファイルが壊れている 
可能性がありまず。ファイルを磕認してください。 

5 

必要な XML タグが見つかりませんで 
した。 

巨 MC コンフィグレーシヨンファイルが壊れている 
可能性があります。ファイルを磕認してください。 

6 

ファイルの保存に失敗しました。 

己 MC コンフィグレーシヨンファイルが正しく保を 
できていません。保を先を変更して、もう一度、実 
巧してくた’さい。 

7 

ユーザをが長ずぎます。 

長さは32で字 J ： rF としてください。 

8 

ユーザ名に不正な文字が含まれてい 
ます。 

ユーザをじは奠数字および、「-」（マイナス記号） 

と、し」（アンダースコア)と_^外は使用できません。 

9 

パスワードが長すぎまず。 

1日义字と rr として < ださい。 

10 

パスワードが不一致でず。 

パスワードを入力し直してください。 

11 

HTTP ポート番号が不正です。 

数字 W 外は使用できません。 

12 

SSL ポート番号が不正です。 

数字 W 外は使用できません。 

13 

HTTP と SSL のポート番号が同じで 
す。 

同じポート番号にはできません。異なる値を使用し 
てください。 

14 

□グイン試行期間が不正でず。 

数字]:'>(外は使用できません。 

15 

□グイン失敗巧能◎数が不正でず。 

数字]:'>(外は使用できません。 

16 

アカウント□ック期間が不正です。 

数字 W 外は使用できません。 

17 

IP アドレスが不正でず。 

数字とピリオドで指をしてください。 

18 

サブネットマスクが不正でず。 

数字とピリオドで指定してください。 

19 

デフォルトゲートウェイが不正で 
す。 

数字とピリオドで指定してください。 

20 

DNS サーバ IP アドレスが不正でず。 

数字とピリオドで指をしてください。 

21 

ホストをが不正でず。 

ホストをには奠数字および、「-」（マイナス記号） 

と、「」（アンダースコア)と^(外は使用できませ 
ん。」また、長さは256文字 W 下としてください。 

22 

ドメインをが不正です。 

ドメインをには英数字および、「-」（マイナス記号） 

と、「」（アンダースコア）、「」（ピリオド) W 外は 
使用できません。」また、長さは256文字 W 下とし 
てくた’さい。 


<夕ぺージへ続ぐ> 
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項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

23 

SMTP サーバアドレスが長ずぎま 
す。 

長さは2日6女:字 W 下としてください。 

24 

SMTP ポート番号が不正でず。 

数字!: U 外は使用できません。 

25 

リトライ回数が不正です。 

数字 t (外は使用できません。 

26 

リトフイ間隔が不正です。 

数字 W 外は使用できません。 

27 

叮 0" が長すぎまず。 

長さは256文字 W 下としてください。 

之8 

" From " が長ずぎます。 

長さは2日6文字 W 下としてください。 

29 

" Subject " が長ずぎまず。 

長さは日12文:字 j ： rF としてください。ただし、日本 
語で入力ずる場合は、この半分より少ない文字数と 
なりまず。 

30 

メッセージが長ずぎまず。 

長さは4064文字 t (下としてください。ただし、日 
本語で入力ずる場合は、この半分よりかない文字数 
となります。 

31 

ファイルのオープンじ失敗しました： 

指定のファイルがを在しない可能性があります。フ 
ァイルをなどに間違いがないか磕認してください。 

32 

ファイルのク□ーズじ失敗しました： 

指定のファイルが壊れている可能性がありまず。 

33 

ディレクトリは開けません。 

指定のファイルが存在しない可能性がありまず。フ 
ァイルをなどに間違いがないか磕認してくだぎい。 

34 

タイムアウトが発生しました。 

ちう一度、実巧してください。 

何度巧ってちタイムアウトとなる場合は、サポート 
部門(こお問い合わせください。 


八—ドウエア編 
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ファームウエアアップデートでのエラー 


項蚕 

エラーメッセージ 

巧処ちま 

1 

巨 MC じは次のアップデート未完了の 
イメージがあります： 

サーバを再起動して、アップデートを完了させてく 
ださい。 

2 

アップデートエリアのが態取得に失 
敗しました。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。もう一度、実行してください。何度巧っ 
ても取得に失敗する場合は、 BMC が故障している 
可能性がありますので、サポート部門【こお間い合わ 
せください。 

3 

アップデートデータが大き過ぎます： 

アップデートファイルが壊れている可能性げありま 
ず。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

4 

アップデートの準備に失敗しまし 
た。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
あります。わう一度、実行して<ださい。何度巧っ 
てわ失敗する攝合は、巳 MC が故障している可能性 
がありますので、サポート部門(こお問い合わせくだ 
さい。 

5 

ファイルサイズが不正です； 

アップデートファイルが壊れている可能性げありま 
ず。アップデートファイルを再度入手してくださ 
い。 

6 

レピジョン情報を発見できませんで 
した： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
ず。アップデートファイルを再を入手してくださ 
い。 

7 

□ールバックイメージの作成に失敗 
し丈し7 し0 

わう一度、実行してください。何度巧っても失敗す 
る攝含は、巨 MC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

8 

消去に失敗しました。 

わう一度、実行してください。何度巧ってち失敗ず 
る攝合は、 BMC が故障している可能性がありまず 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

9 

未サポートのフォーマットバージョ 
ンです： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
ず。アップデートファイルを再を入手してくださ 
し'!。 

10 

アップデートイメージファイルの読 
み込みに失敗しました。 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
ず。アップデートファイルを再を入手してくださ 
し'!。 

11 

アップデートじ失敗しました。 

わう一度、実行してください。何度巧っても失敗す 
る塌含は、 BMC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

12 

アップデートモードになることが化 
巧ませんでした。 

わう一度、実巧してください。何度巧ってち失敗す 
る塌合は、 BMC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

13 

アップデート対象を横化できません 
でした： 

アップデートファイルが壊れている可能性げありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
し'!。 

14 

アドレスが不正でず。 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
ず。アップデートファイルを再を入手してくださ 
い。 


<夕ぺ_ジへ続く > 
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項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

15 

書き込み(こ失敗しました。 

もう一度、実行してください。何度巧っても失敗す 
る場合は、目 MC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

16 

サポートしていないトークンを模化 
しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再ち入手してくださ 
い。 

17 

セグメント情報が不正です： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
ず。アップデートファイルを再度入手して<ださ 
し）。 

18 

データ長が不正です： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手して<ださ 
し）。 

19 

ファイルのオープンじ失敗しました： 

指定のファイルが存在しない可能性があります。フ 
ァイルをなどに間違いがないか磕認してください。 

20 

ファイルのク□ーズじ失敗しました： 

指定のファイルが壊れている可能性があリまず。 

21 

ファイルのチェックサムび不正です： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手して<ださ 
し）。 

22 

ファイルの解釈に失敗しました。 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再度入手してくださ 
し）。 

23 

ファイルの解釈に失敗しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再ち入手して<ださ 
い。 

24 

ファイルの読み込みじ失敗しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再ち入手して<ださ 
い。 

25 

ファイルを発見できませんでした： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再ち入手してくださ 
い。 

26 

ベリファイに失敗しました。 

もう一度、実巧してください。何度巧っても失敗ず 
る場合は、巨 MC が故障している可能性があります 
ので、サポート部門にお問い合わせください。 

27 

割り込みが発生したので，アップデ 
ートを中止しまず。 

クライアント側を磕認してください。お客様が使わ 
れている他のソフトウエアじよる割り込みの可能性 
がありまず。 

28 

現在オンラインアップデートは使用 
中でず。 

他のツールで行われているオンラインアップデート 
が終了した後、必要に応じて再度実行してくださ 
い。 

29 

現在のレビジョンの取得に失敗しま 
した。 

ネットワークが混雑していることが原因の可能性が 
ありまず。もう一度、実巧してください。何度行っ 
ても取得に失敗する場含は、 BMC が故障している 
可能性がありまずので、サポート部門にお問い合わ 
せください。 

30 

巧の取得に失敗しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
ず。アップデートファイルを再度入手して<ださ 
し）。 
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項蚕 

エラーメッセージ 

巧処方法 

31 

巧の長さが不正でず： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
す。アップデートファイルを再を入手してくださ 
し'!。 

32 

予期しない EOF を横化しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
ず。アップデートファイルを再を入手してくださ 
し'!。 

33 

予期しないトークンを横化しました： 

アップデートファイルが壊れている可能性がありま 
ず。アップデートファイルを再を入手してくださ 
し'!。 

34 

円 A がこのサーバに適含しません。 

このサーバ巧のプラットフォーム情報 ( PIA ) ではあ 
りません。アップデートファイルを再度入手してく 
ださい。 
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■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや团 OS で設をした内容を化荷時の設をに戻すときに参照して < ださい。 


IJ セツ 



リセ、ソト I こはスイ、ソチによる八ードリセツトとキーポードからのソフトリセ、ソトの2つがあ 
ります。 


M-O リセツトは、本装置の DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてしまいまず。 

fgm 八ングアップしたとき W がでリセツトを!5ラとをは、本装置がなにも処理していないことを 
確認してください。 


ノ、ードリセット 

本装置前面にある RES ロスイッチを押します。 



RESET スイ、ソチ 


ソフトリセット 

0 S が起動ずる前に本装置が動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーとく AI わキーを押しな 
がら、く Delete > キーを押してください。本装置がリセットされます。 


強制シャットダウン 


0 S から本装置をシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を 
OFF にできなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本装置の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に日 FF になりま 
ず。履源を再び ONI こするときは、電源 OFF 爐制シャットダウン)から約10秒ほど待ってか 
ら電源を ON にしてください。） 




リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 OS を起動 
させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 



4砂 U 上押し続ける 


八—ドウエア編 
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CMOS • パスワードのクリア 


本装置自身が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第兰 
ちか6保護するために独自のパスワードを設定することができまず。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリア 
することができます。 

また、本装置の CMOS に保存されている内容をクリアずる場合わ同様の手順で行いまず。 


I M -0 CMOS のの容をク U アずると SETUP の設定内容びずべて出荷時の設定に戻りまず。 

パスワード/ CMOS のクリアは I / O ボード上のジャンパスイッチを操作して巧います。それぞ 
れの内容をクリアするちまを次に示しまず。 





本装置をま全にお使いいただくために次のミ主意事項を必ずお守りください。指示 
を守6ないと、人が死こずるまたは重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは 、 iii 
ページむ降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 


1 . 現をのパラメータ値をメモずる。 

吕.139ぺージを参照して本装置の電源を0ドド(こして、電源コードをコンセントか6抜く。 
3 . 180ぺージを参照して本装置をラ、ソクか6引き化ず。 

4 . 182ページを参照してリアアクセスカバーを取り外ず。 

己.クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。 



• 本装置のジャンパピン（ピン1 1-12) に付いているクリップを使巧してください。 

• その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原因となりま 
ず。 

• クリップをなくさないようミち意してください。 

ジャンパスイッチは次ページ図の位置にありまず。 
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• パスワードの保護/クリア用ピン 

2つのピンをショート：パスワードをクリアする 
2つのピンをオープン：パスワードを保護する（化荷時の設定） 

• CMOS の内容の保護/クリア巧ピン 

2つのピンをショート： CMOS の内容をクリアずる 
2つのピンをオープン： CMOS の内容を保護ずる（化荷時の設定） 

6 . 本装置を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

7 . POST 画面げ表示されたら、本製□□□の電源を OFF にして電源コードをコンセントか6抜く。 

8. ジャンパスイッチの設定を元に戻す。 


•L 画 


クリップをなくさないためにも使用後 
はジャンパピン 11-12 に差し込んでおい 
てください。その他のジャンパピンに 
差し込むと誤動作をするおそれがあり 
ます。 


9 . 本製品を元どおり(こ組み立てて POWER スイッチを押す。 



10. 巨 I0S の SETUP ユーティリティを起動して、手順1で控えたパラメータ値に戻す。 
パスワードをクリアした±嘉合は、必要に応じてパスワードを設をし直してください。 


八—ドウエア編 


11. 変更した内容を保ちして SETUP を終了ずる。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインやン〇ポートアドレスは、化荷時に次のように割り当て6れています。オプションを増設す 
るときなどじ参考にしてください。 

• 割り込 S みライン 

化巧時では、次のように割り当て6れています。 


IRQ 

周辺装置（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺装置（コント□ーラ） 

0 

システムクイマ 

8 

リアルクイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

PCI/SCI 

2 

カスケード接続 

10 

PCI 

3 

COM 巨シリアルポート (PCI) 

11 

巳 MCIRQ/PCI 

4 

COMA シリアルポート （PCI) 

12 

マウス 

5 

PCI/LPT2 パラレルポート 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

6 

フ□ッピーディスク 

14 

プライマリ IDE (CD-ROM ドライブ） 

7 

LPT1 パラレルポート 

15 

PCI 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 


本装置では、 PCI デバイスの割り込みラインは次のように割り当てられています。割り込 
みの設定は、 B の S セットアップで変更できまずが、化荷時の設定でお使いください。詳 
しくは 227 ぺージを参照してください。 



PIRQ1 

P 旧 Q 吕 

PIRQ3 

PIRQ4 

P 旧 Q 己 

PIRQ8 

US 巨# 1 

〇 






USB#2 




O 



USB20 






O 

IDE(native mode) 



O 




SMBus 


〇 





VGA 





INTA 


RAID 



INTA 




LAN 



INTA 

INTB 



PCI ス□、ソ ト #1(P 幻） 

INT 己 


INTA 



INTC 

INTD 

PCI ス□、ソ ト #2(PCI) 


INTA 


INT 己 


INTC 

INTD 

PCI ス□、ソ ト #3 
(PCI Express) 

INTA 

INT 己 

INTC 

INTD 



PCI ス□、ソ ト #4 
(PCI Express) 

INTA 

INTB 

INTC 

INTD 



PCI ス□、ソ ト #5 
(PCI Express) 

INTA 

INT 己 

INTC 

INTD 



PCI ス□、ソト #6(PCI-X) 

INTB 

INTD 


INTA 

INTC 




PCI ス□、ソト #7(PCI-X) 


INTB 

INTD 


INTA 

INTC 



PCI ス□、ソト #8(PCI-X) 

INTA 

INTC 


INTB 

INTD 




PCI ス□、ソト #9(PCI-X) 


INTA 

INTC 


INT 己 
INTD 
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• I/O ポートアドレス 


本装置では、 I/O ポートアドレスを次のように割り当てています。 


アドレス 

使用目的 

使用チップ 

00 -08h 

DMA コント□ールレジスタ 

CHS 

09-0Eh 

RESERVED 

に H5 

OFh 

DMA コント□ールレジスタ 

に H5 

10-18h 

DMA コント□ールレジスタ 

に H5 

19-1Eh 

RESERVED 

に H5 

lEh 

DMA コント□ールレジスタ 

に H5 

20-21h 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

に H 日 

24-25h 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

29-29h 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

2C-2Dh 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

2E-2Fh 

コンフィグレーションレジスタ 

PC 87417 

30-31h 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

34-35h 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

CHS 

38-39h 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

CHS 

3C-3Dh 

マスタ 8259 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

40-42h 

8254 プ□グラミングインタフェース 

に H5 

43h 

RESERVED 

に H5 

4E-4Fh 

コンフィグレーションレジスタ 

PC 87417 

50-52h 

8254 プ□グラミングインタフェース 

CHS 

53h 

RESERVED 

に H5 

60h 

キーボード/マウス 

PC 87417 

61h 

NMI ステータスレジスタ 

CHS 

62h 

— 

PC 87417 

63h 

NMI ステータスレジスタ 

CHS 

64h 

キーボード/マウス 

PC 87417 

65h 

NMI ステータスレジスタ 

CHS 

66h 

— 

PC 87417 

67h 

NMI ステータスレジスタ 

CHS 

70h 

RESERVED 

に H5 

71h 

RTC (データ） 

に H5 

72h 

RTC (データ） 

に H5 

73h 

RTC (データ） 

に H5 

74h 

RTC (データ） 

に H5 

75h 

RTC (データ） 

に H5 

76h 

RTC (データ） 

に H5 

77h 

RTC (データ） 

に H5 

80-91h 

16 ビット DMA コント□ールレジスタ 

に H5 

92h 

ポート 92 レジスタ 

CHS 

93-9Fh 

DMA コント□ールレジスタ 

に H 己 
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アドレス 

使用目的 

使用チップ 

A0-A1h 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

A4-A5h 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

A8-A9h 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

AC-ADh 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

BO-Blh 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

B2-B3h 

パワーマネージメント 

に H5 

B4-B5h 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

B8-B9h 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

BC-BDh 

スレーブ8259プ□グラミングインタフェース 

に H5 

CO-Dlh 

DMA コント□ーラページレジスタ 

に H 己 

C2-DDh 

RESERVED 

CHS 

DE-DFh 

DMA コント□ーラページレジスタ 

に H5 

FOh 

リセ、ソ hlRQ13 

に H5 

102h 

VGA 

Radeon 7000 M 

170h-177h 

セカンダ ij IDE コマンドブ□ックレジスタ 

に H5 

1F0h-1F7h 

プライマリ IDE コマンドブ□ックレジスタ 

に H5 

278-27Fh 

(パラレルポート 3) 

PC 87417 

2F8-2FFh 

シリアルポート2 

PC 87417 

376h 

セカンダリ IDE コント□-ルブ□ックレジスタ 

に H5 

370-377h 

(フ□、ソピィディスク2)， IDE 2 

PC 87417 

378-37Fh 

(パラレルポート 2) 

PC 87417 

3 巨 0-3BBh 

VGA 

Radeon 7000 M 

3BC-3BEh 

パラレルポート1 

PC 87417 

3C0-3CFh 

VGA 

Radeon 7000 M 

3D4-3D5h 

VGA 

Radeon 7000 M 

3F6h 

プライマリ IDE コント□-ルブ□ックレジスタ 

に H5 

3F0-3F7h 

フ□、ソピィディスク 1，IDE 1 

PC 87417 

3F8-3FFh 

シリアルポート1 

PC 87417 

40 臣 h 

DMA1 化張ライトモードレジスタ 

に H5 

4D0h 

マスタ8259 ELCR プ□グラミング 

に H5 

4D1h 

スレーブ8259 ELCR プ□グラミング 

に H5 

CF9h 

ターボアンドリセットコント□ール 

TwinCastle 






































